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 まえがき 

 

今回工兵隊を訪問した主な目的は、工兵隊でのエンジニアリングマニュアル（ＥＭ）の

作成、普及についてと汽水域管理についてであった。 

 ＥＭについては、ＥＭが作成される流れ、活用方法、研修などそのシステムについては

把握することが出来た。今後さらに、実際の現場においてＥＭを用いてどのような設計監

理がなされているか、エンジニアリングレギュレーション（ＥＲ）のような規則に対しＥ

Ｍをどのように用いて性能設計がなされているかを把握することは国内での今後の性能規

定の運用について貴重な資料になると判断される。このため現場におけるＥＭの実運用に

ついての詳細な調査が望まれる。  

 汽水域管理については対象となる地域について地域性があることから一般的な汽水域管

理手法は陸軍工兵隊では有していないことが分かった。汽水域での現象を把握するための

解析手法などについてはＣＨＬ、ＨＥＣ、ＮＯＡＡなどが共同で開発しており、その状況

については把握できた。米国では汽水域の範囲が広く、工兵隊の管区の中に複数の州政府、

複数の地方行政府、多数の民間組織等が関わっているため、そのような中で汽水域につい

てどのような論議がなされ、管理が行われているかについては個々の事例を調査し、今後

の日本国内での問題に対する資料としていくことが望まれる。 

 さらに陸軍工兵隊の管区や地方組織の全体が把握できたが、それぞれに管轄する主な河

川における日常の河川管理や河川の維持管理にかかる詳細な調査も望まれる。 

 

  ※ ＣＨＬ：Coastal and Hydraulic Laboratory 

        ＨＥＣ：Hydrologic Engineering Center 

        ＮＯＡＡ：National Inventory of Sediment Quality 

 

 



 

 

 

1.調 査 概 要  

1.1  調 査 の 目 的  

(財)河川環境管理財団では、米国陸軍工兵隊における作成され公表されている各種のエ

ンジニア・マニュアル（略ＥＭ）のうち、1992 年に発表された「河川水理学」についての

エンジニア・マニュアルを今般日本語に翻訳して普及に努めたところである。しかし、そ

の内容がかなり多岐に亘っており、高度なものとなっていることから、どのような状況を

経て構築されたのか、現場への普及方法はどのようになっているのか、またこの中で触れ

られていない汽水域の問題はどのように扱われているのか等について調査し、今後の河川

計画や河川管理の検討に役立てることを目的として、米国陸軍工兵隊の様々な機関を訪問

し調査を行った。また、調査においてはＥＭに従い実際の計算などに用いられるＨＥＣソ

フトの関連についても調査を行った。 

このような調査事例は、我が国における今後の技術基準の検討や河川環境に関する研究

開発の検討においても参考になるものと考えられる。 

本報告書は、工兵隊訪問で明らかになったＥＭの作成、活用、教育に関する情報の他、

工兵隊の汽水域への取り組み、ＨＥＣソフトとＥＭの関係、水理研究所での研究事例など

についてとりまとめたものである。 

 

【本報告書の内容】 

•  米国でのＥＭの活用について 

•  汽水域研究への取り組みについて 

•  ＥＭとＨＥＣソフトの関連について 
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1 . 2  参 加 者 名 簿  

団長 ： 山本雅史   河川環境管理財団理事 

団員 ： 岸田弘之   河川環境管理財団研究第二部長 

浜口憲一郎  パシフィックコンサルタンツ（株）流域計画部長 

 

1 . 3  調 査 工 程  

表 1-1 調査工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 (曜) 地名 現地時間 交通機関 スケジュール
東京(成田）②　　発 １１：１０ ＮＨ００２ 空路、ワシントンへ
ワシントンダレス 着 ０９：４０ （予定） 所要：１２時間３０分

着後、ホテルへ                                                  
午前 専用車 Corps Headquarters Washington D.C 訪問

441 G ST NW, Washington D.C. 20314
Mr.Charles Chesnutt, TEL:202-761-0523 
Mr.Jenkins Washington, TEL202-761-0313

午後 専用車 Institute For Water Resources 訪問
7701 Telegraph Road, Alexandria,Virginia 22315
Dr.Gene Stakhiv, TEL:703-428-6370

<ワシントンＤＣ泊>
ワシントンレーガン発 １２：１０ ＵＳ１０５２ 空路、シャーロット経由ジャクソンへ
シャーロット　　　　着 １３：２７ （予定） 所要：０１時間１７分
シャーロット　　　　発 １４：４０ ＵＳ２７４８
ジャクソン　　　　　着 １５：３８ （予定） 所要：０１時間５８分

着後、ホテルヘ
<ジャクソン泊>

ジャクソン 　　　　　発 午前 専用車 ヴィックスバーグヘ移動（４５マイル）
Coastal and Hydraulics Laboratory 訪問
3909 Halls Ferry Road,Vicksburg,Mississippi 39180
Dr.Joan Pope, TEL:601-634-3034

<ジャクソン泊>
ジャクソン　　　　　発 １２：３５ ＵＳ２７４１ 空路、シャーロット経由サンフランシスコへ
シャーロット　　　　着 １５：１３ （予定） 所要：０１時間３８分
シャーロット　　　　発 １８：１０ ＵＳ０５９
サンフランシスコ　着 ２０：４８ （予定） 所要：０５時間３８分                                  

<サンフランシスコ泊>
午前 専用車 Hydrologic Engineering Center 訪問

609 Second Street, Davis,California 95616
Dr.Michael Gee, TEL:530-756-1104
（サンフランシスコより８０マイル）

<サンフランシスコ泊>
サンフランシスコ　発 １０：５０ ＮＨ００７ 空路、帰国の途へ

（予定） 所要：１１時間１５分
<機内泊>

１５：０５

サンフランシスコ 滞在

東京(成田) ②  着 着後、通関後解散11月19日 (水)

11月17日 (月)

11月18日 (火)

11月15日 (土)

11月16日 (日)

ワシントンＤＣ   滞在

サンフランシスコ 滞在

11月11日 (火)

11月12日 (水)

11月13日 (木)

11月14日 (金)

－2－

<ワシントンＤＣ泊>

<サンフランシスコ泊>



 

 

 

1 . 4  調 査 経 路  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 調査経路図 

1.5  訪 問 先 一 覧  

表 1-2 訪問先リスト 

訪問先 住所 TEL 面談者 

202-761-0523 Mr.Charles 

Chesnutt 

Corps Headquarters Washington 
D.C  

441 G ST NW, Washington D.C. 

20314 

202-761-0313 Mr.Jenkins 

Washington 

Institute For Water 

Resources 

7701 Telegraph Road, 

Alexandria,Virginia 22315 

703-428-6370 Dr.Gene 

Stakhiv 

Coastal and Hydraulics 

Laboratory 

3909 Halls Ferry 

Road,Vicksburg,Mississippi 

39180 

601-634-3034 Dr.Joan Pope 

Hydraulics Engineering 

Center 

609 Second Street, 

Davis,California 95616 

530-756-1104 Dr.Michael 

Gee 

Corps Headquarters
Washington D.C 

Institute For Water Resources
Alexandria, 

Coastal and Hydraulics Laboratory 
Vicksburg

Hydrologic Engineering Center 
Davis
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2.調 査 内 容  

2.1  エ ン ジ ニ ア リ ン グ マ ニ ュ ア ル （ Ｅ Ｍ ） に つ い て  

2.1.1  Ｅ Ｍ の 概 要 に つ い て  

ＥＭについては David Wingerd 氏から説明を受け、米国におけるＥＭの活用、使

用方法について概要を下記に整理した。 

• ＥＭは工兵隊が各管区などで実施する事業について、その手順を示したマニュ

アルである。計画、設計においてＥＭを用いていれば間違いがなく計画、設計

が出来るというものであり、他に優れた手法などがあった場合にそれを用いる

ことに制限を加えるようなものではない。 

• 現在新たなＥＭを作るような予定はなく、既存のＥＭを改良、修正、編集を行

って行く予定。新たな項目が必要となると既存のＥＭに追加・拡張して対応。

海岸関連では従来 10 のＥＭがあったが統合化を図り現在１つのＥＭとしてま

とめている。 

• 現在、165 冊のＥＭが下記のホームページで公開されており、PDF ファイルをダ

ウンロードすることが可能である。巻末資料編に現在公開されているＥＭの一

覧表を示す。 

http://www.usace.army.mil/inet/usace-docs/eng-manuals/em.htm 

• ＥＭ作成についてはＨＱから指示され作成されるものと、各事務所で作成した

ＥＭ案についてＨＱで了解し全国に公表するものと作成される過程については

両者の方法がある。 

• 工兵隊では計画立案は全て内部で行っている。設計について、半分程度は内部

で行っており、半分程度はコンサルタント等に発注を行っている。内部で設計

を行う場合、担当者は自分の分野のＥＭについてはほぼ理解をしている。 

• ＥＭの使用はユーザー側の責任において用いるものとし、工兵隊においてはＨ

ＥＣなどにおいてＥＭの講習などを行っている。 

• 工兵隊では河川や水源地管理に関し、100 人～150 人の技術者がいるが、各自の

専門分野のＥＭについてはほぼ理解して用いている。 

• 設計においては、利害関係のない別の地域の技術者が厳密に照査を行い、適切

に設計が行われているか、ＥＭを正しく用いているかなどについて審査を行っ

て、チェックしている。このような審査は工兵隊内部で実施している。 
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表 2-1 河川関連のＥＭ 

ＥＭ－ナンバー 起案部署 タイトル 出版日 

EM 1110-2-1100 

Part I～Part V 
CECW-EW 海岸工学マニュアル−第 I 部～第 V 部  30-Apr-02 

EM 1110-2-1201 CECW-EH-W 貯水池水質解析  30-Jun-87 

EM 1110-2-1202 CECW-EH-W 大深度航路整備事業のための環境工学  29-May-87 

EM 1110-2-1204 CECW-EH-W 海岸保全のための環境工学  10-Jul-89 

EM 1110-2-1205 CECW-EH-W 環境工学と地域の洪水防御用水路  15-Nov-89 

EM 1110-2-1406 CECW-EH 融雪流出  31-Mar-98 

EM 1110-2-1411 CECW-EH-Y 基準計画洪水の決定方法  1-Mar-65 

EM 1110-2-1413 CECW-EH-Y 堤内地における水文解析  15-Jan-87 

EM 1110-2-1415 CECW-EH-Y 水文量の頻度解析  5-Mar-93 

EM 1110-2-1416 CECW-EH-Y 河川水理学  15-Oct-93 

EM 1110-2-1417 CECW-EH-Y 洪水流出解析  31-Aug-94 

EM 1110-2-1418 CECW-EH-D 治水事業のための河道安定評価  31-Oct-94 

EM 1110-2-1419 CECW-EH-Y 洪水被害軽減調査に関する水文技術的要件  31-Jan-95 

EM 1110-2-1420 CECW-EH-Y 貯水池に関する水文技術的要件  31-Oct-97 

EM 1110-2-1421 CECW-EH 地下水水文学  28-Feb-99 

EM 1110-2-1601 CECW-EH-D 洪水防御に用いる河川の水理設計  30-Jun-94 

EM 1110-2-1606 CECW-EH-D 水理設計−水路における水位上昇  1-Mar-49 

EM 1110-2-1607 CECW-EH-D 潮汐水理学  15-Mar-91 

EM 1110-2-1619 CECW-EH 洪水被害軽減調査のためのリスク評価型解析  1-Aug-96 

 

2 . 1 . 2  Ｅ Ｍ の 種 類 に つ い て  

エンジニアリングマニュアル（略称：ＥＭ）は、工兵隊で実施する調査、計画、

設計におけるマニュアルを整理したもので、下記のような種類がある。 

•  ＥＭ（Engineering Manual） 

調査、計画、設計におけるマニュアル。標準的な手順について記述したもの

で、ガイドブック的な扱い。よりよい手法であればＥＭに制約されるものでは

ない。 

•  ＥＲ（Engineer Regulation） 

調査、計画、設計に関する規則について示されているもの。調査、設計、計

画において遵守しなければならない項目を記述している。 

•  ＥＴＬ（Engineering Technical Letter） 

新たに開発された技術などについて紹介するもの。一連のものとして整理し、

将来的にＥＭに追加されるもの。 

•  ＥＣ（Engineering Circular） 

技術回覧板。ＥＴＬほど技術的では内容で、将来的にはこの内容はＥＲに組

み込まれる様な内容のもの。 
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2 . 1 . 3  汽 水 域 の 解 析 と エ ン ジ ニ ア リ ン グ マ ニ ュ ア ル に つ い て  

• 汽水域は河川と海洋とが混ざり合い複雑な生態系を創造している区域である。

工兵隊においては、場所によって性格が異なる汽水域についてそれを広範囲に

カバー可能なＥＭを作ることは困難であると判断し、部分的な各要素について

は整理しているが全体的に汽水域を取り扱うＥＭは作成してない。 

• 汽水域については、流れ、塩分、潮汐、土砂移動などが影響しているため汽水

域の解析は複雑なモデルが必要となるので、その必要に応じヴィックスバーグ

の海岸・河川水理学研究室（ＣＨＬ）がモデリングをおこなっている。また、

汽水域のモデルは複雑なため一部 NOAA（ National Inventory of Sediment 

Quality）などと共同でモデリングを行っている。 

• モデリングツールとしては下記のモデルを開発し解析に用いている。このモデ

ルについては公開されてはいないが下記の URL において入手方法を広報してい

る。 

http://chl.wes.army.mil/software/ 

• 汽水域の問題は現象が複雑なことから現地観測データの収集、分析が重要であ

ると考えており、潮汐、水の組成、波浪、浮遊砂、河床の状態等について調査

を行っている。 

 

2 . 2  汽 水 域 研 究 へ の 取 り 組 み に つ い て  

2.2.1  汽 水 域 の 研 究  

汽水域における検討においては、水位・流速などの物理現象の把握のみならず、

生物・生態系の理解、化学変化などが及ぼす影響、汽水域を含む沿岸域の社会状況

などを幅広く捉える事が必要であり、このような問題については工兵隊においては

個別の事例として検討を行っている。例えばフロリダのエバーグレイドやルイジア

ナのバイヨーエリア等については工兵隊、NOAA などと協力し、研究を行っている。 

このような個別の研究にも有効なように工兵隊としては下記の研究を大きな柱と

して実施している。 

① 汽水域の解析モデリングの開発 

② 汽水域でのデータの収集 

 

 

 

 

 

Estuarine EngineeringEstuarine Engineering
エスチャリー工学エスチャリー工学

Numerical ModelingNumerical Modeling
&&
Field Data CollectionField Data Collection

数値モデリングとフィールドデー数値モデリングとフィールドデー

タ収集タ収集
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2 . 2 . 2  汽 水 域 で の 解 析 モ デ リ ン グ の 開 発  

工兵隊としては、汽水域の解析は３次元モデルを用いる必要があると判断をして

おり、このような高度な汽水域での解析については ARDEC の CHL のメンバーが開発

した下記のモデルを用いて解析を行っている。 

①Finite Difference Models（有限差分法モデル） 

・CH3D ： 3–D Hydrostatic Sigma-stretched hydrodynamic model 
（3 次元静水圧近似シグマ座標水理モデル） 

・STWAVE ： 2-D wave model（2 次元波動モデル） 

②Finite Element Models（有限要素法モデル） 

・RMA-2   2-D depth-averaged hydrostatic hydrodynamic model 

  （2 次元水深平均静水圧近似水理モデル） 

・RMA-4   2-D depth-averaged constituent transport 

  （2 次元水深平均構成物質輸送）   

・SED-2D  2-D depth-averaged sediment transport 

  （2 次元水深平均土砂輸送） 

・ADCIRC 2-D depth-averaged hydrostatic hydrodynamic model 

  （2 次元水深平均静水圧近似水理モデル） 

・TABS-MDS  3-D hydrostatic coupled hydrodynamics and sediment transport 

  （3 次元静水圧近似水理モデル及び土砂輸送） 

・ ADH-2D 2-D depth-averaged hydrostatic hydrodynamics coupled with 3D 

groundwater and 2D sediment transport 

（3 次元地下水及び 2 次元土砂輸送とカップリングした 2 次元水深平均

静水圧近似水理モデル） 

・ADH-3D 3-D non-hydrostatic coupled hydrodynamics and sediment transport 

（3 次元非静水圧近似水理モデル及び土砂輸送） 

現在、ADH-3D のモデルについては開発中である。 

下図に示すのは RMA-2 を用いて行ったミシシッピ川河口のデルタ地域を解析した

結果で、流量は 35,000m3/s で、デルタの地域でどのように流れが分流されるかに

ついて解析を行ったものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1RMA-2 の解析例 

また、現在開発中の ADH シリーズでは解析時間の短縮化を図るため、激しい変化

が生じる杭については解析メッシュを必要に応じ細分化して解析を行う手法を開

発している。 

Mississippi River Delta (RMA2)Mississippi River Delta (RMA2)
ミシシッピ川デルタミシシッピ川デルタ((RMA2)RMA2)

Velocity Magnitude, 1,250,000 cfs　流量規模1250000ft3/s (約35000m3/s)
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図 2-2 ADH によるメッシュサイズの変更 

2.2.3  汽 水 域 で の デ ー タ 収 集  

汽水域では解析と同時に、検証・現象の把握のため現地データの収集が必要で、

下記に示すデータについて計測を行っている。 

① 水位 
・ 潮汐の観測 
・ 局所的氾濫  
・ 水理構造物周辺の水位モニタリング 

手法：遠隔測定もしくはデータ自記収録 
② 流速測定 

・ 点流速計を用いた長期観測 
・ 長期観測のための河床に固定された ADCP による流速分布測定 
・ボートに設置した ADCP を用いた横断流速分布計測 
・ ボートに設置した点流速計を用いた短期観測 
・河床に固定された水深平均量計測用 ADCP を用いた長期観測 

③ 水の組成 
・ 塩分濃度 
・ 水温 
・ 染料試験 
・ 溶存酸素 
・pH 
・ 濁度 

④ 浮遊砂濃度 
・ 濃度分布計測プローブ(FISP P61) 
・ 実験室での分析のためのポンプによる採水 
・ 修正 Niskin チューブによる現地での沈降速度分析 
・ 実験室での分析のための Niskin サンプリング 

⑤ 河床土砂の性質 
・ グラブによるサンプリング 
・ 粒度分析 
・ コア採取 
・ 粘土フラクション 
・ 有機物含有量 
・ バルク密度 
・ 粘着性を有するサンプルのせん断強度 
・ 乱されない粘着性を有する河床サンプルの侵食速度係数 

⑥ 河床形態 
⑦ 気象 
⑧ 波のエネルギー 

 

観測には下図に示すような GPS を掲載した観測船にマルチビーム河床形状測定機

と ADCP を設置し、河床形状と流速分布について計測を行っている 

 

 

ADH Mesh ADH Mesh AdaptionAdaption 11 ADH Mesh ADH Mesh Adaption Adaption 22 ADH Mesh ADH Mesh AdaptionAdaption 33
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Hydrologic Engineering Center

HEC-RAS, River Analysis
HEC-RAS、河川解析

Version 1.0 Release 1995, Now V 3.1
Steady, unsteady flow, bridges, culverts, netSteady, unsteady flow, bridges, culverts, net--
work/quasiwork/quasi--2D, animation, pumps, dam & levee 2D, animation, pumps, dam & levee 
break, navigation locks & dams operation; sediment break, navigation locks & dams operation; sediment 
soon.soon.
定常、非定常、橋梁、カルバート、ネットワーク・準定常、非定常、橋梁、カルバート、ネットワーク・準22
次元、アニメーション、ポンプ、ダムと堤防の破壊、次元、アニメーション、ポンプ、ダムと堤防の破壊、
水運のための閘門とダムの運用、土砂（まもなく）水運のための閘門とダムの運用、土砂（まもなく）

GIS utility (GIS utility (GeoRASGeoRAS) for geometry, inundation ) for geometry, inundation 
mapping, velocity field, other parameters (e.g. mapping, velocity field, other parameters (e.g. ‘‘nn’’).).
地形（解析）、氾濫域マッピング、流速状況、その他地形（解析）、氾濫域マッピング、流速状況、その他

のパラメータ（マニング粗度など）の表示のためののパラメータ（マニング粗度など）の表示のための
GISGISユーティリティ（ユーティリティ（GeoRASGeoRAS）、）、

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 観測機器システム 

 

2 . 3  Ｅ Ｍ と Ｈ Ｅ Ｃ の ソ フ ト に つ い て  

2.3.1   H E C ソ フ ト に つ い て  

1968 年に初の“一般的”プログラムー：HEC-1（集水域水文プログラム）のソー

スコード、ユーザーマニュアル、例題を公表した。公表ソフトは無償配布で全ての

人にサポートを行っていた。全盛期には、90 プログラム、20 の“主たる”パッケ

ージソフトを公開していたが、現在は 20 のうちほとんどを引き継ぎ、6 つの現代的

“グループ”、約 20 のプログラム・ユーティリティに編集している。工兵隊として

はユーザ・アプリケーションマニュアルを無償配布し、工兵隊内部とベンダーへの

サポートを行っている。 

解析ソフトの公開にあたり、ソフトを開発しようとするスタッフがプロジェクト

チームを結成し、必要に応じ大学のアドバイス、外部のコンサルタンツ、ARDEC の

研究機関を用いてソフトの開発、公開を行っている。 

次世代のソフトはパブリックドメインとしてのソフトウェアの位置づけを維持

しつつ、実際的で検証された最新の水文工学、計画解析コンセプトとアルゴリズム

を特色とし、現代的ソフトウェア工学・アーキテクチャ、言語を使用して、ユーザ

ープラットフォームのターゲットとしている。グラフィカルユーザーインターフェ

イス、大量のディスプレイとグラフ、サポートの統合を特色とし、工学ソフトウェ

アとして発展させ、GIS とのリンクなど適切なユーティリティをサポートする予定

である。 

1)河 川 水 理 ： HEC- R AS  &  G E O R A S  

（ HEC - 2 の 後 継 ）  

以前から公開されている HEC-２の改良

版として公開されている。現在のバージョ

ンは 3.1.1 である。解析では、一元不等流・

不定流解析により河川水位を解析するモ

Acoustic Doppler Current Profiler (ADCP )Acoustic Doppler Current Profiler (ADCP )
　　超音波ドップラー流速プロファイラー超音波ドップラー流速プロファイラー

MultibeamMultibeam bottom acoustic profilerbottom acoustic profiler
多ビーム超音波河床プロファイラー多ビーム超音波河床プロファイラー
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Hydrologic Engineering Center

HEC-HMS, Surface Hydrology
HEC-HMS、表流水水文

Version 1.0 Release 1997, Now V 2.2.1
Event and continuous simulation, multiple routing/ runoff Event and continuous simulation, multiple routing/ runoff 
methods, raster methods, raster precipprecip.  & runoff, coefficient estimation, .  & runoff, coefficient estimation, 
powerful GUI. Snowmelt, dam break soon.powerful GUI. Snowmelt, dam break soon.
短期的（イベント）および長期的シミュレーション、多ルーテ短期的（イベント）および長期的シミュレーション、多ルーテ

ィン・流出手法、ラスター降雨・流出（情報）、係数の推定、ィン・流出手法、ラスター降雨・流出（情報）、係数の推定、
強力な強力なGUIGUI、、融雪、ダム決壊（まもなく）融雪、ダム決壊（まもなく）

GeoHMSGeoHMS GIS utility for watersheds/subGIS utility for watersheds/sub--watersheds, runoff watersheds, runoff 
parameters.parameters.
集水域・サブ集水域のための集水域・サブ集水域のためのGeoHMSGeoHMS GISGISユーティリティ、ユーティリティ、

流出係数流出係数

Hydrologic Engineering Center

HEC-FDA, Flood Damage Analysis
HEC-FDA、洪水被害解析

Version 1.0 Release 1997, Now V 1.2
Expected annual damage and benefits, structure Expected annual damage and benefits, structure 
inventory, reaches, H&H integration, risk inventory, reaches, H&H integration, risk 
analysis, project performance, comparisons.analysis, project performance, comparisons.
想定年被害及び便益、構造物インベントリー、想定年被害及び便益、構造物インベントリー、

河川リーチ、水理・水文の統合、リスク分析、プ河川リーチ、水理・水文の統合、リスク分析、プ
ロジェクトパフォーマンス、比較ロジェクトパフォーマンス、比較

Several components being integrated, GIS Several components being integrated, GIS 
support.support.
統合されたいくつかのコンポーネント、統合されたいくつかのコンポーネント、GISGISサポサポ

ートート

デルであり、下記の内容を解析可能である。 

 

• 橋梁、ボックスカルバート、ポンプ、堰・水門、閘門などの河川構造物をモ
デル 

• 河川の横断方向には任意区間の粗度、死水域、植生などを設置可能で準２次
元的な解析が可能 

• モデルはネットワーク状の水路網についても解析可能な汎用性を有している。 
• ダムや堤防の破壊による影響 
• 解析条件の設定、解析結果の水運のための閘門とダムの運用、土砂、地形（解

析）、氾濫域の設定、流速状況、その他のパラメータ（マニング粗度など）の
表示のための GIS ユーティリティとして GeoRAS が整備されている。 

 

2)  集 水 域 水 文 ： HEC- H M S ,  G e o H M S（ HEC - 1 の 後 継 ）  

以前公開されていた HEC－１の改良

版として公開されている。解析では、

降雨からの流出量について計算するモ

デルで、洪水の短期的流出および長期

的流出について多く区の解析手法を有

している。GUI 環境が整備されている

ため係数の推定・同定などが容易に行

える機能を有している。 

集水域・サブ集水域のための GeoHMS が整備されており、強力な GIS ユーティリ

ティにより流域情報に基づいた流出係数の設定などが容易である。 

 

3)  洪 水 被 害 解 析：HEC- F D A と ユ ー テ ィ リ テ ィ（ HEC- E A D , P B A な ど の 後 継 ） 

HEC-EAD、PBA のソフトを統合化し改

良を行ったモデルで、想定年被害及び便

益やリスク分析、プロジェクト対する対

費用効果について構造物の設置、河道改

修等の影響について、水理・水文解析結

果を統合し、総合的に比較・評価が可能

なモデル。GIS ユーティリティがサポー

トされており、流域データ、氾濫源デー

タなどの連携が可能。 

 

4)  貯 水 池 解 析 ： HEC- R e s S i m（ HEC - 5 の 後 継 ）  

以前公開された HEC－５の改良版。貯水池、ダムのルールに基づいた多目的シス

テムのシミュレーションが可能で、地域的水力発電も含んで、ネットワークを構成

する貯水池群などに対する総合的な運用、管理を効率的にシミュレート出来るモデ
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Hydrologic Engineering Center

HEC-ResSim, Reservoir Analysis
HEC=ResSim、貯水池解析

Version 1.0 Release Early 2003
RuleRule--based multibased multi--purpose system simulation, purpose system simulation, 
local hydropower, multiple outlets, network local hydropower, multiple outlets, network 
structure; integral to CWMS.  Next:  system structure; integral to CWMS.  Next:  system 
power, more routing methods, yield.power, more routing methods, yield.
ルールに基づいた多目的システムのシミュレールールに基づいた多目的システムのシミュレー

ション、地域的水力発電、複数の流出部、ネットション、地域的水力発電、複数の流出部、ネット
ワーク構造；ワーク構造；CWMSCWMSへの統合。次代：システムへの統合。次代：システム

パワー、さらなるルーチン手法、生産。パワー、さらなるルーチン手法、生産。

Newest HEC model:  latest GUI, code, graphics,Newest HEC model:  latest GUI, code, graphics,
etc. Optimization models also. etc. Optimization models also. 
最新の最新のHECHECモデル：最新のモデル：最新のGUIGUI、、コード、グラフコード、グラフ

ィックスなど、最適化モデルも。ィックスなど、最適化モデルも。

ル。貯水池運用により新たな水資源の開発も可能。最新の HEC モデルに用いられれ

ている最新の GUI を用いている。 

 

また、以上のＨＥＣソフトなどのシステ

ムの統合化を図り下記のようなシステムへ

の拡張を予定している。 

• 実時間水管理：Corps Water  

• 管理システム(CWMS)、WCDS の後継 

• 時系列管理(グリッドデータ含む)、
HEC-DSSVue、HEC-DSS の後継 

• 河川回廊・環境修復：河川生態系機
能モデル(EFM)→新規 

流れのレジームの変化を評価するツールモデルで、貯水池規制の変化、

分水路、堤防の撤去・後退、水路形状の変更などが陸域及び水域のハビタ

ートへどのようなインパクトを与えるかについて解析するモデル。生物学

者、地形学者などとの共同で影響を把握することが可能である。 

 

2 . 3 . 2  H E C に お け る 研 修  

工兵隊ＨＥＣではエンジニア向けに各種の講習を開催しており下記のコースが

用意されている。申し込みにより各コースが開催されるようで 2004 年には 10 のコ

ースの研修が計画されている。この講習は工兵隊による定員に余裕がある場合、外

部からの参加も可能である。下記の URL にて公表している。 

http://www.hec.usace.army.mil/training/training.html 

表 2-2 2004 年度 HEC 講習スケジュール 

Number Course Title Tuition ($) Date 

67 Advanced Steady Flow with HEC-RAS 2060 Oct 20-24, 03 
152 Water Data Management with HEC-DSSVue 2060 Nov 3-7, 03 

178 Basic HEC-HMS 1930 Jan 12-16, 04 
209 Risk Analysis for Flood Damage 

Reduction Projects 
2040 Feb 9-13, 04 

188 Unsteady Flow Analysis with HEC-RAS 1870 Mar 8-12, 04 
219 Hydrologic Engineering Applications 

for GIS 
1800 Mar 29-Apr 2, 04

161 Hydrologic Analysis for Ecosystem 
Restoration 

1980 Apr 19-23, 04 

369 Advanced HEC-HMS 1800 May 17-21, 04 
155 Real Time Water Management Modeling 

with CWMS 
1890 Jun 14-18, 04 

164 Water and the Watershed  1930 Sep 13-17, 04 
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3.訪 問 研 究 機 関 に つ い て  

3.1  陸 軍 工 兵 隊 Headqu a r t e r s  

 

写真 3-1 陸軍工兵隊 HQ におけるミーティング（工兵隊ＨＱ会議室にて） 

 

3 . 1 . 1  工 兵 隊 の 組 織  

 陸軍工兵隊の組織は図－１に示すようにワシントンの工兵隊本部下に４との

研究機関と８つの Division と 41 の District から構成されている。Division、

District の分割は集水域、流域を単位として分割されており、州境界や郡境界とは

異なる地域で分割されている。工兵隊の職員は現在 25,000 人、今後 10 年間で 18,000

人に削減する計画とのことである。河川、海岸関係の研究機関としては技術研究開

発センター（ＡＲＤＥＣ）と水資源研究所（ＩＷＲ）があり、今回訪問した研究所

は 下記の   の５カ所である。 
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図－１ 米国における工兵隊の組織体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 工兵隊の各管区図 

水 路 工 学 実 験 所 (WES) ： ミ シ シ ッ ピ 州

ニューハンプシャー州 Hanover  

イリノイ州 Champaign  

ヴァージニア州 Alexandria  

工兵隊本部
(Headquarters)

水文工学センタ

ー 
Hydrologic

Navigation&Water

Resources 

Applications 

Planni

Decision 

Methodologies 

Di i i

Progra

Navigation Date 

Center 

沿岸および水理研究所 
Coastal and Hydraulics 

環境研究所 
Environmental Laboratory 

地学工学および構造物研究

所

情報技術研究所 
Information Technology 

寒冷地工学研究所 
Cold Regions Research and 

engineering 

建築工学研究所 
Constrution Engineering 

Research 

水資源研究所
（ Institute For 

Water Resouce:IWR）

地形工学センター 
Topographic engineering 

Center 

技術研究開発センター 
(Engineer Research and 

Development Center.ERDC) 
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（Division 

Europe District:CETAC 

Transatlantic Programs 
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U.S.Army Engineering 

and Support 
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(Center) 
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(Finance 

水資源支援センター
(Water Resources Support

Center.CEWRC) 
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ハンフリー工学センター
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(Center for Public 
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工兵隊の活動の範囲工兵隊の活動の範囲
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3 . 1 . 2  工 兵 隊 の 役 割  

 工兵隊は米国陸軍に属している機関であり、その役割については平和時と戦争

時により図－３のように異なる。戦争時、災害時などは有事に対する対応などの役

割を担うが、平時においては日本の国土交通省が行う河川管理、洪水防御などが工

兵隊の役割である。 

 工兵隊の主な役割は下記の４つである。 

① 299 の港湾施設の開発と管理 

② 自然環境の保護と修復 

③ ミシシッピ川の閘門、ダムの建設管理 

④ 洪水防御と水源地管理 

洪水防御については、連邦政府の管轄になっておりダムや水源地などで州政府、

地方行政府の所有のものであっても洪水防御の機能が入っていると工兵隊が管理

を行うことになっている。 

土地利用政策に関しては連邦政府は全く関与せず、地方行政府が行っており、時

には州政府が関与する場合もある。河川の洪水防御、舟運は工兵隊の役割であるが、

水質保全や河川の動植物の保護については工兵隊も一部役割を行っているが、ＥＰ

Ａ（環境省）が主として行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 工兵隊の役割 
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図－４ 工兵隊管理のダム              図－５ 工兵隊管理の水力発電所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 工兵隊管理の舟運用堰、閘門    図－７工兵隊管理の河川、水路、運河 
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3 . 2  I W R 訪 問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-2 IWR 会議状況 

 

3 . 2 . 1  Ｉ Ｗ Ｒ の 組 織 ・ 役 割 な ど に つ い て  

 

図－４ IWR の組織図 

 

 IWR は水資源研究所という名称となっているが、日本で用いられる水資源とは

異なり、水に絡んで便益被害を受けること全てを対象として取り扱っており、総合

的な立場での流域管理を対象としている。IWR が管理運営などのサポートを行って

いる事業は下記に示す工兵隊が実施する事業である。IWR には３カ所の研究所があ

る。 

Paul F. Scodari 

David A. Moser

Robert A. Pietowsky

水資源研究所（Institute for Water Resources）

HE DM P&P PA NWR ND

IWR:  水資源研究所（Institute for Water Resources） 
HEC:  水文工学センター（Hydrologic Engineering Center） 
DM:  意志決定手法課（Decision Methodologies Division） 
P&PA:  計画・政策研究課（Planning and Policy Studies Division） 
PA: プログラム分析課（ Program Analysis Division）  
NWR: 舟運・水資源応用課（ Navigation and Water Resources Ap. 
Division） 
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・アレキサンドリアでは経済性、投資効果などについての評価などを主。 

・カリフォルニアのデイビスでは水理学的エンジニアを主としてサポート。（Ｈ

ＥＣ） 

・ニューオリンズでは情報提供モニタリング。 

 工兵隊が実施する事業などについて、事前に水資源量や河川変化などを予測し、

事業の妥当性を評価する手法、そのような設計・計画を行う水理学的手法やそのツ

ール、また事業について情報広報の手法、ツールなどを開発し、様々なニーズに応

えられるように総合的にプロジェクトをサポートすることが IWR の役割である。  

•  17,700km の河川・水路、13,676km に及ぶ堤防の管理 

•  276 の閘門の管理、運用 

•  国内の 1/4 の水力発電の管理 

•  383 の主要湖沼の管理（訪問者 376 万人/年） 

•  643km に及ぶ海岸防御 

•  300 の深い水深の岸壁の港湾と 627 の浅い岸壁の港湾の管理 

•  4340 カ所のリクレーション地区の管理 

•  自然環境の監視、管理 

•  災害時の緊急対応 

 

3 . 2 . 2   技 術 内 容 の 紹 介  

 IWR の訪問では主に、事業評価について手法について現状の説明を受けた。 

1) 海 岸 保 全 研 究  

 海岸保全研究委員会に対し合衆国の海岸の状況（大西洋、太平洋、５大湖、

メキシコ湾）について、連邦政府、州政府、地方行政府が海岸の侵食、堆積に対す

る修復・保全についてどのような事業を行ったか、今後どのような事業を行おうと

しているかのデータを収集し、それを分析して、連邦政府、州政府、地方行政府、

等が今後どのような施策を行うことが効果的であるかについて検討を行っている。

この検討は 2007 年度までに３段階で実施され、各段階毎に中間報告の提出が求め

られている。 

 2004 年度までに各地域での研究チームのために海岸侵食、堆砂の分析ツールの

開発などが示されている。 

 この研究のため RSM（Regional Sediment Management）についてシステム的な

アプローチを行っている。このシステムは工兵隊で開発している土砂移動のプログ

ラムや環境影響のプログラムなどを用い、海岸、河川、環境、都市計画などの様々

な技術者が、連邦政府、州政府、地方行政府、各機関、組織が共同で海岸保全とい

う観点で事業を行っていくシステムである。 
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2 )  環 境 保 全 に 関 す る 経 済 効 果 と 付 加 的 経 済 分 析  

 従来の事業は費用対便益という観点で評価を行ってきた。その評価においては

全てを金額で評価する手法がとられている。しかし、環境保全に関する成果につい

ては金額での評価の他に環境面的、生態学的な効果に対する評価指標が必要ではな

いかと考えている。 

 費用効果を見るときに、対策により生み出される生育場の単位をと金額を対象

として評価する手法を用いている。各種の案に対する生育場の再生数を算定し、そ

の案の費用と生育数を評価することで対費用効果を算定し、妥当な案を選定する。 

 

 この様なケースにおいては環境的成果がＣとＤでは大きく変わらず、コストが 2.5 倍も

変わることからＣ案が効果的と考えられる。 
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3 . 3  E R D C 訪 問  

 

写真－４ ERDC におけるミーティング 

 

3 . 3 . 1  E R D C の 組 織 ・ 役 割 に つ い て  

 工兵隊研究開発センター（ERDC）には４つの研究所があり、総員約 2000 人が

おり、内 1500 人がエンジニアであり、500 人がサポートスタッフ。2000 人の内 1200

人は Vicksburg の WES（Water Experimental Station）の職員。 

 ERDC は陸軍のみならず軍全体、空軍、海軍の研究も行っている。予算的には軍

事関係（MW）が 70%で、土木関係（CW）が 30%程度。2003 年度の全体予算が６億 2000

万$なので、全体は 682 億円、CW 関係は約 205 億円程度） 

工兵隊は各 Division とその中の District 単位で仕事を行っている。各 Division

の管轄はＨＱへの報告などを行うが、ERDC は研究開発の部署であり、Division に

属しておらず直接 HQ から指示・報告を行う。 
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Research Lab
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Topographic Engineering 
Center

U.S Army Engineer Research and 
Development Center (USAERDC)
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Cold Regions Research and
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Coastal & Hydraulics Lab
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組織としては各研究室に分かれており、Vicksburg には４つの研究室がある。リ

サーチについては地球全体、宇宙も対象となっており、月探検車の車輪の研究、火

星の地下水解析なども行っている。 

 

3 . 3 . 2   海 岸 、 河 川 水 理 学 研 究 室 の 取 り 組 み  

 CHL（Coastal＆Hydraulic Lab）には 240 人の職員がいる。5 年前に海岸部門と

水理部門が合体した研究所で、現地観測、大型水理模型実験、数値解析などを用い

て調査、設計、計画等をサポートしている。対象とするのは複雑な流れを伴う場合

や環境への影響などを正確に評価することが求められる場合などＥＭのみでは解

決出来ない個々のプロジェクトに関する研究や新たな技術の開発、ＥＭについての

技術基準など照査などの研究・開発を行っている。 

 CHL で行っている主な研究テーマは以下のとおりである。 

• 模型実験及び数値解析による現象解析 

• 現地観測地点でのデータ収集、管理、分析 

• 水理解析モデルの開発 

• 土砂輸送（海岸、入り江、汽水域、河川） 

• 侵食と浅瀬のパターン 

• 構造物の形態（インパクト、機能発揮） 

• 水運（港湾、入港、停泊、船舶） 

• 構造物設計、改修、強化 

• 浚渫と浚渫物の管理 

• 技術手引き（ＥＭと工兵隊事務所への支援 

また、CHL では個々の開発した解析モデルを統合し下記の５つのモデルに集約し、

システム化を図っている。システム化については HEC（ Hyraulic Engineering 

Center）が行っているが、CHL では各モデルに用いる解析手法などの照査、研究を

行っている。 

現在 CHL が開発しているソフトは下記の５つのシステムがある。 

• 表面流モデリングシステム：Surface water Modeling System (SMS) 

• 流域管理モデリングシステム：Watershed Modeling System (WMS) 

• 地下水モデリングシステム：Groundwater Modeling System (GMS) 

• 土地管理システム：Land Management System (LMS) 

• 海洋モデル：Coastal Models（waves, currents, water levels、 sediment 

transport、 geologic evolution） 
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3 . 3 . 3  W M S モ デ ル に つ い て  

流域管理モデリングシステム：Watershed Modeling System (WMS)は集水域モデ

リングのための包括的システムであり、グラフィカルユーザーインターフェース

(GUI)を有し、可視化ならびにデータ操作性を重視したシステムとなっている。 

このモデルでは、複数の数値モデルをサポートしており、それらを結合すること

でシステムを構成している。WMS モデルでは集水域を各要素に分割し、各要素につ

いて経験則に基づく集中定数モデルや物理則に基づく分布型定数モデルに対しパ

ラメータをあてはめることが可能。この要素レベルでの過程についてモデル化する

ことにより、入力に対する各要素の応答を総合して集水域全体の応答を得ることが

可能なモデル構成となっている。このことにより、複数のデータベースを統合し、

モデル定数を自動的に同定することが可能である。データ入力、結果の評価につい

ては ArcObject を通して GIS との統合が図られている。モデルは表面流と地下水シ

ステムも接続可能であり、地下水への影響についても解析可能である。 

WMS モデルは使用が容易であり、公開されていることから、米国での工兵隊での

事業の他中南米、南米などで多く用いられている。 

• 利点 ： 物理過程がモデル化されるており、空間的非均一性が取り込める。

また、キャリブレーションが少なくてよい、外挿が可能 

• 欠点 ： 最小限のキャリブレーション用のデータを必要とする、計算に関

わる不利益 

この WMS は下記のような地域、状況について適用可能である。 

•  最小限のキャリブレーションデータしかない集水域 

•  土地利用変化、気候の変化などの変化等を考慮する必要がある場合。 

•  プロジェクトの代替案について流域の影響を把握する必要がある場合。 

•  既存データが少なくキャリブレーションの時に条件として外挿せざるを

えない条件を含むとき。 

•  本質的に分布型過程のものに対する検討。内容的には土砂侵食と堆積、ノ

ンポイントソースの汚濁物、表面流と地下水流の相互作用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Engineer Research and Development Center

US Army Corps
of Engineers

Distributed Model GSSHA  分布型モデル　GSSHA
Two-Dimensional, Physically Based, Hydrologic Model

2次元の物理則をベースとした水文モデル

2-D Overland Flow
2次元表面流

1-D Channel Routing
1次元河道流れ

Structured Grid with
Spatially Distributed 
Parameters
分布定数の構造格子

Finite difference
有限差分法
Finite volume
有限体積法
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3 . 4  Ｈ Ｅ Ｃ 訪 問  

 

 

3 . 4 . 1  H E C の 組 織 ・ 役 割 に つ い て  

 ＨＥＣはＩＷＲの中の研究機関であり、専門職として約３５人（総員で４２名）

で構成されている。メンバーの構成は下記に示すように４人の博士と２５人が修士

課程を卒業した研究者がおり、大学の修士課程の学生と連携して作業を行っている。

また客員研究員を海外から招いて研究に従事している 

常勤者 42 名： パーマネント 35 名、その他 7 名 

・技術者ー博士 3 名、修士 17 名（内 3 名が博士課程（UCD）） 

・コンピュータ技術者 4 名 

・事務補助・トレーニング・聖職者 4 名 

・大学院生インターン 3 名 

・エンジニア・コンピュータ科学学生 4 名 

・その他の学生 3 名 

・客員研究員１名(Gazdi University, Turkey) 

 

 ＨＥＣの組織は下図の様に３つの組織により構成されている。 

• 水管理システム：リアルタイムでの水関連施設の運用に関してサポートを行

う部門。HEC のプログラムなどを開発している。 

• 水資源システム：ＨＥＣのコア技術を用いて計画、研究、工兵隊職員への訓

練などを行っている。 

• 水文、水理技術研究：河川水理、地表水・地下水学、侵食・土砂移動などつ

いて研究を行っている。 
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3 . 4 . 2   H E C ソ フ ト に つ い て  

HEC ソフトウエアーについては新しいコンピューターサイエンス、新しいアルゴ

リズムを用いて過去のソフトウエアーの再整備を図り、下記の実務型パッケージソ

フトとして統合化している。 

•  河川水理：HEC-RAS & GEORAS（HEC-2 の後継） 

•  集水域水文：HEC-HMS, GeoHMS（HEC-1 の後継） 

•  洪水被害解析：HEC-FDA とユーティリティ（HEC-EAD,PBA などの後継） 

•  貯水池解析：HEC-ResSim（HEC-5 の後継） 

 

また、次世代型ソフトとして下記のような水管理運用システム、データ管理シス

テムを開発している。 

• リアルタイム管理モデル：CorpsWater  

• 工兵隊水管理システム：CWMS、WCDS の後継 

• 時系列データ管理システム：HEC-DSSVue、HEC-DSS の後継 

• 河川・環境修復：河川生態系機能モデル(EFM) 

 

意志決定支援モデルは流出解析から河道水位計算、氾濫計算などを一連で行い、

そのデータを GIS 上で表現することでリアルタイムで意志決定をする事が可能なモ

デルとして開発を行っている。 

 

 

 

 

HEC IT管理・ウェブ 

実時間データ 

CWMSシステム 

水理・水文予測  

貯水池規定  

ソフトウェア技術者  

トレーニング管理  

貯水池システム 

システム最適化  

洪水被害解析  

リスク解析  

環境・集水域観測所  

研究管理  

表流水及び地下水水理

河川水理  

侵食、土砂輸送  

水文統計  

干ばつ、低水  

水管理システム 水資源システム 水理・水文技術

(Chief: Dan Barcellos) (Chief: Arlen Feldman)(Chief: Chris Dunn)

HECの部門と責任分野
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Hydrologic Engineering Center

CWMS, Water Management
CWMS、水管理

Version 1.0  - Now Deployed
Corps corporate AIS for water control management.  Corps corporate AIS for water control management.  
RealReal--time 24/7 dedicated system.  Networktime 24/7 dedicated system.  Network--based based 
clientclient--server system.  Suite of decisionserver system.  Suite of decision--support models.support models.
工兵隊は水管理のために工兵隊は水管理のためにAISAISと協調する。と協調する。

System development System development ’’97 97 –– ’’01, deployment 01, deployment ’’01 01 –– 0202’’..
システム開発システム開発’’9797--’’0101、展開、展開’’0101--‘‘0202

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、近年においては生態系機能プログラムについて生態系への影響を解析する

河川生態系機能モデルが開発されている。このプログラムは有限要素法を用いて下

記のような現象を解析可能とするモデルである。このモデルは水理・水文データが

生物学的なレスポンスの予測に役立つ事を前提として開発されている。開発にあた

っては生物学者などは参加していないが、ソフトウェアを使用し、結果を評価する

場で生物学者、地理学者、水理学者、河川エンジニアなどが討議し、モデルの改良

などを行っている。 

• 流れのレジームの変化を評価するツール 

• 貯水池運用の変化、分水路・堤防の撤去、水路形状の変更が及ぼす影響 

• 陸域及び水域のハビタットへのインパクトの影響 

• 方向や規模を変えるような生物学的インパクト 

• 他の専門家チームが活用可能なモデル：生物学者、地形学者、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のモデルは水域及び陸域のハビタットの変化に対する河川及び周辺氾濫原

での生態系の影響解析に適用を目的として開発されたモデルであり、モデルの開発

Hydrologic Engineering Center

CWMS Decision-support Modeling
CWMS　意思決定支援モデリング

Model Working Files

ArcInfo/
ArcView

GISFIARASResSimHMS

MFP HFP

Runoff 
Forecasting via 
grid/ spatial 
modeling

分布型モデルによる
流出予測

Rule-based 
reservoir system 
simulation

ルールに基づいた貯
水池システムシミュレ
ーション

Unsteady flow 
river hydraulic 
routing

非定常流れの河川
ルーチン

Flow-impact analysis 
of flood damage and 
response.

洪水被害と対応への流れ
のインパクトの解析

Inundation 
mapping and 
GIS viewing

氾濫域マッピングと
ＧＩＳによる可視化

 産卵ハビタット  ハコヤナギの侵入  
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においては、地域・地形の的確な表現、境界条件などの自由度、生態系レスポンス

に関わる物理ー生物関係についての表現ができるように開発され、GIS を用いて条

件の設定、結果の表示が行えるようになっている。このようなモデルを用いる事で、

代替案などにより生息適地が増えるかどうかについての判断の支援を行っている。 
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【訪問先 ： HEADQUARTERS (US ARMY CORPS OF ENGINEERS )】 
訪問日 ： 2003 年 11 月 12 日 10 時～12 時 
面接者 ： Mr.Charles Chesnutt（Coastal Engineer）  

Mr.David Wingerd (Senior Hydraulic Engineer) 

Mr.Jenkin Washington（Asia /Pacific Desk Officer） 

 

 
 
Chesnutt :今日は訪れていただきまして、ほんとうに喜びに思っております。私の名前は

Mr.Charles Chesnutt と申しまして、陸軍工兵隊のこの Headquartera の Engineer 
Division で仕事をしております。私の専門分野は、Coastal Engineer でありますけれ

ども、汽水域の分野も入ります。さてこちらが、David Wingerd さんで、彼は、河川関

係のエンジニアのチームリーダーとして活躍をなされています。汽水域に関連しては

河川も関係しますので、今回はこのミーティングに同席、２人ですることにいたしま

した。 
  あちらにいらっしゃいます Jenkin Washington さんは国際部の方でありまして、この

ようなミーティングをアレンジなさる方ですけれども、国際の中でも特にアジア太

平洋エリアが担当であります。 
山本:  それでは、こちらの自己紹介です。 
  今日はほんとうに貴重な時間を割いていただきましてありがとうございました。

私は山本雅史と申します。私、もともと国土交通省の役人を 30 年間やっておりまし

て、主に河川関係、河川とかダムの仕事をしておりました。大学は土木工学科を出

ておりますけれども、国の仕事ですからそんなに細かいエンジニアリングの仕事を

してきたわけではありません。この４月に退職して、河川環境管理財団に入りまし

Charles Chesnutt 
Jenkin Washington

David Wingerd 早水冨貴子（通訳） 
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た。 
岸田:  岸田弘之でございます。私は山本理事と同じ河川環境管理財団の研究第２部長で、

主に水環境、水質ですとか、今回の話題になっています汽水域の担当させていただ

いております。 
  私はもともとは国土交通省の河川局、国土交通省の役人でして、昨年からこの財

団に出向しております。私の仕事自体は河川局で仕事をしていまして、その中でも

海岸、港湾関係の仕事が長いです。あと、河川とかダム等に関する環境関連の仕事

もいろいろやっています。 
浜口:  浜口憲一郎です。パシフィックコンサルタンツ株式会社の社員で、10 月から流域

計画部という部門の部門長をしておりますが、それまで筑波にある水理実験所で 15
年ほど水理関係の実験・解析解析を担当してきました。水理関係のエンジニアで、

今回財団の方が来られのに同行させていただいているというところです。 
Chesnutt : その水理試験所というのは公的機関ですか、私的機関ですか。 
浜口:  パシフィックコンサルタンツの実験所です。 
Chesnutt : 土木研究所（ＰＷＲＩ）との関係は。 
浜口:  国土交通省が有する大規模な実験所が筑波にあり、常時交流しながら業務を進め

ています。 
Chesnutt : 皆さんからのエンジニアリングマニュアル、EM に対する質問がありましたの

で、その辺のところから始めたいと思います。 
岸田: ＥＭに入る前に、少し工兵隊の川に対するコントロールの管理の仕組みといいます

か、分野というか、特に州政府との関係だとか、河川管理に対する工兵隊の役割、

についてお聞きしたいと思います。 
Chesnutt : 私、パワーポイントの用意がありますので、その間工兵隊の概要を説明して、

その後、もうちょっと詳しい役割分担なんかのことをお話しします。 
Chesnutt : 彼が用意している間に、かいつまんでお話しいたしますけれども、アメリカ合

衆国におきましては河川の管理あるいは海岸、汽水域に関しましてはたくさんのエー

ジェンシーが関与しておりまして、そのエージェンシーの組織のレベルでもいろいろ

管理、これをする、あれをするということが決まっております。 
  まず、土地利用に関しましては、連邦政府は何も関与いたしません。土地利用に

関してはすべて地方政府が行うことになっておりますし、時には州政府のレベルで

関与することもあります。 
  河川管理などに関しましては、限定された特定のミッションでは工兵隊が中心に

なってやります。それらは舟運ともう１つは洪水防御です。 
  河川関係でも、水質などになりますと、これは EPA の役割です。実は EPA の一

番大事な役割というのは水質を保全するということであります。 
  そのほか、資源、リソース関連の政府エージェンシーもありまして、動植物のい
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ろいろな種類、これを守る、あれを守るというようなことは EPA なんかも関与して

います。 
岸田:  土地利用に関する地方政府といった場合には、市とか、郡、どのようなレベルな

のでしょうか？ 
Chesnutt : 市と郡です。 
岸田:  洪水管理は工兵隊で行うということですが、例えば全国すべての堤防の築造は全

て工兵隊の仕事なんでしょうか。それとも、小さい川だと、市とか郡の政府がやる

とか、そういう区分はあるのでしょうか。 
Wingerd :  洪水防御は、アメリカでは連邦政府の管轄になっています。ダムや水源地など

で州や地方政府所有のものであっても、施設の機能の中に洪水防御の機能が入ってい

る場合は、洪水防御は我々連邦政府である工兵隊がやります。アメリカにおける洪水

コントロールは連邦政府の我々の役目。 
Chesnutt : 幾つかの質問の答えがこのプレゼンの中に出ていると思いますので、見ていき

ましょう。 

         

The U.S. Army Corps of 
Engineers

The U.S. Army Corps of 
Engineers

Guest from JapanGuest from Japan
12 Nov 200312 Nov 2003

Corps Projects Corps Projects 
DavidDavid WingerdWingerd, PE, PE

Water Resources BranchWater Resources Branch
Engineering & Construction Div.Engineering & Construction Div.

HQ, U.S. Army Corps of EngineersHQ, U.S. Army Corps of Engineers

 
 
Chesnutt : お話しするのは、この 4 つの項目です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

US Army CorpsUS Army Corps
of Engineersof Engineers

One Corps Serving The Army and the Nation

TopicsTopics

• Background
• Civil Works Projects
• The Use of Data
• Telemetry
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 いろいろ皆さん、質問なさるんですけれども、我々は陸軍工兵隊でありますので、

「陸軍工兵隊は軍なの？軍じゃないの？」というような質問です。 

この表で示しておりますのは、平和な時代は、我々は土木工学関係の下のほうに示

してる水資源関係、環境関係、インフラストラクチャー関係の仕事を行っています。

ところが、今度、右のほうに示すように戦争の際、その中には少し緊急事態も入る

わけですけれども、そのようなときは軍の一部としてこのような仕事をします。（こ

れは最後にプリントアウトして差し上げます。） 

 200 年にわたる国民へのサービスというタイトルですけれども、大きく４つのサー

ビスがあります。まず、299 の商業・港湾施設の管理、それからフロリダのエバーグ

レイツの自然環境管理、これには他のエージェンシーも関与しています。 
 それと堰、ダムの管理、そして、右に示す大きな水源地の管理です。 

US Army CorpsUS Army Corps
of Engineersof Engineers

One Corps Serving The Army and the Nation

Military ProgramsMilitary Programs Civil WorksCivil Works

Two Roles forTwo Roles for
US Army Corps of EngineersUS Army Corps of Engineers
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  洪水などの緊急事態の場合には被害の軽減のための仕事をします。 
  右の上の写真は海岸区域の写真で、左の写真は洪水状況の写真です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  一番最初の表で示しましたけれども、平和なときの仕事はシビルワークと呼んで

いますので CW と書いております。戦時のほうは軍事ミッションということになり

ます。ここに示すのはシビルワークのほうのミッションです。 
  我々は CW で仕事をしておりまして、我々の仕事の 1 つは水資源関係のプロジェ

クトを計画、設計し、建設する、それも効果的にやることが仕事です。 
  そのようなプロジェクトができると、議会のほうからこのような目的でやってほ

しいということを指示され、権限も与えられて運営を行います。 
 
 
 
 
 

Emergency Flood & Coastal Emergency Flood & Coastal 
Storm Damage ReductionStorm Damage Reduction

Riverine
Coastal
Urban

US Army CorpsUS Army Corps
of Engineersof Engineers

One Corps Serving The Army and the Nation

•• Effectively Plan, Design and Effectively Plan, Design and 

Construct Water Resource Construct Water Resource 

ProjectsProjects

•• Operate These Projects for Operate These Projects for 

Purposes Authorized by Purposes Authorized by 

CongressCongress

CW MissionCW Mission

66
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  アメリカには約 7 万 5000 のダムがあります。連邦政府の所有しているものではわ

ずかしかありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  しかし、先ほどの表と比べ分かりますが、逆に、洪水防御に関してはほとんどが

工兵隊がコントロールしています。 
岸田:  これは 7万 5000のダムの貯水量での分類または、ダムの数での分類ですか。また、

7 万 5000 のダムの内 700 のダムが洪水防御を行うということでしょうか？ 
Chesnutt :まず 1 つは、議会のほうでこのプロジェクトが何であるかということ、これはオ

ーソライゼーションは議会のほうから出されるわけですが、次のスライドでもう少し

詳しく話しますが、これはプロジェクトがいつ完成したかを物語る表であります。 
 

US Army CorpsUS Army Corps
of Engineersof Engineers

One Corps Serving The Army and the Nation

Dams in the USA Dams in the USA -- 75,00075,000

Corps Controlled Non-Corps w/F.C. Non-Corps w/o F.C.

77

US Army CorpsUS Army Corps
of Engineersof Engineers

One Corps Serving The Army and the Nation

Flood Control Flood Control 
Storage in the USAStorage in the USA

Not Corps Controlled
Corps owned
Corps Controlled

88

Flood Control Projects  with Flood Control Projects  with 
Operating Gates Operating Gates -- 700700
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  これらのプロジェクトの半分までが1960年から1979年の間につくられています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクトの違った目的というのが左のほうで表されておりますが、これで見

てわかりますが、すべてのプロジェクトが洪水防御専用のものというわけではない

ということです。洪水防御、舟運、水力発電、農業用の灌漑用水、それから、飲み

水の給水、魚とワイルドライフ、水質、レクリエーションに関する目的で行われて

います。トータルで約 600 のプロジェクトです。 
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  これは工兵隊がコントロールする洪水防御の機能を持ったダムがアメリカのどこ

にあるかというのを示しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑫これは水力発電所の分布です。 

⑬これは舟運関係で、閘門とダムですけどダムは舟運関係です。 
  ⑭これは内陸の水路、種運用水路、運河的なものの分布です。 
 
 

US Army CorpsUS Army Corps
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  ⑮これは洪水における被害の可能性というようなことですけれども、黄色い部分

は自分たちが洪水被害を防御できた部分、下の緑の部分は防御出来ずに被害が発生

した部分です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  物質的、物理的な被害をこうむっただけでなく、人命の被害も出ているわけです

が、それがだんだん少なくなっていくという傾向も見ていただけると思います。 
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  これは洪水防御の効果について積算的に表現したもので、赤い線が積算の出費で

す。どれだけのお金をかけたかということと、あれだけのお金をかけたところがブ

ルーで、これだけの利点、恩典、効果があったということを示しています。 
岸田: こういうのはどのぐらいメリットがあったかということについては、国民にはいつ

も広報しているんですか。 
Chesnutt : あまりしていません。1983 年に議会がこのようなものを情報として提供してほ

しいと頼まれましたので、それ以来、毎年このようなものを議会に提出しております

し、このようなデータはインターネットで取り出せます。 
  一番最後の 4 つ目のトピックにテレメトリーがありましたけれども、それについ

て皆さん関心がありますか。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Chesnutt : これは典型的なプロジェクトです。ダムがあって、小さな川があって、それが

また大きな川に合流しています。 
  このようなプロジェクトを上手に管理するためには、常に情報を入手しなくては

いけません。 
⑲ 測量所は典型的には図に示すような地点に設置すると思います。雨量、積雪、

川の状態の測量です。 
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   これは設置されている測量所の数です。トータルで約 9000 カ所あります。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(21)このような測量のデータですけれども、すべてのデータというのはリアルタイム

のデータであるということが非常に大切ですけれども、我々のリアルタイムデータ

の定義は、何かが起こる前にそのデータをもらうことによって、何かが起こるもの

の影響、アウトカムというものを変えることができるだけの十分な時間を持ってデ

ータを受けるというふうに我々は定義しています。 
岸田:  例えばゲートの洪水防御がができるとかということですか？ 
Chesnutt : そのとおりです。タイミングというのはほんとうに大切です。 
岸田:  現在、リアルタイム予測というのはやられているんですか？ 
Chesnutt : 行っています。各現場からの情報をいただいて、それをコンピューターのモデ

ルを用いて行っています。 

US Army CorpsUS Army Corps
of Engineersof Engineers

One Corps Serving The Army and the Nation

Data received inData received in

adequate time before anadequate time before an

even, to be used to altereven, to be used to alter

the outcome of the event.the outcome of the event.

Definition:  RealDefinition:  Real--Time DataTime Data

2121
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(22)問題はオフィスのほうにその現場のデータを持ってこないといけないことです。 
(23) これは 1 つのやり方ですが、実際に現場で人間が計測をします。 
(24) そして、ユーザーの方に電話するか何かで伝えるわけですけれども、もう 1

つは電話線を使うということです。しかし、木が倒れて電線に被害を与えるこ

とも洪水、台風時には起こりますのでそれが問題です。 
岸田 : テレメーターの管理というのは陸軍工兵隊直営でやっていらっしゃるんですか。

それともどこかに委託して。 
Chesnutt : 時には外部へ委託契約でやりますし、時には USGS（連邦政府の 1 つのエージ

ェンシー、連邦地質調査事務所）が行います。一部については我々もやります。 
 (25)これは別の方法です。無線、あるいはマイクロウエーブを用いた方法です。山頂

部に中継器を持っていなくてはいけません。これの問題は、稲妻が妨害を与えると

いうことです。それから、電送のときに霧が害を与えたりします。 
  (26)もう 1 つのやり方は隕石バースト通信を用いる方法です。 
  (27)これは通信衛星ゴーズ衛星を使いた方法です。 
  この衛生システムですが、地球を周回しておりこれが一番信頼性のあるタイプの

テレメトリーの方法です。 
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  (28)我々は、今までに説明したように色々な方法を使っていますが、これはその量、

比率を示しています。傾向としては人力による計測、送信は少なくなって、ゴーズ

衛星を用いた方法が増えています。 
山本:  人力による計測は洪水時だけですか、それとも常時も行っていますか？ 
Chesnutt : マニュアルでの計測は毎日やるというようことです。 
  ゴーズ衛星によるデータ通信は 4 時間ごとにやっています。1 時間ごとに測量した

データを 4 時間ごとに送っています。これをアップグレードする計画でありまして、

そうなりますと 1 時間ごとにデータが送られてくることになります。 
山本: 日本は国が狭いから洪水時には 10 分ごとで雨量情報を取っています。通常は 1 時間

です。 
Chesnutt : ゴーズ衛星には 2 つのタイプの機能がありまして、セルフタイムというのは１

時間毎などのようにあらかじめ自分たちでタイミングを決めてデータを収集する方

式です。2 つ目は可変時間のように設定できます。これは例えば水位などがあるレベ

ルを超えると自動的にデータを送ってくるということです。 
  この方式ではトリガーが作用すると 10分間隔で情報を送ってくるようになります。

間隔は河川によって自分たちで調整することができます。 
山本: 日本では例えば気象庁、気象をやっているところとか、国交省、それから、地方自

治体なんかも、いろんなところが雨量計だとか水位計を持っているんですけれども、

アメリカの工兵隊の場合はいろんな部署が持っているようなやつがあるのかという

のと、あった場合、それが一元管理されているかどうかというのはわかりますか？ 
Chesnutt : これは大きな問題です。なぜかというと、すべてが工兵隊で持っていて管理し

ているものではありません。 
  ＵＳＧＳ、工兵隊、国立気象サービス、林野庁、こういう組織間ではいい関係で

仕事ができており問題はないのですが、市あるいは州政府との間では問題がありま

す。 
  ゴーズを使いますと、データがまず衛星に行って、NESDIS というのは地上にあ

るものですけれども、そこでまず受信しそこから再送伝達が行われますが、そのと

きは国内のサテライトを使ってユーザーの方たちに送られます。 
  ですから、DOMSAT を受ける機械を持っていれば、どの組織と名前を言わなくて

も、だれでも情報を受けることはできるわけです。 
  アメリカの国立気象サービスはこのレシーバーを持っているので工兵隊の情報を

100％すべて使います。 
  このデータですが、つながって連結したデータで、この中には、これは工兵隊が

入手したデータかもしれませんし、ほかの人が入手データもみんな連結して全部入

ってきます。そこで、フィルターをつけて、自分たちが必要としているものだけの

データを入手するようにもしなくてはいけません。 
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  テレメトリーを選ぶときの条件ですが、時間的にタイミングが正しく入手できる

データであること、信頼性が重要です。 
  最後にコストについても考慮されますが、この 2 つがしっかりないと、コストは

二の次的なところがあります。 
  (30)さっきから話しています情報のシェアするということですけれども、共有する

ということです。 
 
データ収集方式にについて 
Chesnutt : ある国なんかですと、1 つの政府機関がありまして、そこが水関係のすべての

データを収集するということになっていますけれども、アメリカでは色々にデータの

収集を行っており、それを上手にコーディネートすることが大切です。 
岸田 : 日本は国交省が、先ほど話があったようにレーザー雨量計というのをつけていま

して、それで大体日本全国を網羅するようにしていまして、それでもって雨量の状

況を 3 時間ずつ予測したりしています。 
Chesnutt : 工兵隊のほうでは連邦気象サービスとＵＳＧＳが緊密な関係を持っており、そ

こで同じように予想を行っています。連邦気象サービスからの予想値、データを受け、

それをコンピューターのモデリングを用いて予報計算をしています。 
 
HEC-RAS について 
Chesnutt : 皆さんは HEC-RAS というのを知っていますか。工兵隊の別の部門が

（Hydraulic Engineer Centre）HEC-RAS というソフトウエアを開発しまして、それを用

いることで水源域を管理することができます。 
山本: California Davis の Mr.Feldman に質問したとき、HEC-2 を改良して HEC-RAS に

改良していると聞いています。 
Chesnutt :  HEC はカリフォルニアにある事務所で、HEC のモデルには HEC-RAS も入っ

ているけれども、モデルそれ自体は SWMM（Storm Watre Manegement Model）と

呼んでいます。これは一連のグループを構成するモデルでその中の 1 つが HEC モデ

ルです。 
山本:  これは何のためのモデルなのですか。 
Chesnutt : 水源地をコントロール、管理するモデルです。データが入って来ましたら、こ

こで 1 つチェックするシステムがあって、入ってくるデータは信用できるのか、それ

とも我々がこれとこれに関するデータが欲しいわけだけれども、それにマッチした必

要なデータなのかをチェックする。 
山本: 異常値がないかについてチェックを行う。 
Chesnutt : オペレーティングシステムもあるし、記録をとっておく。こういうのも入って

いる記録であると。詳細については Davis で聞くのが良いでしょう。 
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山本: はいわかりました。 
 
ＥＭについて 
Wingerd :  マニュアル関係は私が答えます。はじめの質問は、どのようにマニュアルのテ

ーマを起案するかということです。マニュアルというのは数年前からつくられており、

現在ではそれをもっとアップデートしたり改善したりする作業を行っています。 
山本:  新しいものを作り出すつもりはないわけですね。 
Wingerd :  そうです。しかし、もし新しい問題が起こったらそれについてのマニュアルを

つくります。ただ、姿勢としては新しく何かのマニュアルを作ろうというような姿勢

ではない。新しいマニュアルは現在作っていない。必要な分野が生じたら、既存のＥ

Ｍに追加するか拡張するなどして対応している。7 年前は海岸関係のＥＭについて 10
の違なるマニュアルがあったそうですが、現在ではそれらを 1 つにまとめました。 

山本: さらにバインドしているわけですね。 
Wingerd :  次の質問は、ＥＭをどのように公表しているかですが、昔は紙で印刷していま

した。今はインターネットを通して与えています。日本からもダウンロードしていま

す。そうすることによってお金が倹約できます。 
山本: これはＥＭを日本語に訳したものですけれども、この中身を見たときに工兵隊の内

部でしっかり技術的に理解されているものなのか、技術レベルで必ずしも末端のユ

ーザーというのは十分な知識を有していないケースもあるのではないかと思います

が、教育訓練などはどのようにされてますか？それとも、これはほんとうに限られ

た一部のエンジニアの理解可能な人だけが使うものなんでしょうか。 
Wingerd :  まず、基本的にはユーザーのほうに責任があります。これを読んで、理解・活

用できるかの責任はユーザーにあります。教育程度の低い方がこのマニュアルを理解

できて使えるとは思っていません。 
山本: ということは、それぞれの設計チームなら設計チームというのはこれをちゃんと理

解できるだけの能力を持った人が必ずいるということなんでしょうか。 
Wingerd : もともと大学などで勉強して、これを読んだらすぐわかる人もいますし、工兵隊

の中でトレーニングプログラムも行っています。工兵隊の内部ではトレーニングをし

ているけれども、外部の方、例えば日本の方がトレーニングをしてほしいと言われて

もそれはできない。ユーザーの方たちの責任としています。 
山本:  調査設計をする場合、日本の場合だと国土交通省も十分なエンジニアというのは

数が少ないですから、大部分は民間のコンサルタントにお金を払って設計とか調査

を任せることが多いんですけれども、このような外部委託は工兵隊ではどうされて

いるんですか。 
Wingerd :  計画立案は工兵隊で全部やります。しかし、設計、建設に限りましては外部の

人たちに頼むこともあります。設計ついては、今でも半分は自分たちで行っています。 
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設計を外注するということもありますが、そのときは受ける組織の中にはほんとうに

十分な知識、テクニカルな知識や技能を持っている人は必ずいるかをチェックします。 

工兵隊の中で、自分たちでやるということ、それについて話を戻します。 
  設計などをするときに、設計するのはある工兵隊の別の地域と地域オフィスの人

間が実施する場合、それを別のグループ、別の地域オフィスの人たちが審査する。

これでいいかどうか内部での審査委員会みたいなものが活動しています。 
  ほんとうは内部審査と言わないほうがいいと思う。というのは、工兵隊関連の人

間だから内部ですが、独立した利害関係のない技術者が厳密に審査します。そうい

う意味で独立と言っていると思いますけれども、デザインされたものを見て、これ

は最良な技術が用いられているか、ＥＭで言われていることはちゃんと押さえてい

るかどうかというものを審査します。それは工兵隊の内部のどこかの組織でやって

います。 
岸田 :  先ほどトレーニングされるという話でしたけれども、専門的に工兵隊ではトレーニ

ングセンターをお持ちでやっていらっしゃるのですか。あるいは研修とかそういうの

は外部に頼むなどされていますか。 
Wingerd :  トレーニングは例えばマニュアル関係では、実際にほんとうに内部でやります。

例えば HEC のほうでは、そこで HEC-RAS のトレーニングをやったりしています。 
  あなたたちが行きます Vicksburg でもトレーニングプログラムがあります。実は

あのマニュアルは Vicksburg でほとんどが開発されています。 
  みんながこれを理解できて活用できるのか不思議だというあなたの質問、その辺

のところはクリアしましたか。 
山本: わかるかどうかわかりませんが、これが理解できる人というのは何人ぐらいいるん

ですか。 
Wingerd :  全体の工兵隊で働いている職員といったらパーセントは小さくなるけれども、

関係者、設計担当関係の人はほとんどの人がこれを理解できて活用できます。 
  私は、100 人から 150 人の人間が河川管理、貯水池関係の仕事をしていると思い

ますけれども、ほとんどの人間はこれを理解できていると思います。 
  また、自分の専門、自分はこれをやらなくてはいけないという責任を持っている

方たちは、それに関係するマニュアルは理解していると思います。各自の分野の理

解している数はＥＭで２個、３個、４個と少なく、全てを理解しているわけではな

いですが、ほかの分野でもある程度はわかるとか、知っているとか、理解できると

思います。ただ、自分に必要なものについては理解できていると思います。 
浜口:  エンジニアリングマニュアル以外に、工兵隊から出されているホームページを見

ると、ER、EC、ETL とかいろんなものがあるんですけれども、体系的にはどのよ

うになっていますか？マニュアルの体系の様なものはあるのでしょうか？ 
Wingerd :  EM というのはエンジニアリングマニュアルですけれども、私たちは通常はガイ
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ダンスのような言い方をしています。それは具体的にはどのようにやるか、方法、や

り方というもののマニュアルです。だけど、そのやり方をしなくてはいけないという

ことはない。あなたがよりよいやり方を知っていたら、それをやっていいと。このガ

イダンスに従っていりと間違いは起こさないというだけです。ただ、新しい、よりよ

いやり方というのはあるかも知れないし、あるだろう。そういうのが出てくるだろう。 
  次は ER と言われるものですが、これはエンジニアリングレギュレーション、エン

ジニアリング規則です。 
  EM は提案でこうしたらどうですか、方法論を示していますが、ER はこうしなく

てはいけない、したがわなくてはいけないというタイプのものです。 
  次に ETL を話しましょう。これはテクニカルレターの略です。これはインフォメ

ーション関係なんですけれども、多分将来 EM の一部に内包されると思います。 
ETL はエンジニアテクニカルレターですけれども、EM のアップデータをするに

は時間が掛かるので、新しいテクノロジーがわかったら、それをすぐ知らせのが ETL
です。だから、ニュースという意味のレターです。何か新しい情報についてはすぐ

に情報を流すようにしています。 
  EC はエンジニア回覧板です。目的は ETL と同じです。お知らせです。ただ、こ

の回覧板のほうはもしかしたら ETL ほど技術的なものではないかもしれません。EC
はもしかしたら将来 ER の一部になるかもしれません。ETL のほうは将来 EM の一

部になるかもしれない。 
岸田:  EM の場合は、英文和訳を見ると工兵隊の参謀長から司令官に出したということに

なっているんですが、どういうふうに通達とかされているか、どのような地位の方

が通達されるようになっているのですか？ 
Wingerd : ある地区の人間だとか研究所の人間が言い出してつくろうということになってい

る。書き上げられたＥＭがここのヘッドクオーターに送られて、ここの関係者により

再審査して、ＥＭの内容を変更することが必要と判断される。ＥＭに改定について最

終的にサインするのは、技術のこととかノウハウをほとんど知らない一番の参謀長で

はあるが、実際はコマンダーの方たちは技術的なこともわかっている方たちなので、

このマニュアルはヘッドクオーターのトップの人が関与して認めているけれども、ほ

んとうはコマンダーの名前で出すという形をとるんだそうです。 
浜口:  そうすると、例えばヘッドクオーターのところでこういうマニュアルをつくると

いうのを、どこかから必要だというのが上がってきたときに、ここでつくるという

のを指令して、どこどこのディスリクトの工兵隊の組織にこれをつくりなさいと指

示をして、そこがつくって上げてくるというよりは、地方でやっている工兵隊のと

ころが、これは必要だからと思って自分でそれなりにマニュアルをつくったら、審

査して、OK を出すのがヘッドクオーターになるんですかね。 
Wingerd :  両方のやり方をやります。こちらのほうから指示することもあるし、地方の事
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務所が言い出して、作る場合もあります。EM とか ER を変えようとか何かを手を加

えたいと思うときは、ヘッドクオーターのほうからディストリットクに言ったり、あ

る研究所に言ったりして、これをやってほしいと指令を出すことはあります。 
  両方から行われるということを言っているんですけれども、最初は EM とか ER

を改定したり、つけ加えたりするとき、こちらのほうからディストリックだとか研

究所の人に頼むこともありますけれども、例えばどこかのディストリクトがダムを

デザインしてつくるというようなことになって、実施途中に新しいテクノロジーを

開発するということになってＲ&Ｄを行い、その結果として新しいテクノロジーが発

見された場合、それがヘッドクオーターに送られてきます。ヘッドクオーターでは

これは大事だから ETL としてみんなに知らせてくれとか、EC で回覧してみんなに

この情報を公表してほしいとかいうようなこともあります。答えは両方です。ケー

ス・バイ・ケースですね。 
  ランチに行かなくてはいけないので、ランチ場所でまた話しましょう。 
 
：：：：：：：：：：：：：昼食：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 
 
（Legal Seafood にて） 
Wingerd :  汽水地域はすごく広くて、それから、場所によって性格とかいろんなことが全

然違うので、それを一貫的にカバーするようなＥＭをつくるということは非常に難し

いと思う。それで、部分的なものは取り上げてはいるが全体的なものはない。 
山本:  それだけ取り上げたものというのは全くないと。部分的に入っているだけですね。 
Wingerd :  汽水域のエンジニアリング的なものは海岸ＥＭのほうで少しはカバーしている

けれども、答えはそういうことです。 
  ほんとうは実を言うと別のマニュアルがあって、潮汐、塩分濃度などについては

あるが、古典的で今の時代に合わない。現状にマッチしないものである。 
岸田:  汽水域と言っていても、多面的で海の状況はずいぶん違うと思います。多分コー

スタルマニュアルではなかなかカバーしきれないものが結構あると思いますが、そ

れは個々の汽水域の管理の中でいろいろ考えながらやっていくということになるん

ですかね。 
Wingerd :  具体的なやり方は、たいていもそうですね。現場の人間は Vicksburg に行って、

あそこでモデリングをつくってもらう。自分たちで汽水域のモデルを使いこなしてモ

デリングができるというような人もいないので、Vicksburg に出かけていってやりま

す。CHL（Coastal Hydraulic Laboratory）に行ってモデルをつくってもらったりす

る。 
山本:  日本でも河川の構造物をつくる計画の場合、複雑なものについては筑波にある国

土技術政策総合研究所に解析やモデリングなどを依頼しています。 
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岸田:  先ほどの話に戻りますけど、ＥＭは新たなものは作る予定はないと言われました

が、コースタルマニュアルは非常に古いのでなかなか使われないということですが、

例えば汽水域に限って基準をつくろうと、範囲としては限られているとは思うんで

すけれど、一応汽水域全体のことについてとりあえずマニュアルをつくろうという

考えはないですか？ 
Wingerd :  答えとしては、ＥＭをつくる予定はないです。ただモデリングにもっと力を入

れていこうということらしいです。というのは、汽水域の課題だとかプロジェクトと

いうのは特異的なもので、対象地域が広大なものとなってきています。例えばフロリ

ダのエバーグレイドだとかルイジアナにはバイヨーエリアとかありますよね。州の東

側の 3 分の 2 までが湿原地帯になっている。このモデルをつくるに当たっては工兵隊

だけではなくて、ほかの連邦政府のエージェンシーなんかとも一緒にやっている。1
つは NOAA（Natinal Oceanic and Atomospheric Administration）とかいうのがあ

るんですけど、このような機関と協力してモデリングをやる。 
岸田: ＮＯＡＡとは。 
通訳： 日本語では海洋気象庁。 
浜口:  モデリングということについて、前、日本のほうで、アメリカでは EPO とか、モ

デルの名前がちょっとはっきりしないんですが、ヨーロッパなんかではベルット３D
というモデルがあって、それと同じようなモデルをつくられているというのを聞い

てはいるんですが、そういうモデルは。 
Wingerd :  Vicksburg に行って聞いてください。工兵隊だけで、自分たちだけでつくったモ

デリングのシステムを持っています。このモデルは流れのモデルと汀線変動を予測す

るのに非常に役に立ちます。 
山本:  今のモデルというのはいわゆる模型という、そういった……。 
通訳:  コンピューターモデルです。シミュレーションモデルというか。 
浜口:  先ほどテレメダリーでいろんなデータをとっておられるとありましたけど、汽水

域のところで特別にとられているデータとか何かあるんでしょうか。 
Wingerd :  汽水域のエリアでもちゃんとデータをとっています。 
浜口:  どういうデータを。 
Wingerd :  新しいプロジェクトをするということになったらデータを収集していくと。 
  河川のデータと違うタイプのデータを収集すると。河川だったら水位というんで

すか、温度、それから蒸発量、雨量です。もしかしたら土砂移動量、PH、塩分濃度

なども計測します。 
Wingerd :  あとは、大きな汽水域だったら嵐が来たときに水が押し寄せますでしょう。あ

あいうところも測定する。 
浜口:  日本の汽水域に比べるとアメリカの汽水域というのはすごく幅もあるし広いため、

そういうところで管理するのは大変だと思うんです。その辺、どういうふうにされ
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ているのかなと。 
Wingerd :  一生懸命やっていますけど、ほんとうはまだ上手にはやれていないところがあ

ります。 
  観測する場所は数カ所しかないがそこから出たデータをなるべく上手に活用する

ことによってモデリングができるようにしようとしています。だから、限られた情

報、データをできるだけ上手に活用しようとしています。 
Wingerd :  1 つの質問で、汽水域で堤防をつくる時の周りの環境とのハーモニーとかいうこ

とについて質問されていますが、今ごろになって始めたばかりなんですけれども、土

砂移動についてどのように動いていくかということをもっと大きなスケールで管理

していこうとしています。それは河道関係では昔からやっていたんですけれど、汽水

域でのそういったものを今やるようにスタートしたばかりです。HEC モデルの中に

水質のモデルがあります。 
浜口: それは RMA モデルですか？ 
Wingerd :  そうだったと思います。RMA-4 モデルです。HEC-RAS モデルをちょっと変革

したものです。それがありますので、それを時々使います。環境との調和についての

検討には時々その目的のためにはこのモデルを用います。 
浜口:  HEC-RAS はかなり一般的に使われると思うんですけれど、さっきだったら水質の

RMF4 とかいうのは一般的には使われるんですか。高度な技術力がないと使えない

と思うんです。 
Wingerd :  もちろん複雑で、全員が使うとは思わないけれども、何人かの人は使っていま

す。今まで話してきているのは、一次元ものですけれども、Vicksburg で話を聞くの

はもうちょっと複雑なもの、2D、3D のものと思います。 
浜口:  その 2D とか 3D は HEC に公開されているんですか。ダウンロードして使うこと

ができますか。 
Wingerd  : そうは思いません。 
 
ここから食事タイム 
 

Wingerd : マイクロモデリングに関しましては、3 人の研究者がそれぞれ研究しておりまし

て、3 人がそれぞれ違った結論が出ました。だから、解答が、どれが一番正しいのか

わからないということです。 
Wingerd :  あなたが知っている Dr.Mynord は 3 人のうちの 1 人です。 
  3 人ともマイクロモデリングはデモンストレーションのためには非常にいいモデ

リングだと、3 人が同じことを言っています。 
  デモンストレーションにもいいし、教育だとか啓蒙活動にもいいし、これを一般

的にわかっていただくとか、そういうことでは非常にいいモデルだと思っています。 
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Wingerd :  実を言いますと、3 人のうち 2 人の方はただのデモンストレーションだとか、教

育、啓蒙、それだけではなくて、別の使い道があると。例えば河川でどの辺に突堤や

堤防を作ったら良いか、そういうのを計画したりするのにも使うことができると言っ

ています。でも、1 人の人はそうは思わない。ただデモンストレーションとか単純な

ことにしか使用価値がない。 
  1 カ月後にこの 3 人がみんなで集まります。そして討論して、最終的な報告書を出

します。その報告書には、これは、こういう目的にも使える、これにも使える、統

一意見としてレポートが書かれます。だから、それを待つ方がよい。 
浜口:  ぜひそれを読んでみたい。 
Wingerd :  １カ月ぐらいでも彼なんかに連絡して、マイクロモデリングの 3 人の統一意見

のレポートは出ましたかと聞いてみたらいいでしょう。 
  あなたは 1 カ月、ちょっと早く来過ぎちゃった。 
浜口:  もし 1 カ月後に答えが出たら、必要であればマイクロモデルのヒアリングをする

ためにもう一度訪米する必要があります。日本でも河川の事業について合意形成と

いうのことがテーマとなっていて、住民の人にそういうことをわかってもらうとい

う意味で、非常にモデルとして良いと思うので日本でぜひ広めたい。 
Wingerd ：わかりました。デモンストレーションのツールとしてはすばらしいですよ。もし

日本での経験や皆さんたちが発見したこととか思いついたことなんかも交流的に意

見交換、アイデア交換をしたいと思っています。 
浜口:  今日本でマイクロモデルより少し大きなモデルですが、それを使った結果を論文

にまとめて学会に発表しているところです。ただ、その論文のペーパーは現在審査

結果を待っている。ほかの大学の先生がチェックして、論文としていいかどうかと

いうのは見ている。 
 
山本:  ＥＭは工兵隊の中だけでのみ使われているのですか？ダムではそうだったけれど、

ダム以外ではどうですか？ 
Wingerd :  ＥＭは世界中で使われていて、州、それから地方政府、契約で仕事をするコン

トラクターの方たちも使っています。 
山本:  ダムだけでなくて、河川などにおいても使われていますか？ 
Wingerd :  はい。 
山本:  市とか郡の政府が堤防のようなものをつくることはあるんですか。 
Wingerd :  州になりますと規模が大きいので、もしかしたらある州なんかは自分たちの自

力で、自分たちのスタッフでそういうプロジェクトをやることもありますけれども、

郡だとか市の場合は外部委託して専門家の方たちと契約してやってもらうことがあ

ります。 
山本： 委託するものの中には予算とか責任はどのように分担されていますか？ 
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Wingerd :  プロジェクトの機能によって違います。この 2 つナビゲーションとフラットコ

ントロールは連邦政府が行います。給水のためのものは連邦政府と一緒に共同事業と

してやる場合もあるし、州だとかカウンティとか市が独自でやる場合もある。今は新

しいシステムがありまして、パートナーシップを組んでやるからパートナリングと呼

んでいますが、結局コストなんかを分担し合うということですけれども、郡だとか州

が連邦政府に 50％のコストを出して、連邦政府が残りの 50％を出して一緒に事業と

して行う。 
  でも、給水ということになりますと、パートナーであるカウンティだとか州政府

のほうが 100％出さなくてはいけない。だから、やはり機能によって異なります。 
山本:  今日はどうもありがとうございました。またいろいろコンタクトをとらさせてい

ただきたいと思います。 
Wingerd :  皆さんが来てくださって喜んでいますし、ランチ、ご馳走様でした。ありがと

うございました。おいしかったです。 
山本:  次は日本で会いましょうか。 
Wingerd :  そうなるといいですよね。滞在が短すぎるのが僕たちにとってちょっと残念で

すね。日本でニーズがありまして、仕事ということがあって、ぼくができることでし

たら呼んでください。日本に仕事に行きますから。実を言いますと、もうちょっとし

たらリタイアしますから、フリーの人間になります。 
  それから、日本に帰りまして追加的な質問だとかこういうお願いがあるというこ

とがありますれば、ワシントンさんに連絡してくだされば、彼から担当に言って情

報だとか答えは入手して、また送って差し上げます。 
 

－60－



 
【訪問先 ： Institute For Water Resources】 
訪問日 ： 2003 年 11 月 12 日 15 時～17 時 
面接者 ： Robert A. Pietowsky（ Director ） 

      Paul F. Scodari ( Senior Economist ) 
            David A. Moser( Chief,Navigation&Water resource Application Division ) 
            Ms.Margaruiette P. Olson( Program Manager ) 
 

 

 

Pietowsky : 歓迎の意を表しましてミーティングを早速始めますが、後で技術畑の方たち

早水冨貴子（通訳）

Paul F.  Scodari 

Robert A. Pietowsky
David A. Moser 

Ms.Margaruiette P. Olson 
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が参加しますが、その都度ご紹介しましょう。 
  これが今日の説明の協議事項です。 

 
・ 我々の組織、IEWR について簡単な概要説明 
・ 海岸研究 
・ 今工兵隊でやっている活動の１つで地域土砂管理 
について説明します。 

  地域土砂管理は汽水域、あるいは外洋への土砂移動についてシステム的に管理し

ていこうというやり方でありまして、それについて説明します。 
  これについて、Chesnutt 氏は触れましたか？ 
通訳:  時間がなく触れていません。 
Pietowsky : 海岸研究と地域土砂管理はこちらにいらっしゃる Paul F. Scodari さんが説

明してくださいます。その次に、ハリケーン、暴風雨の被害評価についてのモデリ

ングをやっておりますが、それについて説明します。これは経済面から見たモデル

ですが、スペシャリストの David A. Moser さんが説明してくれます。このモデリン

グは非常に大事であり、プロジェクト実施については税金を使うため連邦政府と交

渉するわけですので、適切な時期、適切な規模を割り出すための対費用効果の考え

に基づいたものでありまして、これは大事な責任だと思っています。 
  その次に別のモデリングのお話をしますけれども、お金ではない、環境的な調和

だとか破壊だとか、そのような項目を設定していくことによって環境に対する影響

などを評価するモデリングについてお話ししたいと思います。 
  David A. Moser さんはハリケーンと暴風雨の被害防御についてお話ししてくださ

います。最後は、もっと一般的に環境全体に与える影響など、いろいろなプラス面、

マイナス面について数字で表現できるようにしているものであります。 
  我々も午後の時間は皆さんのために役に立ちたいと思いますので、何かありまし

たら躊躇せずに申し出てください。質問がありましたらどんどんしてください。 
  今日これから話します内容は、いろいろなプロジェクトで公表するにあたり、経

済的側面、環境的側面を見てどのようなプロジェクトをどのようにやっていくかと

いうことを決定することに関していろいろお話ししたいと思います。 
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  皆さんの今回の訪問については、Vicksburg への訪問を設定しており、あちらでは

潮流と汽水域の水理について、技術的なことを説明します。 
  その次は、カリフォルニア州のデービスの我々の組織とは兄弟の関係にあります

ＨＥＣを訪れて、そこでは EM について特に説明を受けることにしています。 
  このスライドについてコピーしておりますので（残念ながら英語ですけれど）こ

れを使いながら余白にメモを取っていくということが結構かと思います。 

 
  工兵隊の水資源に関する任務は、午前中、いくつかお聞きになったのではないか

と思いますが、舟運が中心になります。つまり水による運行、交通、水運です。 
  その次が洪水防御ですが、最近では洪水被害の低減と言っています。（通訳:結局右

のブルーのところを読んでいらっしゃいますね。）最近、このような言い方をするよ

うになりました。これは、建造物が対象だけではなくて、非建造物、無形の文化だ

とか人体だとか、その他もろもろの要素を含んでの被害を減少させるという観念が

あるからです。その次に、海岸防御ということと、環境の修復・保全ということで

すけれども、これが主要な任務になっています。予算は、大統領、議会のほうで決

めますが、このような主要なミッションに対して予算が使われます。 
  それから、このように主な任務を挙げましたが、我々のプロジェクトは複数の目

的を持ったものであり、他にレクリエーション、上水道、野生動物保護関係、水力

発電なども関係するような性格を持っております。 
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山本:  日本だと Water Resource という言葉は単なる水資源ということで、上水道とか工

業用水とか、そういう意味合いに使われることが多いですが、ここでの Water 
Resource というのはあらゆる水に絡むメリットや便益というのがキーとなるんです

ね。 
Pietowsky :全くそのとおりです。根本にある考えは、総合的な立場で流域管理を行うとい

うことです。 
  それから、右の下に示しますが、工兵隊の 2 つの仕事は、災害、緊急事態が起こ

ったときの対応・活動です。それから、水質保全に関する仕事も行っています。水

質を保持するための規制については、開発事業に対し、どのように、どこで、いつ

実施して良いかということを規制します。そうすることで水質を保持しようとして

います。 

 
  このスライドが象徴していますのは、我々の歴史についてです。主には水路によ

る輸送、舟運により我々は形成されてきたということであります。 
  19 世紀、アメリカ合衆国が国を建設していく動きの中で、工兵隊が担当したのは、

水路を改善することによってスムーズな舟運を図るように施設を建設することで、

そのような権限を与えられて仕事にとりかかりました。 
  それから、1936 年にミシシッピ流域で被害が生じ、そのことにより、多目的で経

済的基盤に関するプロジェクトを行っていくということになりました。 
  1970 年代になり、よりよい環境に焦点が当てられるようになり、環境を保護する

タイプのいろいろな法律、規制がつくられました。その中の 1 つが国家環境政策法

をつくり、動き出したわけですが、その中で強調されましたものは、一般大衆を巻

き入れて一緒に仕事をしていくというような姿勢です。 
  1986 年まではいろいろな研究だとか、そういったことが行われた場合、連邦政府

が研究費などを負担していましたが、1986 年から始まり現在もそうですけれども、

そのような研究などで利益を受けることができる方たちは民間の方たち、私組織、

そういったものにお金を出すというような姿勢になってきております。 
  現在のアメリカの姿勢、世界におけるこのような分野でのアメリカの姿勢といい

ますと、ただ法律などに基づいて環境を保護するようなことをやるということでは
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なくて、もっと総合的な意味で、水資源、水に関連した資源を見て、抱きかかえる

ように、歓迎するような形で多角の面で見ながら、総合的に資源を培っていく、守

っていくというような姿勢で仕事をする。そのようなマネジメントを実行していく

というふうになってきています。 
山本:  今言われている年代ごとに、期間ごとにいろいろ変わっているというのはわかる

のですが、組織とか、人員とか、そういうものはどのように変化しているんですか。 
Pietowsky : 工兵隊の組織は、流域単位で組織化されており、８つの Division に分割され

各 Division に地域オフィスがあります。 
  明日、皆さんが行きますミシシッピリバーバリーもそのような 1 つのデビジョン

といいましょうか、ディストリクトといいましょう、地域オフィスといいましょう

か。（通訳:ディストリックではないです、リージョナルです。） 
  グレートレイクス、五大湖を含めて、オハイオリバーがもう 1 つのリージョンと

いいましょうか、ディストリクトにもなっています。ミズリー川、コロンビア川が

一緒になって、1 つのリージョン、ディストリクトデビジョンをつくっています。 
  組織構成が流域、集水域を基盤にしており、政治の行政の分け方、州とか群の境

界とは異なるものとなっています。そのため、1 つの流域・集水域、1 つの河川関係

のプロジェクトでも 1 つのディストリクトあるいは地域オフィスが複数の州政府と

一緒に仕事をするということはたくさんあります。 
  工兵隊ではいろいろ事業などを行っていますが、最近では特に一般大衆、一般市

民を組み込んで一緒にやっていくという姿勢、そういう方たちのコンセンサスをと

って、あるいはこういうプロジェクトをすることによって何らかの影響を受ける方

たちと一緒に仕事をしていくということになります。具体的にはまず連邦政府、工

兵隊などのレベル、その下の州政府のレベル、それから群政府のレベル、そして地

域のコミュニティの方たちということで、4 つのレベルの人たちが一緒に仕事をする

ということになります。工兵隊では流域単位、集水域単位として 8 つの Division オ
フィス、その下に全体で 41 の District オフィスがあります。 

 

  次に仕事の仕方ですが、昔は 1 つの目的のために何かをするということでありま
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したが、今は多目的で実施することが主です。その中には常に環境の修理保全、良

好な環境を保全する仕事をしています。自分たちの手だけでやらなくて、ビジネス

の方たち、民間のエンジニア会社、コンサルタント会社との契約でアウトソーシン

グをして実施するようにもなっています。工兵隊の人員数は、10 年ぐらい前は 3 万

6000 人ぐらい全体でおりましたが、この 3 万 6000 人といのは土木技術部門の数で

ありますが、今が 2 万 5000 人ぐらいです。これはこの先 10 年かかりまして 1 万 8000
に減少する計画であります。 

  これまで工兵隊は長い年月をかけアメリカ合衆国の水に関連したインフラストラ

クチャーを建設してきています。その中には、浅喫水港湾が 627、大深度喫水港湾が

300、レクリエーションのエリアが 4340、このようにインフラストラクチャーをつ

くってきております。 
  1 万 1000 マイルにわたる内陸の水路網がつくられていますけれども、ミズリー川、

オハイオ川、ミシシッピ川、コロンビア川などがその主な河川です。 
山本:  これは人工的な水路ではなくて、普通の河川を改良したものということなんです

かね。 
Pietowsky : まず浚渫工事をしています。それは川の傾斜だとか自然の川の形ということ

を是正して浚渫工事をしています。複雑なロックとダムを活用してのシステムであ

ります。場所的には 250 カ所にロックスダムがつくられているわけですけれども、

ある場所では複数のダム、あるいはロックスなんかが使われておりますので、実数

では 276 のロックスですね。 
通訳:  日本では閘門と訳すんですかね。 
Pietowsky : 工兵隊は主要な 383 の湖と貯水池を管理しています。これらの湖、貯水池は

洪水コントロールの機能、給水機能、水力発電の機能も持っています。アメリカ合

衆国の水力電力の電力総数の 4 分の 1 が工兵隊の発電所でつくられています。 

 

  我々の IWR は、工兵隊の各部門がいろいろな仕事をするに際し、経済面を分析、

評価し、投資、経済効果、そういったことについてアシストをいたします。 
  特にこのアレキサンドリアのこの事務所で行っているのが経済面ということです。 
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  ここはその経済面を重視したサポート、アシストをいたしますが、カリフォルニ

アのデービスのほうは水理学的なエンジニアリングについての面でアシストを行っ

ております。 
  それから、後で紹介しますが、ニューオーリンズでは、ナショナルインフォメー

ションマネジメントを行っています。これは民間の商業をモニタリングし、そのよ

うなインフォメーションをマネジメントしているところです。川のどの辺でどうい

うものがつくられて、どのように水を使っており、どのようにして水が運ばれてい

るか、そういうことについて記録を追っているものです。これらは実はプロジェク

トを計画するときの経済性ということを評価、分析したりするのに必要な大事なイ

ンフォメーションの管理であります。 

 

  IWR の任務は、未来に向けて工兵隊がやる土木工事がいいものになるようにアシ

ストし、サポートしていくということです。工兵隊の中の水資源開発の立案者やエ

ンジニアの方たちが行う仕事をサポートするのが任務です。 
（通訳:国の水資源の状況の変化を前もって見通して、新しい計画分析や水力学エンジ

ニアリング手法やインフォメーションマネジメントポリシー、方針、方法、あるいは

ツールシステム、そういったもの全部を用いて、すべてのニーズに応えられる形で総

合的に土木工事のプロジェクトをやっているときにサポートをしていくと）。 
  サポートとしては、新しい技術の研究開発や新しい施策などを研究し、その運用

にあたってトレーニングを行うという形態をとっています。 
  サポートの中で主に行うのはこのようなトレーニングです。工兵隊内部の各部署

の方たちにテクノロジーを教え、新しいテクノロジーを使えるように指導したり、

テクノロジーを与えたりすることです。 
  これから先のポールさんだとかモーダーさんのお話を助けるために、ここで今ま

でのお話をまとめてみますけれども、工兵隊が行う水関係のたくさんのプロジェク

トはマルチ目的で運営されていくということです。 
  アメリカの水資源審議会というようなものがあるんですが、1983 年に作られた「原

則と指針」というガイドブックを使って計画を行います。（正式には「水資源と関連
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する土地のための原則と指針」と書いてあり、土地利用なども組み入れてというよ

うなコンセプトが正しい理解だと思います。） 
  いろいろなプロジェクトに関しましては、便益について数値を用いて表現できる

分析評価を行います。また環境保護を考慮しながら国家全体の利益が最大となるよ

うな代替案を選定するということを議会に進言をいたします。 
  また、自然環境の修復、保全プロジェクトについては、あまり経済性については

数値的なところは追求しませんが、少なくとも、その中で経済的であるということ

については留意します。 

 
  ＩＷＲの事務所は、3 つのセンターから成り立っており、ここのメインオフィスと

カリフォルニアとニューオリンズの３カ所です。 
  今日ここのメインオフィスで行いますのは、経済性を強調した、経済性の分析を

重視したプランニングモデルについての説明です。 

 
  ご存じかもしれませんが、我々のホームページのアドレスです。下のほうが HEC

のアドレスです。もしかしたら変わっているようですが、後でリバイスされた新し

いものを示します。 
  それでは、これから次に進んでいろいろテクニカルなことを紹介していきますが、

将来に当たって我々はこういうことを皆さんとやっていきたいと思っており、日本

にいる皆さんのような方たちといろいろな技術的なインフォメーションを交換し合

ったり、時には働いている方たちが交流したり交換してここに来て研究したり、向
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こうに行ったりとか、そういったことなんかもやりたいし、ジョイントのトレーニ

ングもやったりしたいと思っています。ここを後でプリントアウトしたものを見て

いただいたらいいと思いますけれども、ほかの国のたくさんの方たちとも一緒にも

っと交流しながら仕事をしていきたいと望んでおりますので、よろしくお願いしま

す。 

 
  最後に、あそこに書いてありますけれども、あなたたちの体験から得た情報だと

かについても私たちも習いたい。ほかの人からも習いたい。改善しなくてはいけな

いところ、そういうところをやりたいと思います。私はこの間、日本で行われた世

界水会議に行きましたけれども、ああいうところでたくさんの人たちのお話を聞く

というのは非常に楽しかった。 
  ニューヨークジャイアンツが日本のジャイアンツと選手を交換したり、松井さん

なんかも交換されてきて、そうすることがどんなにお互いのためにいいか、ニュー

ヨークジャイアンツはすごい利益があったわけです。 
  これから、Scodari さんに、将来スタディ、注目、それを基盤にしてお話ししてい

ただきましょう。 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
Scodari:  私、これから簡単に全国の海岸線管理研究についてお話しいたします。 
  この研究ですが、あそこに書いておりますように連邦政府の法律の名前がセクシ

ョン 215C 水資源開発活動で、WRDA と命令されています。全国の海岸の状況につ

いて議会への報告が義務づけられています。その内容は議会に対してアメリカ合衆
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国の海岸の状況、現況についてレポートを提出しなければいけないということです。 
山本:  これは後でいただけるのですか。 
Scodari : はい。用意しましょう。これは 1 段階目の初歩のレポートですけれども、後で

プリントします。 
  このセクション 215C については、報告をしなくてはいけないということだけでは

なくて、この報告の内容の項目についても決められています。対象も大西洋、太平

洋、五大湖、それからメキシコ湾の海岸のデータを収集することも規定されており

ました。 

 
  まず海岸の現状についての記述が求められます。侵食がどのぐらい広がってい

るのか、それから侵食の土砂がどこかに溜まっているか、それらの理由について記述

されることが必要です。そして、そのような将来の侵食と堆積について経済的あるい

は環境的にはどのような影響が生じるかを表現して、それから、連邦政府、州政府、

郡生府などがそういう課題、問題について計画、対策について、どのような資源（金

額的）を用いてどのようなことを行うかを記述することが求められています。 
 2 つ目は、システム化した漂砂の管理、あるいは砂の管理システムについて提案を

行うことです。そして、このような分析方法を使って、その結果を表現するという形

でアメリカ合衆国における海岸部で砂の動きをシステム化した形で表現してほしい。

 このような研究の最終目的は、議会のほうに提案を提出することです。 
 
岸田:  ここで言っている場合の河岸というのは大体どのあたりまででしょう。日本の場

合は海岸法という法律がありまして、そこでは大体平均、陸側 50ｍ、海側 50ｍとい

うのが 1 つの海岸の保全する区域となっています。 
Scodari : アメリカのほうがもっと幅が広いでしょう。アメリカが基本にしているものは、

アメリカが持っている海岸域管理で示されている区域で幅が広いです。それだけの

区域が我々の考え方とかやり方には必要になってくる。特に経済的な関連性を考え

る時には海岸線よりも実は経済という側面から見るとほかのもっと離れたところと

も関係があるということがわかっております。 
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  物理的観念として海岸線については大体日本と同じような広さを言っていると思

います。しかし、ハリケーンによる大波などにより家屋がダメージを受けたり、ビ

ジネスがダメージを受けたりということになりますと 50ｍ程度の幅ではなく、もっ

と内陸部も入ります。ハリケーンなんかで洪水が起こったりした場合、管理という

観点からはもっと大きな幅の広いエリアが対象になります。 

 
  これは、この研究のスケジュールです。第 1 段階が 2002 年から 2004 年、第 2 段

階が 2005 年から 2006 年、第 3 段階が 2007 年となっています。 
山本:  2007 年という意味ですか。FY というのは会計年度ですか？ 
Scodari : そのとおりです。会計年度は 10 月 1 日から始まると見てください。 
  複数の年数をかけての研究ですが、中間レポートを提出しなくてはいけません。 

 
  これは我々がつくりましたホームページですけれども、「全国海岸管理研究のお知

らせ」このようにして研究内容について広報を行っています。ウエブサイトのアド

レスが下にありますけれども、この 4 つのテーマでの中間報告がこのホームページ

に掲載されます。http://www.iwr.usace.army.mil/MSMS 
  この中間報告書をつくるために、ここに 5 つのチームがつくられています。 
  右の枠に記述されているのは、一番最初の海岸線形成チームの人たちがやってい

ることを書いておりますけれども、まずその人たちの役目、任務。その次に分析の

ためのフレームワークを開発すること。それから、背景・情報を集めて組み立てる

ことです。 
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Scodari : それでは、これからのプレゼンはトピックが全く変わりまして、トピックのテ

ーマは「流域の土砂管理」です。これは工兵隊にとりましては新しいアプローチの

方法で、システムとして捉えています。 

 
  この様な方法は、侵食が起こって被害をこうむっている方たちからの要求の声で

システム的なアプローチをとることになりました。これは複数のいろいろな関係者

の方たちと協調、協力のパートナーシップを組みながら一緒に仕事をやっていきま

す。そして、上から 3 番目に示していますが、研究調査、プロジェクトは複数の目

的と利益に対して、そのニーズに対して応えるというものであると言うことです。 
  この RSM のシステムについて詳しく説明しますと、まず自然現象でのシステムと

大きく関連しています。例えば、水理現象と土砂の移動と生態学的な関連がありま

す。 
  そして、2 つ目に書いてありますのは、工兵隊の中でいろいろなプログラムを実行

していますが、それらが一緒になって相乗効果を起こし、そして 1 つのゴールに向

かって一緒に進んでいくというようなアプローチです。そういう意味で工兵隊の

種々の分野、色々な異なるプログラムを行っている人たち、色々な立場で行ってい

る人たちが協力し、関係しながら仕事を行って行く。そういう意味でもシステムと

いう言葉を用いています。 
  組織化というのは色々な機関、組織のことを示していますが、連邦政府のいろい

ろな機関、州政府、郡レベル、その他の公的セクターまた私的セクターがみんな一

緒になって 1 つのゴールに向かって事業、活動を進めていくということで、そうい
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う意味でもシステムです。 

 

  それから、もう 1 つの特徴といいましょうか、性格、原理、鉄則とでも訳しても

いいのかもしれませんけれども、それぞれ問題を総合的に理解、把握できるという

ことです。下にも書いてあります。問題が十分理解できて、それだからこそ解決法

も見つけ出すことができる、解決できるということです。 
  それから、もう 1 つの基本的な姿勢、基本方針、鉄則ですけれども、侵食されて

発生した土砂はどこかに浚渫工事をやって掘り起こして捨てるというのではなくて、

地区の中に残しておいて、自然資源の 1 つだと認識し、活用しようと考えています。

肯定的に活用しようという姿勢です。このようにシステム的に行うこと、総合的な

アプローチをとるということと、土砂は資源なんだという認識でやるというのが今

回のスタディの基本的なコンセプトです。 

 
  これは主に写真ですが、今まで私が話していることです。問題解決ということで

さっきの鉄則みたいな基本方針に沿ってやっていますけれども、水路を建設するた

めに、例えば浚渫をやったといたします。あるいは侵食で出てきた土砂を浚渫工事

で取り除いたとします。それを下流水路の地区の洪水、海岸部の台風時の被害低減

のために使うと考えています。 
山本:  盛土や何かに使のでしょうか？ 

－73－



通訳:  そういうことでしょうね。とにかくそういうものを資源と考えて使うということ

ですね。 

 
Scodari : なぜ表題が地域土砂管理ということですが、堆砂というのは自然の資源であり、

砂だとか堆砂というものは、海岸や川のシステムにとっては重要な要素であります。

それはその地域の経済、環境の活力にとっては非常に関係のあるものである。です

から、ある 1 つの地域を 1 つのシステムとして捉えるわけです。A というシステム、

広い意味でのシステムという考えもあります。ある地域のシステムの中には、公、

民間ビジネス、いろんな方たちが関与しているので、そういった人たちが一緒に仕

事をして、経済的あるいは生態学的にもっと広い目で見て、地域的、システム的と

いう広い視野で可能性などを考えながらやっていくともあります。 

 

山本:  地域のイメージというのはどんなことなんですかね。例えば流域とか、そういう

範囲なのでしょうか。 
Pietowsky : 彼の説明にあるように、地域というときは水と土地、土が両方入ります。で

すから、河川があって、河川の上流の農地が侵食されて流れてきて、堆積するよう

な場合、この浚渫工事をするというだけでなく、もともとの農地の侵食が起こった、

そういったようなことが範囲に入ってきます。また、メキシコ湾の汽水域あたりに

なってくると、その土地の状況も関係し、それも人の手によって行われることと、
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自然の現象として行われるということを両方かみ合わせて、内包してというような

ところから広い関係する、関連する区域を見ようということ地域というとらえ方を

する、そういう説明です。 

 
 
  人間のやることと自然の現象を上手に同調させてやろうというのもこの考えにあ

りますけれど、こういう言い方もできます。このような手法ではなかったとしたら、

古い手法という言い方をさせていただきますけれども、港において浚渫工事をやる

とすると、その土砂は沖に投棄していました。ところが 1 年か 2 年後になって、今

度は海水浴のため海浜の砂が不足し砂を補充する必要が生じた場合、浚渫工事をま

た行って、その土を今度は捨てないで、海浜を補修するのであれば、最初から浚渫

した土は海浜に持ってきて上手にやっていればより効果があがるし、経済性も出た

のではないかと思います。 
山本:  日本も数年前から公共事業間でコスト縮減のために 1 つの非常に有力な方法とし

ていろんな公共事業をやる政府機関だとか、政府機関にもいろいろな省があります

けれども、それだとか、県だとか、そういったところで情報交換をしながら、特に

土砂管理、それをうまく利用しようということで今始めていますけれど、今の説明

と似たようなところがありますね。 
Scodari : 問題とか阻害になるものはエンジニアリングではないですから。問題は、ここ

は港湾局の担当で、ここは州の担当で、ここは EPA の担当でとか、このように分割

して行っているから無駄が出てくるし、ギクシャクしてくるけれども、関係者が全

体を一緒に協力しながらやりましょうということだす。 
山本： 今の侵食だとか、そういった問題からすると、例えば海岸の場合は侵食が問題に

なることが多いですが、それは一方で海岸防御のために海岸を堤防なんかで固めて、

それで侵食を少なくすることが逆にほかのところの侵食というか、侵食を少なくす

ることによって土砂の供給が少なくなって、ほかのところの海岸をまた浸食してい

くというようなことも起こすわけで、そういった場合には今のようなことでは解決

できないようなことになって、難しいことが多分起こるんでしょうね。 
Scodari : ですからアメリカの場合は全体の砂の動きというものをシステムの中で見ると
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いうことと、砂というものは資源だと認識して行うことです。 
  工兵隊では 71 の海岸保護のためのプロジェクトを持っています。284 マイルの海

岸線をカバーしています。でも、これは浸食が生じる海岸線の全長のたったの 10％
です。海岸のみならず湖なんかの湖岸線も含めてですけれども、浸食の問題の対象

の海岸線の長さは約 2700 マイルあります。 
  ですから、これらをすべて事業として行っていくと、アメリカ合衆国の財務省は

そんな財源はありませんので、ほんとうに対費用効果ということをいつも考えなが

ら事業をしなくてはなりません。 
山本:  284 マイルの中にも湖のほうの海岸線も入っているんですか。 
Scodari : 五大湖のいわゆるノースコーストと言われる海岸線は入っています。 

（休 憩） 
Scodari : 先ほどボブ所長さんが、アメリカには 284 マイルの海岸防御において色々なプ

ロジェクトをやっているといいましたけれども、この辺がどんどん長くなっていっ

ています。1 回につき数マイルのスケールで長くなっています。 
  そのような変化を経済と環境保全という点から分析、評価しなくてはいけないで

す。このプロジェクトですけれども、暴風雨時の被害を防ぐための目的です。 
岸田: 暴雨風雨による被害というのは波による被害という意味なんでしょうね。風という

ことではなくて。 
Scodari : これは暴雨風雨による被害ですが、原因といてはいくつかのことが考えられる

でしょう。あの下に堆積していた土砂が侵食されたということかもしれませんし、

建物に波が押し寄せて、ぶち当たってこういうことが起こったのかもしれません。

それから波がどっと押し寄せる、水の量が増えて押し寄せるということで、この建

物だけでなくて、もっと内陸にある建物も、ただ水が押し寄せたというだけで被害

を受けるということもあるでしょう。だから、暴雨風雨被害による形態としては 3
つの形態があります。 

  これらを評価をするときに、標準化したモデルというものを工兵隊では持ってお

りません。それにつけ加えて、防御用の何かをつくるというものの対費用効果が不

確かで、はっきりわかっていません。 
 私は経済学者でありますけれども、そういったことからリスク分析という観点から

このモデリングプロジェクトに参加しています。 
 このモデルをつくるということについていくつかの特徴があります。 
 実際に起こったことに基づいたいわゆるモンテカルロモデルです。私たちは、ラン

ダムに起こるとして、実際に暴雨風が起こったというシミュレーションをしていき

ます。ライフサイクルアプローチを起用します。そのモデルの変数などが不確かで

あるということを認めた上でモデリングを行います。このモデルは、海岸工学と経

済をインターグレイトするモデルです。最終の結果としては、ライフサイクルにお

けるコストと便益を計算し算出します。 
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 皆さんに質問ですけれども、皆さんは河川だけではなく、海岸もやりますか。 
岸田: 純粋な意味では海岸は入らないですね。河川の河口周辺だけですね。 
山本: 彼はずっと長いこと国交省で海岸担当をやっていますから、個人的には非常に興味

があると思います。私もかつてはそういう仕事もしましたから、そういう興味はあ

りますが、この方法というのはおそらく海岸だけではなくて、考え方は普通の自然

災害を防ぐ全体の考え方にも関連すると思います。 
Scodari : 例えば川の流れと暴風雨との関連なども考えられる。これがモデルの構成要素

のいくつかです。まず 1 つは将来のプロフィールですけれども、この中には水の中

の部分も入ります。水の下に浸かった部分も入ります。 
  分析しているエリアで暴風雨解析モデルを用いて、いろいろなタイプの暴風雨に

ついて、例えば暴風雨が来て、干潮時に来た場合と満潮時に来た場合とは違うわけ

で、種々のバリエーションが出てきます。 
  もう 1 つは海岸の反応モデルというのがありますが、これは暴風雨が海岸部に押

し寄せた時、海岸線はどのように反応するかという、そのモデルです。この 2 つを

一緒に活用しますと、そうすると、暴風雨後の海岸線形状について把握出来ます。 
  それから、被害を受けたもののリスト、被害が浸食が原因か、波によるものか等

を把握することが出来ます。それで解析結果を用いて報告書を作成します。それか

ら侵食されて流出した砂の防護には、捨て石工や防波堤などにより防護することが

とられます。 
  住宅なんかが破損されたり破壊されたりすると再建します。アメリカ合衆国は大

きな国でありますので、そういうことは場所場所によって政策は違いますが、最後

の非構造物対応（ソフト対応）というのは政策ですけれども、具体的には建築基準

であるとか、セットバック、海岸線からから何メートル離れたところでないと建造

物を建ててはいけないとか、そういったものの政策です。 
  これは大西洋側の海岸線の典型的なプロジェクトです。こういうのが行われるの

は、もともとその辺がかなりマンションだとかホテルだとか、開発が行われている

ところにはこのようなプロジェクトが行われています。そのようなエリアの地方自

治体、あるいは地方政府がコストのある部分を持たなくてはいけないことになって

います。 
  今使っておりますユーザーインターフェースはマイクロソフトのインターフェー

スを使います。探求しているときに、このような左のセクションが出てきますが、

あそこのデータの番号をクリックしますとリンクがありもっと具体的なデータが出

てきます。もし何かデータがグラフィックな形で表現されている場合は、同じ画面

にグラフィックが出ることになっています。 
  皆さんにお話しするのにあの建造物をピックしまして、空からの写真が出ます。

まだ今これはやっている途中ですから完成はしておりませんが、これは海岸線の形

状について、2 つの形状をオーバーラップさせ、こういうふうに表現できることにな
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ります。これは単純化したプロフィールと我々は呼んでいますが、実際に実地に行

った測量、いわゆるバッシメトリックで出てくるプロファイルのように詳細にわた

ったものではありません。 
  過去の記録を見まして、どのぐらいの頻度で起こっているかというので、アトラ

ンダムにピックアップするんですけれども、そのもとになるのがこの表であります。 
  東海岸では、2 つのタイプの暴風雨が来ますが、1 つがハリケーンで、もう 1 つは

ノースイースタンと呼んでいます。ハリケーンは中核になっているところは温かい

です。だけどもノースイースタンと呼ばれる暴風雨は真ん中のところが冷たいです。

サージ、ピーク、ジュウレイション、キカン、こういうのがもうちょっとどんどん

続いていきますけれども――皆さんの許可を得ましてちょっと写真を撮らせていた

だいて、この写真は皆さんにお見せします。シェアしたいと思います。アクション

シャットだって。実際に彼がお話ししているのを撮るんだそうです。 
  Ｓ-Beach と呼ばれるものですけれども、これは今現在海岸線の反応を検討するた

めに使っているモデルです。 
  このＳ-Beach というのは Vicksburg で行われている数値解析－Vicksburg の

ARDEC－と我々が共同で実施したものです。 
  さっき単純化したプロフィールと言いましたけれども、これはもうちょっと複雑

な詳細にわたったプロフィールです。 
  我々が、これはあまり重要ではないなと思ったものは省略し、整理し、単純化し

たプロフィールというのもつくるわけです。 
  被害の要素の一覧リストですが、基礎が地盤の上に乗っているか、柱構造である

かが重要になっています。 
  皆さんがデービスを訪ねていきますね。そのときこのようなトピックが出るかも

しれないので、所長さんが、モーダーさん、あちらのほうでやっている FDA という

ものと少し並行している部分について触れておいたらいいよ。 
  FDA と我々は呼んでいますが、洪水被害分析、これは河川の洪水のモデリングの

ためのものです。不確かさということにつきましては似た点があります。何％の建

造物が波によってダメージを受けたかというのを見るのに、波の高さを基準にして

見るというのはこういうことですが、ダメージを起こさせる力は 3 つのモードがあ

って、波か、浸食か、水深のことです。 
山本: それは記録でつくったんですか。それとも何か理論的なものなのか、あるいは実験

して。 
Scodari :FEMA、危機管理局がありますね。あの人たちが過去のいろいろな洪水の被害の

記録で持っています。浸食と波浪の被害についてもデータを持っており、数字もも

らっていますが、原因分けにはなっていません。本音の答えを知りたい、どこから

このデータが出たと思うか知りたいか。 
  専門家の方たちに聞いてですけれども、実際にシミュレーションを何かの建造物
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を使ってやってみた。そのようなことをやるための手順は我々のホームページに少

し説明が載っています。 
  ここで不確かさの幅があるというのに気がつきますか。 
  現在はこれよりももっとわかりやすい報告が出てくるようになっています。、モデ

ルについての説明やどのバージョンであるか、また海岸を直線的に番号、符号をつ

けて、エリア１とか、エリア２とか、そういうことらしいです。 
  これは色々なものを集めてまとめ上げていますが、細かくして、ある特定の 1 つ

の建造物の被害というところのデータもわかることができます。 
  赤、あれは被害がないということは防御するプロジェクトがないといったほうが

よい。グリーンは、これは金額で両方とも出しておりますけれども、プロジェクト

によっての便益がいろいろ行き渡る。この 2 つの差が便益ということになります。 
  これは金額で 100 万ドル単位でやっています。 
山本:  何で見られるのか……。 
Scodari : ほんとうは赤い線が後ろにあっても、その前に緑の線を書いているので、だか

ら、被害なしというのはプロジェクトがないと見てくれと。プロジェクト有りの方

を見てくれたほうがいい。 
山本:  どうしてプロジェクトをしたのに   が増えるのか。 
Scodari : 左のほうに移したということで、ここで皆さんにわかってもらいたいのは、平

均値です。平均は小さくなったと。 
  結局お金を見ているわけです。赤いほうの平均値といったら大まかに言って……。 
  まず 1 つこれは検証です。もしかしたらこういうことになるのではないか、可能

性としてそれを投影し、透視してみたもの。ここだから 5 百万ドルだけれども、こ

この平均だったら 3 百万ドルということだけど、差分 1.5 百万ドルぐらい倹約になる

から、それが利益だという。 
  この縦軸は検証、可能性。 
  でも、これはほんとうのものではないし、これはできあがったものではないけれ

ども、今、プロジェクトをやっていて、最終的にはこういう形で出そうかなと思っ

て出してみたということです。 
  この中には、どこかのだれかとか会社が知的財産権として持っているような要素

は全然ありませんから、みんな工兵隊の中でのテクノロジーを起用してのものであ

りますから、工兵隊の中の人間はこのモデリングは無料でできるということになり

ます。 
  まだ今、開発している途中です。だからさっきの皆さんのようにわからないとい

うのを見たら、これは私のただのコメントですけど、もしかしたらああいう表現は

やめて、別の表現をした方がいいんじゃないかとなるかもしれませんね。 
  最初のバージョンをテストするために、来週テストデータを指定して始めるそう

です。 
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  我々は GIS を大いに活用します。拡大して使います。 
  そのテストデータですけれども、ライフサイクルで、アモア、プロテクションの

ためですよね、そういったものをこのときに置いたら、このときにこういうのを置

いたらというのをもうちょっと……。来年の春の終わりまでにはバーション 1 とい

うのが終わらないといけないことになっています。 
  モデルそれ自体も、それ自体のウエブページを持っています。ただ、このプレゼ

ンではホームページのアドレスを記述するのを忘れましたけれども、後で差し上げ

ますので見てください。 
山本:  今の最終的な利用法としては、プロジェクトの優先順位を決めていくんですか、

それともどこかこれをやると決めたときのコストベネフィットというものをしっか

り見極めるためにやるんですか。 
Scodari : 我々はモデル自体を使うということはありません。使うとしたら海岸線の   

ある地方の行政の人たちです。 
  議会みおいてこのような研究をしなくてはいけないということは定められており、

その研究のためにはこのモデリングを使います。 
  プロジェクトを実際にやるか、やらないかというのを決めるのにも使っています。 
  それと、プロジェクトを行うに当たってどのような規模のプロジェクトになるべ

きか、例えば土手の高さだとか、使う石の大きさとかそういうもの。 
  ですから、ある意味では優先順位というんですか、このプロジェクトをまずやっ

ていって、その次にこうしようと、そういう順番を決めるのにだって使われます。 
  これ、今日はお見せいたしませんでしたけれども、プロジェクトを行ったとして、

将来いつごろこのタイプのメンテナンスをしなくてはいけないよというのも、その

インフォメーションも中に入ります。 
  結局我々工兵隊の仕事をする姿勢と言いますと、連邦政府の姿勢とか連邦政府が

関心を持っていることと直結しております。ですから、具体的にはスポンサーの方

たちがどのぐらい気持ちよく一緒にやろうかというような点でもありましょうし、

もう 1 つはお金のかかることですから、経済性ということが我々の関心事の対象に

なりまして、そういうときにこのようなモデリングを使うことが生かされます。 
岸田: もう 1 つ、全然違うんですけど、データの中に古い、千八百何年のデータと思われ

るようなものが出ていたけれども、ああいうのを使うことによって不確かさという

のが不確かになってくるのではないかと思うんですけれど、使われたデータの数と

いうのはどのぐらいなんでしょうか。 
通訳:  あなたの質問は何でしたっけ。 
岸田:  古いのを使うということで不確実になるのではないかということと、そういうも

のを使うということはデータが非常に少ないのか、あるいはもっとたくさん逆に使

おうとしているから 1800 年代と思われるものまで使っているのか。 
Scodari : あれは暴風雨データのことを言っているのだと思いますが、たまたま千八百何
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十何年に暴風雨が来て、そのデータがあるということです。 
  だから、我々の関心事は、この暴風雨がより頻繁に起こってきているのかという

のを見たり、もう 1 つは、暴風雨がもっと大きなものなのか、強い暴風雨なのか、

弱い暴風雨になってきているのかというようなことを見る。 
  建造物、いわゆるインデントリーと書いていたようなものは更新されている情報

です。 
  暴風雨の頻度がもっと多くなっているのか、少なくなっているんだろうかとか、

暴風雨の強度が強くなっているのか、弱まっているのかということについてはその

分野の専門家の人に聞いてみましたけれども、東海岸側ではそのような記録はない

とか、そういうことはモニターしていないということがわかっています。 
  過去に起こった暴風雨のデータはすべて使います。 
  まず 1 つ言いたいことは、気象、天候では、1880 年のあの状況は平均すると、2003

年の平均と同じだとみなす姿勢をとるということと、データはあればあるほどいい

と。 
  リバリーンの雨量数。 
B:  のデータだと同じだと。わかりました。 
A:  同じ問題といってもいいかもしれません。 
岸田:  例えばこういうシステムを使って、海岸線がすごく長いですよね。西海岸、東海

岸、メキシコ湾とあって、全部を比較してみて、工兵隊としては例えば東海岸のこ

の地区が弱いとか、西海岸のここは十分な安全性があるとか、そういう全体的な評

価をやって、戦略的にこういうふうに海岸防御をしていこうとか、そういう全体的

なことにこういうシステムを使ったりするんですか。 
Scodari : コールさんのやる研究がそういうことのためにやっていますけれども、私がや

ろうとしているのはもっとプロジェクトレベルで、1 つのここをやるときのここを見

るということで、それも経済性とエンジニアリング性、それを見るというためのモ

デリングです。 
  でも、素人が考えても関係はしますよね。 
  皆さんの質問の中にそういうのがあったんですか。 
山本: 事前にメールで打っていたものが。 
通訳: これだったですね。メールで送りましたけど、これは日本語ではコスト  イグネ

スというのはわかりますけど、インクレメンタルというのは段階的と訳していいん

ですか。日本語ではどういうふうに。 
山本: いずれにしろ、そういうものです。お金にかえられないところを今お金にかえよう

とするような。 
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Scodari : これから簡単に分析のためのフレームワークについてお話ししますが、これは

環境修復保全計画のために開発されたフレームワークです。 

 
  ここには言葉でいろいろ考えておりますけれども、一番最初の文で書かれている

ことが、それがまとめになっていると思いますけれども、工兵隊ではいつもこのこ

とを基本的な概念として事業をやってきております、伝統的にというか、歴史的に

見ましても。まず金額で表現されているということなんですけれども、工兵隊の方

たちによって全国的に行われることの製品（通訳:何と言ったらいいんでしょうか、

商品ですから建造物かもしれないし、そういうことですけれども）、サービスの成果、

それが実際のネットの価値が増加する、そのために貢献しなくてはいけないと。 
  色々と書いておりますけど大事なことは、舟運事業、洪水防御事業、暴風雨関係

の事業、給水事業、レクリエーション事業についても、便益が金額で表現される、

どれだけの便益があるか、ただそれだけです。これらは今までずっとやってきたや

り方であるけれども、自然環境修復保全に関してはお金の単位では表せない、あら

わさなくていい価値というものというか、このようにあればいいなということが自

然環境資源ということです。 
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  上の表は伝統的な成果を見るということですけれども、いつもコストと便益を金

額的数値で比較して、結局便益－コストでその値の高いほうが便益が高いというこ

とで、そのような事業をするというような方法を行っていました。ですから、伝統

的な、歴史的なやり方、成果を見るというときはお金で見られていたと。 

 
  ところが、この自然環境システムにおける成果ということでは、お金では表現し

ないので、今までやっていた方法論はここでは起用できない。しかし、やはり分析

をしていかなくてはいけないので分析をしますけれども、環境的あるいは生態学的

な効果、成果というのがアウトプットとすると、そういうものを得るためにどれだ

けのお金がかかるのかというのを縦の軸で見ます。上の表では金額が 1 つの必須条

件ですが、下の表では 2 つの必須条件で、1 つは金額ですが、もう 1 つは金額では表

現されない環境的あるいは生態学的な効果。これが、我々が使う対費用効果分析の

フレームワークです。 
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  これが対費用効果分析の例です。左にありますのは色々な違った手法、異なる計

画と見てください。右のほうに書かれていますのは環境的な成果ということですけ

れども、A プランでいくと 500 ハビタットユニット、ハビタットは生息地というこ

とですけど。お金ではないです。我々、そういうやり方を持っているわけですけれ

ども、このやり方でやったら 1 つの、個人かもしれないけれど、グループかもしれ

ないけれど、動植物の生息地を 500 提供することができるとか、生息ユニット 700
提供することができるというような表現をしました。もしかしたら 1 エーカーの湿

原ということかもしれないです。つまり 500 ハビタットユニットと言っているけれ

ど、それはイコールしたら 1 エーカーの湿原ということかもしれないし。 
山本:  こっちのアクションプランというのは、環境保護のためのプランなんですか。開

発行為ではないんですね。 
Scodari:一番トップは何もしなかったらハビタットユニットはゼロであると。ところがプラ

ン A をしたらハビタットユニットを 500 生産することができると。アクションプラ

ンだから、何かをするプランということで。 
山本:  それは環境保護という、環境をよくするためのプランなんでしょう。 
Scodari: はい、そのとおりです。 
山本:  だから、A をしたら 500 なくなるということではないですね。 
Scodari: そうです。もしかしたらハビタットを修復するということであれば、F プランを

やったほうがハビタットユニット 1000 も作り出すことができるので。 

 
  コストをつけ加えるグラフで表示するとハビタットユニットの特性が判ります。 
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  こうやってやりますと、あるプランは明らかに劣勢のプランだとわかります。こ

れで見ますと C は 800 のユニットを創造してくれますから、それから、値段も安い

いうことがわかりますね。A,B,C の比較から A と B は捨ててしまいます。その次は

E と D を比較して、成果ということでしたらほとんど同じなのに、コストというこ

とで大きく異なる。では、D は要らないなということになる。 

 
 
そこで、C,E,F の 3 つのプランを、コスト増分分析（個別に、それでいて全体的に

コストの分析をしてみるということ）を行うと、ここで言いたいのは 800 から、例

えば 950 ぐらいに行くためにどれだけのコストが増加するかということがこれでわ

かる。800 より 900 幾らというのはもっと成果はいいけれども、コストもものすご

く大きくなるというのがわかります。3 倍以上です。 
  だから、考えなくてはいけない。たったあれだけの増加分の成果を得るためにあ

れだけお金を使っていいのだろうかと。対費用効果はあるのだろうかと。 
山本:  今の説明はユニット間で差がついていないけれど、例えば 1000 番目のユニットと

いうのが非常に大事なものだとすると、どうなるのでしょうか。 
通訳:  どういったらいいですかね、数ではなくて。 
山本:  全部のユニットが同じ価値を持って、同じ価値だという前提で今やっているんで

すね。ユニットの中に、価値が違うものがいろいろありますよね。 
山本:  何匹の魚を多く生育できる状況になると実はものすごく貴重種と言われているよ

うなものが生育することが可能になるということになると、1000 を超えるか超えな

いかというときに、単純な数ではなくて、質が上がる場合がありますよね。そうい

うものが存在するときには。 
Scodari:  皆さんのいうことは理解できますが、我々が今までやっているモデリングの中

には、それはまだ入っていません。そして、それは視点が違うからだけれども、継

続性というようなことで見ているから、まだそこまで見ていないので、こういうの

は短所であるという意見も聞いたりしますと。ある人たちの考えは、ある程度の事

業さえやって、例えば水の流れとか強さを元のとおりに修復したら、後はほったか

らして自然に任せたらどうか。そうしたら自然が最初のきっかけをもらって、最初

の状態さえ健全にしてもらったら、時間がかかるかもしれないけれども、自分たち
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でよくなっていく、直っていくというようなことを言う方たちもいます。 
Pietowsky : 結局アメリカもそうなんですけど、多分日本もそうでしょうけれども、環境

的な評価、分析というとどうしても主観が入るといったらいいんでしょうか、そう

いうニュアンスもあるので、何かと物議をかもし出してしまう。 
  もしかしたら最後まで見ていったらだんだんわかってくるかもしれませんけれど

も、アメリカでもそのような人間が求める人間としての価値みたいなものをどうや

って質を数値として表すことがいいんだろうか、トライはするけれども。 
  夕飯を食べながらこの辺のところをいろいろ話し合っていきましょう。5 時 54 分

に予約を入れていますので。数分したら立たなければいけないので。 
Scodari: 自動化されたソフトウエアですが、対費用効果、これは非常に強力なツールです。

もしマネジメントの方法、やり方、こうやったらどうなるかとか、いろいろなバリ

エーション、そういったものも見られますので。 
山本:  いただいてもいいのですか。 
Pietowsky : はい。今日のプレゼンテーションの終わりの部分は、夕飯のところでディス

カッションするかもしれません。環境的な意義とか価値をどのように実際に表現で

きるか、それについてはまた話もできるし、E メールで質問してくださってもいいん

ですけれど。 
通訳:  あのコピーもくださるということなので。 
  これには使い方、指導部分も入っているんですけれど、これを使ってみたらどう

ですか。それをしながら、コピーいただきますけれども、あれを見ながらやると、

英語で表現しているからこう言っているからちょっと首をかしげるようなこともあ

りますけど、まず 1 つはプレゼンテーションを最後まで理解できるということと、

使いながらやるともっと理解がはっきり焦点が合うと思うとおっしゃっています。

その後でコメントがあったり質問があったら E メールをするとか、そんな形でいい

ですかね。 
Pietowsky :小さい記念品ですけれど、歓迎の意を表して皆さんに差し上げたいと思います。 
  出る前にみんなで一緒に写真を撮りましょう。アメリカ訪問の残りをエンジョイ

してください。 
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【訪問先 ： Coastal and Hydraulics Laboratory】 
訪問日 ： 2003 年 11 月 14 日 9 時～16 時 
面接者 ： Ms.Pope 
        

 

 
Ms.Pope : 説明をいたします。これから私、ちょっとお話しいたしまして、その後はビデ

オテープを見ていただいて、組織全体の概要をご説明したいと思います。 
  ここはエンジニア・リサーチ・アンド・デベロップメントセンターと言います。

ニックネームで ERDC（アーディック）です。具体的には我々は工兵隊の一部です

し、陸軍の一部ということにもなり、陸軍ですので防衛省の一部と言うことにもな

ります。 
  ですから、我々は R＆D を工兵隊のためにもやりますし、陸軍のためにもやりま

すし、防衛省全体のためにもやります。陸軍のみならず、海軍、空軍、海兵隊だと

か沿岸警備隊だとか、防衛省の傘下にあるもののすべての機関の R＆D をやります。 
  皆さんは ERDC の本部にいるわけですけれども、この本部以外にも 3 カ所このよ

うな研究所と呼んでおります場所があります。全米の他にあるわけですけれども、

それらがどこにあるかはビデオを見たらわかります。 
  今日皆さんはこの本部の中にある 2 つの研究所を訪ねますけれども、1 つは環境研

究所、この後見学をしていただくところです。その後は CHL と呼んでおりますけれ

ども、コースタルハイドローリックスラボラトリーです。 
  質問があればしてください。ビデオを見ましょう。ビデオを見た後でも質問して

ください。いつでも質問があるときはしてください。 
  ビデオを見ていただいている間に名刺をとりに行ってきます。 

Ms.Pope 

－87－



（ビデオ） 
Hintson: ビデオでおわかりだったと思いますけれども、我々ERDC では、軍全体、陸軍、

海軍、全部のために多くの仕事をします。 
  予算からいきますと、MW（ミリタリーワーク）が 70％で、CW（シビルワーク）

が 30％です。 
  皆さんが関心のある水資源関係、水関係のリサーチはCWのほうに入っています。 
  研究所はここだけではなくて、１つはニューハンプシャー、イリノイ、アレクサ

ンドリアにあります。４箇所全体で働いている人たちが 2000 人です。2000 人のう

ち、1200 人がここの本部で働いています。連邦政府の職員という意味だそうです。

そのほか、契約で仕事をしている人たちもいます。ですから、具体的にはたくさん

のコントラクター、アウトソーシングをしています。 
  別の言い方ですけれども、2000 人のうち大体 1500 人ぐらいはエンジニアの方で

す。ほかの人たちが、私も含めてですけれども、サポートをするスタッフです。 
  何か質問はありますか。 
山本:  ERDC といわゆる工兵隊、その関係というのが、おととい行った IWR 本部は水資

源のことがほとんどだったですね。ここの施設はミリタリーの部分も相当ありまし

た。その組織の関係というのはどうですか。 
Hintson : 工兵隊はまず仕事をするときに地域、地区に分かれて仕事をします。地区（デ

ィストリクト）が地域（デビジョン）の下です。デビジョンの方が上位です。報告

は上部に行います。デビジョンが上で、ディストリクトのほうが下です。工兵隊の

中には 8 つのデビジョンがある。 
  Vicksburg には 3 つの工兵隊関連の組織があります。この中に Vicksburg ディス

トリクト、8 つのうちの 1 つがここにも存在します。 
  このディストリクトは上位のミシシッピ流域デビジョンというのにレポートしま

す。そのミシシッピ流域デビジョンというのは、名前のとおり、ミシシッピ川の流

域全部をカバーしますから、ミネソタ州のセントポールからニューオーリンズまで

カバーしているデビジョンです。 
  いわゆる指令は上から下に、下から上に、こういうことですが、デビジョンとし

てはミシシッピリバーバリーデビジョンで、その中に属するディストリクトは 3 つ

あります。1 つが Vicksburg にあるものですけれども、1 つはテネシー、1 つがミネ

ソタのセントポールにあって、もう 1 つがメンフィスディストリック。3 つしか言わ

なかったけれども、例として挙げただけですがそのようにディストリクトオフィス

がいっぱいあって、それがデビジョンでまとまっています。それぞれの 4 つのデビ

ジョンがワシントンにあるヘッドクオーターにレポートします。 
  ERDC は全然別のものです。我々は R＆D の組織で、ディストリクトだとかデビ

ジョンを通してレポートするのではなくて、直結でワシントンの本部に報告します。 
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  あなたの質問は鋭い質問だったと思いますけれども、ここに住む人間だってその

辺のところがはっきりわかっていないと思います。 
  何か質問はありますか。 
通訳:  帰るときにあのビデオはくださるそうです。メモを取り損ねたところとかあれば。 
山本:  全体の 30％の予算が CW だということですが、4 つの機関がありますが、大体ど

のぐらいの割合でそれぞれの機関が予算をとられていますか。 
Hintson : 予算ですが、2003 年の予算は 2003 年 10 月 1 日から来年 2004 年 9 月 30 日ま

でが財務年ですが、6 億 2000 万ドル。それを 70％が軍関係で、30％がシビル関係。 
  その機関というよりも、もちろん分け合っていますがわかりません。ただ、私が

言えるのは、その中でも Gio テクニカルアンドインストラクチュアルというのが一

番予算が多いです。 
通訳:  Gio というのは地球のとかそういうことで、テクニカル、技術的なことと、インス

トラクチュアルは指導するとか勉強するということですけど、どうしてこれが一番

多いかというのは、実際にアメリカが戦争しているからです。アフガニスタンでも

やっているし、イラクでもやっているので。だから、実際にこれのビデオを見てい

てもわかりましたけど、テラエンジニアリングというのがありましたが、IT を使っ

て現場にいる兵隊が今こういう問題に出くわしているが、どのようにしたらいいか

と、テレビ電話で話して、リサーチの人たちがいろいろモデルを用いて、あそこだ

ったらこの辺のところに橋を架けて、この辺はこのような車を使ってとか、作戦を

立てたり、そのときの戦争に勝つためにですけど、そういうものもやるとビデオで

も言っていましたね。だから、そういうのがテクニカルインストラクチュアルにな

りますよね。こういうやり方をしなさいというわけですから。 
山本: さっきのペンタゴンのというのは、研究成果で 100 人以上の命を救ったということ

だったですかね。 
通訳:  言っていました。あれだって、ただ何も考えないで、R＆D なんかしないで建物を

建てていたら、もしかしたらもっと被害が大きかったかもしれないというような言

い方でした。私もそうだと思う。訪ねていって、後で修復工事が終わってから中に

入ったことがあるんですけど、ペンタゴンはああいうふうにして建てるのだってほ

んとうは意味があるんですよね。こういうところから衝撃があっても、中まで行か

ないから、あの飛行機もここで止まっていました。 
山本:  そうみたいですね。 
通訳:  だから、衝撃に対するというのもあるでしょうし、ほかの意味合いもあると思い

ますけど、ああいうものですら、あのような施設ですら、そんなふうに確かにビデ

オでは言っていました。ちゃんと我々の助言通りに施設を作っていなかったらもっ

とひどい被害に合っていただろうと。 
  だから、例えばそれに加えて、ミリタリー関係の基地の設計も 3D なんかでシミュ
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レーションしてやりますが、ここではどういうトレーニングを行うからこういう施

設がなくてはいけないとか、住宅はどの辺に置いたらいいんだとか、この辺は運動

場を置くとか何とかというのもみんなやりながら、それは機能だけではなくて、機

能の中には継続性、省エネだとか、そういうことも、環境的なこともみんな含んで、

総合的にいろいろ設計をやって、将来の成長だとか、そういうのを見込んで設計を

行って、このようなインスタレーションをしなさいといって指示が出る。 
山本: ＣＷの中には水関係でほかに何かあるんでしょうか。 
Hintson : 陸軍海兵隊の管理内のディストリクトだとかデビジョンのための閘門や堰、ダ

ム関係の R&D をやると。 
  次に環境研究所というのを見学しますけれども、そこではたくさんの CW 関係の

R＆D をやっています。 
  時間だから動きましょうか。 
通訳:  彼女に行きながら質問してもいいですけれども、次のガイドのウイルソンさんも

いろいろ知っているから、彼にも聞いてくださいとおっしゃっていますが、最終的

にはあのビデオとインターネットでここのことを調べてみて、わからないことがあ

ったらまた E メールで質問するとか、そういう感じでしょうか。 
Hintson: ここの訪問を楽しんでください。 
 
（車で所内を移動）DSS８ 
Willson: この様な建物にはいろいろな模型があります。 
通訳:  あそこは大学院と言いましたから、何ですかと聞いたら、ここで働いている人た

ちが大学院で博士号をとりたいとか、そういうときにはあそこに行って研究をする

ところです。 
山本:  日本でも同じですね。 
Willson : これが今建設中ですけれども、いずれはコースタルアンドハイドローディック

ラボラトリーです。この前方は Gio ストラクチュアルラボです。 
通訳:  目で見ると、100％どういう意味で言っているのか、どういう計器を使って、どう

いうところまでカバーするのか……。 
Willson : 70％の仕事が軍のためにやる仕事です。 
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（環境研究所） 

 

通訳:  肩書きとかおっしゃったけれども、全部聞き取れませんでしたので、名刺をいた

だいたら、それにみんな書いてありました。 
Willson : こちらにいらっしゃる方はドクターミラーです。 
Miller: 淡水の川だとか、淡水学の研究です。 
Miller : これは川に生息していますが、淡水のムル貝です。これはこの倍ぐらいの大きさ

になるそうです。こういうのを勉強することによって人間がすることの影響がわか

ります。浚渫工事をしたり、堰をつくったり、ダムをつくったり、いろいろ人間が

やりますね。それがその環境に住んでいる動植物にどのような影響を与えるか、そ

ういう研究の一部としてこのムル貝を指標ととして行っています。 
山本: 例えばこれはどういうような指標というのか、例えば環境がよくなった、悪くなっ

たということはどういうふうに判るのですか？ 
Miller :いい質問ですね。結局我々が言うのには、対生殖、次の世代、小さい貝を生産する

わけですけれども、コンスタントにやっているとそれはいい証拠で、環境はよくな

っているんだというようなことです。 
 ある動植物は環境の変化に強いのと弱いのとがありまして、だから、環境の変化に

順応できる、順応しにくい、そういうものを見極めたりもします。 
岸田: こういう研究では、水質の関係が非常に影響があると思いますが、それについては

どのような。 
Miller : 2 つやります。水と侵食、堆砂、結局泥が溜まっている泥の内容ですね。そうい

うものは泥のところに住んでいますから。 
岸田:  底質は。 
Miller :これなんかは貝殻が薄いんですけれども、こういうタイプのマスルですと、どろど

Andrew C.Miller
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ろした泥のようなところに生息して、時には軽いので泥の上のほうにも浮いている

そうです。 
  アーカンソーで溝か何かがあるらしいんですけど、深さは浅いですね。膝ぐらい

ですから。だけども、すごくどろどろしている。この辺から出てきたのがこの貝殻

の薄いマスルです。 
  例えばこれは……。 
山本:  絶滅危惧種か何かですか。 
Miller : 全くそのとおりです。絶滅寸前のものだから保護しないといけない。この写真は

泥の上に浮いているのをみんなで手でとって、実際にほかのところに移して、その

後浚渫工事をやったそうです。浚渫工事は農業の関係のためにやらなくてはいけな

かったわけです。どろどろしている部分が深いものですから、どろどろし過ぎてい

ますから、薄い貝殻を見つけたわけですけれども、これはどのぐらい回収できたか

ということですけれども、今まで 7 回そういう作業をやったんですけれど、まだ見

つけています。だから、ほんとうは絶滅寸前のこれを保護するという。 
山本:  どこへ持って行くんですか。 
Miller : 2 カ所指定してやっています。1 キロメートルぐらい離れた似たような環境のと

ころです。やはりどろどろしたところです。 
  もう 1 つの現場は 100 キロぐらい離れたところですけれども、そこはこれほど環

境がこのムル貝のためには良い環境ではないですが、この種類のムル貝が繁殖する

ように、それをやってみようということでトラックに乗せて持っていってやってい

ます。 
  3D といって、山の峰みたいなものが 3 つありますから……。これでボタンをつく

っていたと。ボタンに使っていたんですけど、日本とか中国に輸出されていて、あ

ちらのほうではこれを核に切って、養殖の貝の中に埋め込む。1 年たったらその周り

が丸くなって真珠になっているけれども、日本や中国から来る淡水の真珠は 90％ぐ

らいがアメリカから行ったムル貝です。 
山本:  これはアジアクラム。 
通訳: 淡水のアサリですかね。シジミですね。 
Miller : こちらのほうはスムーズだけれども、このシジミタイプはぎざぎざしている。 
  あれはどうやってきたのかわからない。来たときは食料品として来たのかもしれ

ないけれど、サンフランシスコに初めて来た。 
  これはカスピ海から来ているまた別のムル貝です。 
山本:  これと似たようなものが、日本には韓国から来ています。やはりよくない。いつ

もパイプの中に詰まるんです。 
Miller : これがもともといたムル貝なんだけれども、その外側にこうやって繁殖するもの

だから、貝の命をとめてしまうことになる。 
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ｷｬｻﾘﾝ:後でお名前とか、できたら名刺も届けます。 
この研究所のメンバーの生物学者です。キャサリンです。 
対象になりますのは、大きな川から小さな小川みたいなところまでカバーします。 
対象の魚ですけれども、絶滅寸前のタイプの魚から、害魚です。 

山本:  外来魚のことですか？ 
通訳:  ミースタンスだから違います。ミースタンスというのは邪魔だとか嫌だという、

問題を生ずる。 
ｷｬｻﾘﾝ:  大体現場に行って仕事をすることが多いですが、実際の魚などを捕まえてきて、

現場で生息地の生息状態を観測します。 
  残りの仕事はここでやるわけですけれども、まず魚を水槽の中に入れて住居を与

えるということと、どのぐらい長生きするか寿命を観察するということと、泳ぐ様

子を見ます。泳ぎ方。 
岸田:  泳ぎ方、流速、流れを与えて遊泳力を測っているんですかね。 
ｷｬｻﾘﾝ:  魚はこの中のトンネルをずっと行くわけです。流速を計測していますから、強度

を調整することができます。水の流れを強くしたり、弱くしたり。 
  この水の流れは同じように。魚を入れますと、魚は水に逆流で泳いでいかなくて

はいけない。流れの仕方を強くすると押し戻されて、泳いで、前に進む。その魚が

耐えられることができる流れは、これが最高であるというのがわかります。 
  このような研究が必要なのは、さっき言った支障になる嫌な魚というのはどこか

にまとめて、この辺だけで生息してくれたらいい。そのための何かをつくる。その

ときにこの様な習性がわかっていたら、その辺だけは強い流れのものが出るように

しておけば、この魚はそっちのほうに出て泳いでいきませんので、そこに内包する

ことができて、外に行かせないようにできるから、それで必要なんです。 

ｷｬｻﾘﾝ 
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山本: 日本だと堰の魚道の設計をするのに大体どのぐらいのスピードが、例えばアユなら

アユの遡上のために必要かというか、どのぐらいの最高流速が限界なのかというこ

とに使えそうな気がしますけれども、そういうことですね。 
ｷｬｻﾘﾝ: それは小さいですけれども、もっと大きな施設があれば。 
岸田:  そのバリアを魚が超えるのに、ジャンプの仕方とか、ジャンプするためにはどの

ぐらいの深さが必要だとか、そんなことはやっていないんですか。 
ｷｬｻﾘﾝ:  泳ぎの型を調べるということでやっていますので、これは初歩的なものだけれど

も、これをもっと開発していけばそういった研究もできると思います。ほかのとこ

ろでは堰のようなもので魚がどうやって上に上がっていくかというのを研究したも

のや階段式のものを使って研究しているところもあります。 
  あちらの人たちのほうがそういうタイプではエキスパートでしょう。 
  これはナマズの尻尾の肉です。 
山本:  本物ですか？ 
ｷｬｻﾘﾝ: これはナマズの一種ですけれど、尻尾に特徴があり、テールピングキャットフィッ

シュと呼んでいます。 
 

山本: 剥製ですね。 
ｷｬｻﾘﾝ: 剥製みたいにしていますけど、そういうものです。 
 これは鎧を着たキャットフィッシュとも言われます。こっちから触ってごらんなさ

い。どれぐらい甲羅に覆われているかがわかるでしょう。 

 
  このセールシンキャットフィッシュは魚としては繁殖に成功している魚です。す

ごく頑丈だし、健康だし、強いし、幼魚を保護するのがうまくて、そしてこの横背

のヒレがありますよね、あれで土手に穴を掘る。あの中のところが巣になってます
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が、オス魚がこれで穴を掘って、そこを住処にしている。外来魚です。サウスアメ

リカ、熱帯地方から来ています。この辺の魚ではないんです。 
  私たちの想像では、この魚は水藻をよく食べるので、水藻を退治するのに南アメ

リカから連れてこられたと思います。テキサスの川なんかにも放し飼いにしたりし

たそうです。それから、いろんな水族館でも、こういうのに藻を食べさせるという

ので、それでわざわざ輸入してきたものでないかと思います。 
  これはテキサスのサンアントニオで撮られた写真ですけれども、この魚がこんな

ことをするとしたら堤防が破壊されるとか、崩れてしまうとか、そういうことが起

こります。だから問題だと我々は認識しています。 
山本:  これはどのぐらい掘っていくんですか。 
通訳:  深さですか。 
ｷｬｻﾘﾝ:  3 から 5 フィート、90 ㎝から 1.5ｍ。手を入れても届かない。だから、たくさんの

ダメージを起こします。 
  テキサスのサンアントニオ川で捕まえた本物です。 
山本:  それはピラニアですか。ピラニアではない？ 
ｷｬｻﾘﾝ:  でも、似ています。ピラニアと同じ分類に入るんじゃないかな。 
  この 2 つは関係なくて、ここにたまたま入れているだけです。何か知っている人

がこれをペットショップに返したいんだけれど、ペットショップが受け取らないか

ら、どこに入れていいかわからないから、ここに入れようかと入れているんです。 
岸田:  日本にも北米から入ってきた魚で、釣りのために入ってきて、貴重なアユだとか、

いい魚の卵を食って、困っています。ブルーギルとかブラックバスとか。 
ｷｬｻﾘﾝ:  そのような問題は、いろんなところでいろんな人が同じような目に遭っています

ね。これは魚の名前です。これはエンデンジャードテーテーです。 
山本:  希少種のほうですね。 
ｷｬｻﾘﾝ:  サンゴ礁がいた時代からいたような、ある意味では古代から住んでいる古いタイ

プの魚なんです。 
山本:  すごいですね。 
ｷｬｻﾘﾝ:  成長が遅くて、成魚になるのに時間がかかります。 
山本:  チョウザメの一種ですね。 
ｷｬｻﾘﾝ:  そうですね。これは卵もたくさん産むんだけれども。キャビアをとるロシアンハ

ーゲンの仲間です。 
  これはミシシッピ川がネイティブの魚ですけれども、キャビアをとるロシアンハ

ーゲンのように大きくはならない。 
  ここにいるこの魚は実際に現場で捕まえたものではないです。ミシシッピ川で捕

まえたものではないです。養魚所からもらってきたものですけれども、これを使っ

ていろいろ泳ぎの、どのぐらいの水流のところだったらとか、そういたことを調べ
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ていますけれど、ほんとうは連邦政府からそういう絶滅危惧種でも、ここは捕まえ

ていいと、研究のためだからと許可をいただいて、現場に行ってなるべくいろんな

ことを研究していこうと思います。数もはっきり把握していませんので、ほんとう

に絶滅寸前にあるのか、ある程度しか絶滅の危機はないのか、その辺のこともわか

っていないんですけれど。だから、今調べています。 
山本:  養魚所というのはどういう意味なんでしょうか。養魚の目的ですけど、商業目的

ですか。 
ｷｬｻﾘﾝ:  公の研究用だとか。 
山本:  数が少なくなっている理由というのはわかりましたか？ 
ｷｬｻﾘﾝ:  環境問題でいろいろ反対運動をしているような団体の人たちが、工兵隊が水路を

いろいろ整えてきたからこういうことになってきていると言っていますので、今、

我々も調べています。 
  結局数が少なくなっているのはそういったものだとか、あるいは何が生息地をだ

めにしているのか、もしかしたら堰だとかダムをつくったことによって動きを変え

たからとか、卵を産む時期にそれを阻害するような何かをやっているのかというよ

うなことも知りたいし、何はともあれこの魚がより好む状態が何かというのを今調

べています。 
山本: そういったものは淡水だけしか住めないんですか。少しでも汽水域というか、海水

がどこかに混じって。 
ｷｬｻﾘﾝ:  これは淡水だけです。ただ、ミシシッピ川でもメキシコ湾に近いほう、あそこに

はゴルフワンサスタージェンというのがいますけど、それは海水から淡水にかけて

動き回っています。あちらのほうは両方いいでしょう。だから汽水域でいいでしょ

う。でもこれは純粋に淡水。 
  ですから、この研究の目的はこの魚についてなるべくたくさんのことを知ること

によって別の科の野生保護活動の方たちと一緒に協力して数を増やしていこうと。

それが最初の目的です。 
山本:  ミシシッピにはこのような貴重種と考えられているのは何種類ぐらいですか。 
ｷｬｻﾘﾝ: アリゲーターガーというのもあるし、アユのパドルフィッシュ、ここの前のところ

に舟をこぐ櫂のようなものがついている、あれをパドルフィッシュ、あれもそうで

す。こういうのはみんなキャビアをとるために捕獲されていて、貴重種になってい

る。 
  あとは小さいメダカのようなタイプのでも貴重種になっているのもいます。 
  こういうのも食べられるんです。卵をみんなキャビアと呼んでいるらしいです。 
  これは我々のデンシクラックです。スイムトンネルと同じように使いますけれど、

どこかでバリアをつくったり、水の流れの強度を変えたり。 
  これはレイクスタージョンです。湖から来ているスタージョン。一種のサギです
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よね。 
  アリゲーターがいますから見ますか。私の同僚が捕まえたんです。これを学校に

持っていって子どもさんたちに見せたりします。これはもともと警察署の裏で見つ

かって、連絡があって、同僚の人がとりに行ったんです。 
  これを連れていろんなところを訪ねていって、ボーイスカウト、学校なんかにも

訪ねていって。それから、子どもだけじゃなく、大人にも殺したりする必要はない、

大切にすべきであるということを教えます。 
   このオスのアリゲーターはいい待遇を受けて飼っています。ちゃんと三食おい

しいものをいただいて、いいお世話を受けています。 
山本: 何を食べるんですかね。肉とか。 
ｷｬｻﾘﾝ: カプテルスリームとか、ナマズのヒレ、三枚に下ろしたところ、薄く切ったものを

食べています。 
山本: 何歳ぐらいですか。 
ｷｬｻﾘﾝ:ここで 3 年飼っていますから、4 歳から 6 歳の間ではないでしょうか。このぐらいの

年齢になると体が大きくなるのはスローダウンします。 
  クリントン地区の警察から連絡を受けたとき、大きなアリゲーターがいるからと

りに来いと言って。 
 
 

 

A:  植物探検です。 
  これは外来で、侵入して害を与えるタイプの植物の研究ですけれども、ここでは

バイオマネジメントの研究です。 
  こういうふうに外来で侵略するタイプの植物であります。今までのやり方は、殺
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してしまうとか、機械的にとってしまうというようなやり方をしておりますけれど

も、我々としては別のやり方で管理しようということで、昆虫を使ったり、そうい

ったものを使ってコントロールしようというやり方を研究しています。 
  ほんとうはこれ以外のたくさんの植物も研究といいますか、仕事の内容に入って

いますけれども、今日は、こういうのはアクアティックタイプの植物と言われるも

のですけれども、今やっているこの 5 つを中心に今日見ますが、こういうもののマ

ネジメントのためにこういう昆虫を使って、そういった方法についてもお話ししま

しょう。 
  これはウォーターヒヤシンスですけど、これが最初にやったものです。 
山本:  日本でも全く同じです。 
A:  これは南米から来ています。南アメリカから 1800 年代後半に来たと思いますけれ

ども、花がきれいなものだから南アメリカから持ってきたのは女性だったですけれ

ど、これはあなたにもあげるわとみんなにあげちゃったものだから、どんどんと。 
山本:  日本だと、これは窒素だとかリンを固定するのに、リンを吸い上げて、水質を浄

化するのに使うということで研究したんだけれど、結局その後のこれの処理に困っ

て、あまりうまくいかない。 
岸田:  どんどん増えちゃう。 
A:  2つのウイーグルという昆虫と、これが2種類のウイーグルデルというのがあって、

あとは蛾の幼虫で、カタピラみたいなもの、あれがいいのです。これを食べる。 
  例えばその 2 種類のウイーグルとか蛾をやりますと、これはほったらかしておい

たら 3 フィートぐらいに大きくなるんですけれど、その昆虫をやっているとたった 1
フィートぐらいしか大きくならないし、それから、咲く花の数を少なくする。1 つの

花が何百万というような種を出してしまうんですけれど、そして、その種は 10 年間

ほっといて、10 年後に芽を出すということがあるんですけれど、だから、種の数を

減らすということは大切ですけれど、それにもこの 3 つの昆虫は役に立つそうです。 
  この 3 つの昆虫は、これだけが餌ですから、ほかの植物には手を出さないですか

ら、非常にそういう意味でも安全で使えます。 
山本:  その虫というのは日本の気候でも繁殖する可能性はありますか。 
A:  この植物が生息できるのだったら、そういう昆虫も生息できるから、できると思

います。 
  我々はテストしてみましたが、例えば昆虫に餌なんかやらないで、どこかに放し

飼いしても、そういう昆虫は死んでしまう。つまりこれしか食べないというのがわ

かっています。だから、安全でしょうけれども、日本でやる場合はやはりテストを

したほうがいいでしょう。もしかしたら僕たちのところにはそういう植物はなかっ

たけれど、日本の場合はあの昆虫たちがほかの植物を食べてしまうかもしれない。

テストして、食べない、これだけ食べるとわかってから使ったほうがいいんじゃな

－98－



いですか。 
  これも南米から来ていますけれど、名前は水レタスです。 
  ここと、ここと、生息地が出ています。同じようなところに生息します。 
  触ってみたら。これもやはりウイーグルを使います。殺虫剤とか化学薬品みたい

なものがこういう質の葉っぱをしていますので、中に入れませんので、やはりウイ

ーグルを使うそうです。 
  これはサルビニアと言われるものです。これも南米から来ています。これは植物

といってもシダといいますか、（通訳:ゼンマイなんかがとれるのはシダといいますよ

ね）。あれの一種ですけれども、いろいろな生物学者が、これが世界でも一番害のあ

る雑草だと呼んでいるそうです。このサルビニアというのは。 
  ほんとうはそれ 1 つ 1 つが 1 つの植物です。一体化していますが、ほんとうは 1

つ 1 つです。この葉っぱが 1 つの植物。 
  一番最初にアメリカで発見されたのは 1997 年ですが、今はハワイにもあるしフロ

リダにもあるし、ものすごく繁殖が高いです。 
山本:  どこから来たんですか。 
通訳:  南米。 
A: このような状態ですから、3 日間で倍になる。そうしたら、それがまた倍になる、倍

になるですから、パプアニューギニアではすごい被害が出て、1 つの村の人間たちは

その村を捨てて逃げなくてはいけなかったそうです。水面全部にはびこってしまい

ますから、自分たちは水も飲めないし、魚もとれなくなったといって村を捨てたそ

うです。 
山本:  これは何を栄養にしているんですか。 
A:  水の中からです。そうしたら水が酸性になってしまって、だから魚とかみんな死

んでしまう。これらは水の上に浮いているタイプの植物ですけど、これは根っこが

あって、水の中をフロートして、上のところに屋根をつくるタイプの、違ったタイ

プの植物です。これはアジアから来ています。 
通訳:  これは金魚の水槽に入れましたよね。 
岸田:  金魚藻ですね。 
A:  こちらのほうでは非常な問題を提供しています。貯水池がこれで全部カバーされ

ていることもあります。昆虫はハエを使います。コントロールするのに 2 つの種類

のハエを使います。 
山本:  ハエは中に入れないと思う……。 
A:  正面のところに卵を産んで、そうしたら幼虫が中に入っていって、茎の中とか入

っていってそれを栄養としてしまうので。後で見せてあげます。ユレシアンウォー

ターミリフォウルといわれる。 
A: これは我が国では問題になっています。 
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我々はこれを退治するのにも、さっきのウイーディドというのを使います。 

 
 これがハエの幼虫です。この辺が胃腸です。植物の中に入っていってしまう。さっ

きの藻を食べている、金魚の藻といっていましたが、あれを食べているところです。

ゆっくりゆっくり。 
  このハエはパキスタンから持ってきたハエです。今また食べようとしています。

食べ始めました。藻の繊維の部分を食べています。 
  これは葉っぱの中に住んでいます。この昆虫は 9 から 12 の葉っぱを食べます。 
山本:  1 日に？ 
通訳:  幼虫だから、次の変態をするまでに。卵が幼虫にかえって、次の段階になるまで

に 9 から 12 の葉っぱを食べておいて、次から次になるときに 16 ぐらい食べるから、

全体で 1 つの幼虫がハエになる前に 28 の葉っぱを食べると。 
山本: 葉っぱというのは、この小さいものを葉っぱと言っているんですか。 
A:  あの幼虫がこの中にいるんです。葉っぱの細胞を壊して、そこから食べたいもの

を吸い取っている。破っているというか、繊維のセルを破っていて、そして、吸い

取る。 
山本:  これは顕微鏡の倍率は。 
A:  ここでは 50 だけれど、映すときはもうちょっと大きくなっているでしょう。 
浜口:  これで植物を退治するというのはわかりますが、ハエが多くなりますよね。そう

いうのは問題ないのですか。 
A:  このタイプのハエは街なかに入ってきて、人間の周りとか食べ物の周りとか、そ

ういうのはしないそうです。水のところのその辺だけに生息するハエで、そこしか

いないし、外から見てもあまり見えないタイプのハエです。パキスタンから来まし

た。 
  テキサスに特別のパキスタンから持ってきたハエを育てているところがあって、
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必要なところに 100 万とか 150 万単位で持っていって放すそうです。そうしたら、

そこは補充しなくても自分たちで増えていって、コントロールを始めるんです。我々

のこういう方法論の美しさというのはそこにあると。一遍もとになるものを置いて

やれば、自分たちで増えて、自分たちでコントロールを始める。 
  ただ、欠点があると言う人がいるかもしれない。欠点かもしれない。化学薬品だ

ったら、やったら一時で終わってしまうけれど、これは自然と一緒にやりますから 3
年から 5 年かかる。だけど、長期でやれるということと、一遍やってしまったらず

っと継続的に循環してやれるということ。 
山本:  明らかな成功例というのは既にあるんですか。 
A:  フロリダにあるレイクセミノールというところです。テキサスにあるコリタクリ

ーク。 
山本:  セミノールというのはどのぐらいの大きさ？ 
A:  10 エーカー。 
山本:  それは全体に水藻が生えていたんですか。 
A:  オールオーバー。 
山本:  年数はどのぐらいかかったんですか。 
A:  こういう藻なんですけど、湖があったとしますね。岸から 20 フィートぐらい。そ

してこの辺は水面が見えているんだそうです。そんなタイプです。 
山本:  こういうウイーグルとかハエというのは天敵というんですか、鳥類とか、そうい

うのがいるんだと思いますけれど、その辺の循環はどんなふうになっていますか。 
A:  ハエのほうを話しましょう。まずパキスタンからこのハエを持ってきたわけです

けれども、そのとき、ものすごく注意深く検疫して、天敵を絶対連れてこないよう

にやりました。ところが、アメリカ原産のアブがこのハエをやっつけるというのが

わかりました。 
  それから、ウイーグルにしましては天敵の昆虫はいないけれども、全部ではない

ですけれど、あれを使っているあるところでは病気にかかっているというのがわか

っているそうです。（通訳:病気の名前はもらいますか？） 
山本:  いいです。 
A:  どうしてその病気にかかってしまうかがまだわかっていません。 
山本:  あれは何年前からスタートしたんですか。 
A:  1960 年代ぐらいから始めたけれど、その都度、対象になる植物が違うようで、1960

年代はターゲットがアリゲーターウイードといわれるもの、ワニの雑草です。次に

ヒヤシンスをやって、一番最初に見たのがそれです。1980 年の後半から 90 年、こ

れをやっています。左のほうのアジアから来た水藻。 
  もし皆さん、日本でもこういう問題があるとして、助けてほしかったら E メール

してくれたら助けてあげます。 
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（事務所での打ち合わせ） 
William D Martin :ようこそビックスバークへ。 
  この研究所ですけど、5 年ぐらい前に海岸部門と水理工学部門が結合されました。

現在は 240 人の職員がいます。150 万 ft2のスペースがあります。 
  研究は、地球全体というか、世界各地で行っています。実を言うと地球だけでは

なくて、宇宙空間も対象になっていまして、数年前ですけれども、火星の地下水関

係の研究のためのモデルをつくってくれと頼まれまして、やりました。方程式なん

かいろいろ計算し直さなくてはいけません。 
  こちらにいらっしゃるジョーンさんがこのCHLについてはもうちょっと詳しい形

で概要をお話しします。 
  残念ながら私は退席しなくてはいけませんので、その点、おわびいたします。心

から歓迎をいたしますので。 
山本:  お忙しいところを会っていただきましてありがとうございました。 
William D Martin :後で顔を出すかもしれません。これからいろんなスペシャリストとお会

いしますので。 
Andy Morang : 名刺を差し上げておきましょう。 
  これを差し上げてありますけれども、ここが我々のやっているプログラムの別の

分け方のリストですけれども、お役に立つのではないかと思って。それから E メー

ルアドレスもありますので、お役に立ててください。 
山本:  1 つ質問がありますが、ここはどうか知りませんけれども、工兵隊のホームページ

に日本からなかなかアクセスできないところがあるんですが、何か制御を掛けたり、

時間的な制約とか、そんなものがあるのでしょうか。 
Andy Morang : 確かにそうです。あるタイプの情報は工兵隊の職員でないと、関係者でな

いとアクセスできないものもあります。どこにファイヤーウォールが設けられてい

るのかも私はわかりませんので、そういう障害がありましたら、私に E メールして

ください。だめだったというふうに言ってくだされば、そのときできるだけの便宜

を図りたいと思います。 
  ここにハードコピーがありますのはこれから私がプレゼンするものですけれども、

まずは CHL について話をするのと、皆さんの興味があるのではないかと思うような

ことについてお話しすることにします。 
  シェルさんからは、ERDC のことについては習いましたよね。これからは CHL に

ついてです。CHL における活動についてお話しします。 
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  先ほど話しましたが、5 年前は海岸部門と水工学部門というのがありましたがそれ

を合併いたしました。 
  我々の役割は、工兵隊の中において、国内では、水運、洪水コントロール関係、

それから、海岸では暴風雨被害制御、暴風雨被害軽減などについて仕事をします。 
  工兵隊というのは国全体のプログラムを行いますけれども、かなりお金を使って

いろいろな仕事、活動をします。港湾事業もやりますし、舟運、水路確保、管理、

貯水池の管理、貯水池の管理に関しましてはレクリエーション関係も入ってきます。

それから水力発電なんかもありますが、そのような分野で仕事をしております。 
  ここではいろいろ研究も行いますけれども、海岸関係では海浜関係のリサーチを

やりまして、その中には養浜、それから防波堤関係。 
山本:  海岸堤防、防波堤ですね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ms.Pope : リサーチに使用するいくつかの施設を持っています。これは、我々が有してい

る施設ですが、海岸の土砂変動、土砂の移動について研究施設です。大きな水が溜

まっているところですけれど、後ろのほうに波をつくる装置がありまして、後ろの
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ほうに波が少しできているのが見えると思いますが、あの辺にありますのはポンプ

で水をもとに回収して、その水を使ってまた波をつくる、そのためのポンプです。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これはテキサスのギャルベストン湾に塩分がどのぐらい入っているかというよう

なリサーチもいたします。あの辺がギャルベストン湾の入り口になっていて、左の

ほうがヒューストンがあるところです。 
山本:  これは観測した値ですか。 
Ms.Pope : 計算モデルです。この右のほうが塩分がどのぐらいあるかという測量測定の数

です。色はみんな塩分の濃度を。 
山本:  一番上のスケールは何ですか。 
Ms.Pope : 上のほうが濃度が濃い、一番下のほうはほとんど淡水に近いものということで

す。 
山本:  2 万 ppm から 3 万 ppm ぐらい。多分 3 万 ppm か。 
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Ms.Pope : 工兵隊は浚渫工事をすることによって水運用の水路のメンテナンスを行ってい

ます。その責任が工兵隊にあります。浚渫工事をした後の土砂をどこかにもって行

ったりする、そういうものがどうなるか、そういうこともリサーチします。 
  その研究のためにいくつかの違ったモデルを開発してみましたが、短期で見るも

の、長期的に見るものなどです。結局、浚渫工事をしたら水柱というんですか、そ

このところにどういうふうにそういう浚渫で掘られた泥とかそういったものがどの

ようなところに沈殿して、どのぐらいかかってそれが拡散されていくのかというの

を見るものです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ノースカロライナにはりサーチの現場事務所があります。実際に現場でのリサー

チを行うところがあります。大体常に 10 人の人が詰めておりましてリサーチを行っ

ております。 
  800ｍぐらいの長さの桟橋があのように建設されております。あれはできて 30 年

ぐらいです。ここで常にデータを収集しているわけですけれども、波、それから水

のレベル、水の流れ、そういうものに対してビーチがどのようにレスポンスしてい

るか、対応しているか、それから気象関連のデータを常に収集しています。国内か

ら、あるいは国際的にリサーチャーの方たちがここに来まして、ここの施設を使っ

ていろいろなテストを行っています。日本からの研究者も来ました。 
山本:  貸していただけるのですか、そういう研究者にはその場所を。 
Ms.Pope : 全然構わないです。歓迎しています。いつでもそういう方に使っていただいて

いいということにしていますけれども、例えばある一時、あるチャンスのときは 20
から 30 人の研究者の方がいろんなところから来て、おのおのの研究をしますが、そ

のように同時にやったりすると、みんなで自分たちの研究のことを交換し合ったり、

教え合ったりするので相乗効果が出ていいです。そういうこともやったりします。 
  港を実際のどういうものをつくるか、どういう建造物にするかというデザインも

US Army Corps
of Engineers Engineer Research & Development Center
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しますし、防波堤もデザインします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  我々がリサーチしていいものをつくって、そのデザインしたものは製品名でコア

ロック(CORELOC)というのを作りました。それは我々の R＆D の成果です。その写

真はありませんけれども、これではないです。後で写真で見せてあげます。 
  港に関する研究としては、実際に模型を作ったり、コンピューターでシミュレー

ションのリサーチもします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  アラスカの港です。大きな暴風雨が来まして、あの右のあたりにかなりの被害を

受けました。波の状態をシミュレーションするというモデリングを行い、あの辺の

突堤なんかにどのような被害を与えるだろうというのもシミュレーションしました。

そういうモデリングをもとにして、あの真ん中にあるような突堤をつくって、そう

することによって港の内側に被害が起こらないように、それから、こちらのほうか

ら暴風雨の大きな波が来てもあの辺の建造物にダメージを与えないようにというも
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のをデザインしました。 
岸田:  ちょっと基本的な質問ですが、海岸とか港に関するシビルワークというのは陸軍

工兵隊がおこなっているのですか。全体によくわからなかったものですから。 
Ms.Pope : はい、ここで我々がやります。海岸関係の人間がやるわけですけれども、実際

にそういうものを操作してモデリングなんかも使いますけれども、それだけではな

くて、関係するディストリクトの担当に指導します。ソフトウエアの使い方、モデ

リングの方法などについて指導もします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  あとは、船舶のシミュレーションのソフトウエアも持っています。これは船舶が

どのように水路を通っていくか、あるいは運河を通っていくか。水路をどのように

動いていくかというのをシミュレーションします。そういうのを調べておいてから

港のどこにドックを置くかとか、どこに船をとめておくところをやるかとか、どの

辺に水路をつくったらいいのか、そういったものをデザインするのも、船舶のシミ

ュレーションモデルもつくります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これは模型のモデルです。これは実際のコンテナシップのモデルですけれども、

こういうようなものをつくりましてリサーチに使います。 
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  こういう模型を使って、実際に港の中でコンテナ船舶が動くということなんです

けれども、そういうのを実際にやるときには、経験の深い船長さんを呼んできて動

かしてもらって、実地と差がないようにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これはシミュレーションのモデルです。船の中から操縦しているように見えてい

ます。あれがコンテナ船舶のブリッジです。キャプテンが立っているブリッジです。 
  スクリーンに映っているのが港の実際の風景です。ブリッジのスクリーンの左の

ほうにはマップがありますし、右のほうには上から見た全体図というようなもので

す。ですから、オリエンテーションできるようになっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ms.Pope : これはオハイオリバーにある新しい閘門で（名前がオルムステッド）、そのため

のモデルを使っています。水の流れの強度だとか、条件を変えることによって、堰
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下流でどのような洗掘が生じるか等を検討しています。 
  別の研究所の土壌、地質関係の方たちとも研究を行って、我々のデザインの土台

がしっかりしているのか、ダムをつくったりして、安定性はあるのか、そういった

ことも共同でやります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これは実際に模型を使ったものですが、Kanahana 川の閘門です。（通訳:バージと

いうのは箱舟といったらいいんですか、いかだがつながったようなタイプの船です。

さっきのコンテナの船ではないですが、川を渡って曲がる時どのぐらい時間がかか

るとかとか、うまく曲がれるかについてやったんでしょうね。） 
山本:  上の斜めのやつ、青いのは何ですかね。軌跡ですかね。 
Ms.Pope : どのぐらいの幅で曲がっていっているというのが、さっき言ったようにバージ

の軌跡ですよね。これらによって実際の現場の地形を変えたり、施設を変えるべき

なのかというのがわかるし、一時に何台のバージが通っていくという交通整理がで

きます。交通コントロールのためにこういうデータを使っています。 
  アメリカでは、色々なところが協力してフロリダのエバーグレートナショナルパ

ークを修復して保全するということを行っていますが、このモデリングは地下水に

ついてで、エバーグレートのどこに地下水源があるかというのを調べています。 
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これは軍用にやったんですけれども、RIB（急速設置防波堤）の必要があったら、

素早く建造して、防波堤みたいなものをつくる、そのようなテクノロジーを持って

います。 
  このような砕波ですが、V の形にし、砂袋を持っていって、簡易に積出し、防波堤

のようなもの即席に製作し、水を静かにすることによって船が定着できて、そこか

ら荷物の積み下ろしが簡単にできるようにします。 
  これはモデルを使ってやります。こちらのほうは小型のものをつくって現場に持

っていってやったわけです。 
岸田:  非常によくわかりますね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ms.Pope : この分野でもたくさんの仕事をします。模型をつくったり、いろいろなデータ

を収集したりしています。 
山本:  このプロセスというのはどういうのですか。 
Ms.Pope : まず最初にやるのが水理的現象。波、水位、流況、流速。地理的にどういうこ

とになっているか。地質なんかも含めてでしょうけれど、地質的にどうなっている

のか。それから、浸食土の動き、浸食とその堆積と長期的に見てどのような動きが

あるのか、どのような傾向があるのか。人工的作用によりどう変わるか。（通訳:結局

海岸の変化ですから変化を長い期間で見るということです。広く長く見るととって

いいと思います。） 
  アメリカのコンセプトはすべてを過程で見て、長い期間でいろんなものを内包し

て複数のプロセスで見るということで、これを海岸でもやるし、河川でも、汽水域

でもやる。 
山本:  そうすると、エンジニアリングというのはその対策という意味になるですか。 
Ms.Pope : そのとおりです。プロセスを研究して理解するためにもコンピューターをツー
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ルとして用い、エンジニアリングのためにもツールを使います。エンジニアリング

の結果、影響についてシミュレーションを行い、そのプロセスを理解するのにも使

います。そのため、コンピューターによるシミュレーションを多く行うと同時に、

リアルのデータも収集する必要があります。 
岸田:  その場合に、例えば汽水域が一番関係するのですが、水質は非常に重要なファク

ターとしてあると思います。先ほど塩分濃度のモデリングがありましたけれど、水

質に関しても ERDC では扱っているんですか。 
通訳:  今この人たちが話しているのは海岸関係で、さっきのほうのところは河川関係で、

水関係の淡水のことをやる人たち。彼女から今我々が話していただいているのは、

コースタル関係です。 
岸田:  わかりました。 
Ms.Pope : 我々は行っていませんが、さっき行った環境研究所の人たちは公害、害という

ことを研究しますので、水質、水の汚染度、水の塩分濃度についても研究します。

環境ですから動植物が対象になりますから、生息地だとか、動植物が生きられるか、

生きられないかというのも入りますから、そういう人たちのところは特に水質を対

象に研究しています。 
通訳: ERDC のどこかで実施していると思いますが、今我々が彼女から話を聞いているの

は CHL の話ですから、ちょっとこんがらかっていますが。 
Ms.Pope : ERDC にはいろいろな研究所があり、みんなで協力して仕事をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これはその中の 1 つの例でもあるわけですけれども、浚渫工事をするときに、ウ

ミガメが問題になります。ウミガメは浚渫工事をしようとしているどろどろしたそ

のあたりに生息するのが好きなものですから、浚渫機械の一番ヘッドのところ、掘

るところによく引っかかってしまって、カメにもダメージを与えます。そこで、環

境関係の方たちと一緒に仕事をして、カメに害与えないように、カメの動きだとか、

US Army Corps
of Engineers Engineer Research & Development Center

Environmental Enhancement
環境機能強化

Sea Turtle Protection
海がめの保護

Wetland Restoration
湿地修復

Water Quality
水質

Habitat Creation, etc.
生息地の造成など
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そういうのを見極めることによって、我々の竣工機械の設計を変えるとか、竣工の

工事のやり方を変えるとかを検討します。このような時にほかの研究所と一緒に研

究をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  川の土手の環境を保護するということでは、土木構造とそうじゃないもの、簡単

に言うと生物学、環境学からの観点を一緒にして協力して仕事をいたしました、河

川堤防の修復保全ということでは。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ここに挙げていますのは、我々が今活用しているコンピューターシステム、モデ

リングシステムのリストです。 
山 B:  これは全部コンピューターモデルですね。 
Ms.Pope : コンピューターソフトによる解析です。 
 

US Army Corps
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Stream
Protection 
and
Restoration:
Bioengineering
河道防御と修復：
生物工学

Modeling and Analysis
モデリングと解析

• Surface water Modeling System (SMS)
　表面流モデリングシステム

• Watershed Modeling System (WMS)
　集水域モデリングシステム

• Groundwater Modeling System (GMS)
　地下水モデリングシステム

• Land Management System (LMS)
　土地管理システム

• Coastal Models
　海岸モデル

• w aves, currents, water levels
　波、流れ、水位
• sediment transport
　土砂輸送
• geologic evolution)
　地形形成
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  これが総まとめです。CHL で行っているものですが、今までこの中のいくつかの

サンプル的なものをお話ししましたけれども、ここで大事なのは、物理的というこ

とで実際に現場で計測したり、実験を行ったりすることです。これにつきましては

お昼ご飯の後にお話ししますけれども、特に皆さんはマニュアルの作成、開発とい

うこともテーマにあったと思いますので、それらについては午後にお話しします。 
  カフェテリアにご案内します。 
  メニューは、今日はナマズです。カフェテリアそれ自体は格好いいとか、スマー

トということではないかもしれませんけれども、味はいいです。 
山本:  実際、ヘッドクオーターでキャットフィッシュを食べようかと思ったら、彼らは、

ワシントンではなくて、ビックスバークで食べるべきだとリコメンﾄﾞしてくれたの

です。 
 
 

US Army Corps
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Summary of CHL Research Areas
CHL研究分野の要約

• Physical and Numerical
模型（実験）及び数値（実験）

• Data Acquisition, Management, Analysis
データ収集、管理、分析

• Hydrodynamic Modeling
水理モデリング

• Sediment transport (beaches, inlets, estuaries, rivers)
土砂輸送（海岸、入り江、エスチャリー、河川）

• Erosion and Shoaling Patterns
侵食と浅瀬のパターン

• Structure Configuration (Impacts, functional performance)
構造物の形態（インパクト、機能発揮）

• Navigation (harbor, entrance, mooring, vessels)
水運（港湾、入稿、停泊、船舶）

• Structure Design, Modification, Enhancements
構造物設計、改修、強化

• Dredging and Dredged Material Management
浚渫と浚渫物の管理

• Technical Guidance and Support to Corps of Engineers Offices
技術手引きと工兵隊事務所への支援
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Biedenharn: 私の名前は、ジョーンズさんがおっしゃったように、David Biedenharn と

いいまして、ここの ERDC の河川技術チームのメンバーです。 
  日本から皆さんにおいでいただいて喜んでおりますけれども、実は私、1970 年か

ら 72年、アメリカ空軍に所属しおり、横田基地に所属し日本にいたことがあります。

けれども、日本語は少ししかわかりません。 
  河川工学分野でもいくつかの専門に分かれましていろいろ仕事をやっております

けれども、１つは、例えば流れに対する河岸の安定化、それから水路設計、コンピ

ューターを使いましての 1D、2D、3D のモデリングなどをやっている人間もいます。 
  私の今日の話は、この言葉はワシントンで聞いたと思いますけれども、流域土砂

管理についてお話ししたいと思います。 
  私の考えでは、いろいろな研究テーマの中でもこの研究テーマが一番エキサイテ

ィングなプログラムではないかと思っています。この研究は非常に大掛かりなもの

でありまして、流域全体を、山から水が流れるところから、大げさに言いますとメ

キシコ湾まで見るというような形で土砂の動きについて研究するということであり

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これは流域土砂管理の典型的な集水域のある一部の写真ですけれども、浸食作用

が起きて土が川の中に流れ込んでいるのが分かります。また、水の流れ、水路自体

が障害を受けているということも見えます。そのほか、集水域の山の側面から土が

入り込んでくるというも見えます。 
  このような浸食土は、どこかに流下しなくてはいけないということで、どこに行

くかと言いますと、湖、貯水池、あるいは水路、河道に堆積していくということも

あります。これらの対処方法を考えなくてはいけません。１つは浚渫工事をやると

も考えられますし、もっと機能的に管理することもあります。 
 

Regional Sediment Management
地域全体の土砂管理
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  例えば左上の写真では、土手が浸食を受けて土砂が川の流れの中に入っていく、

こういう現場があります。今度は右上の写真ですが、そういう土手を安定化して、

川下のほうの例えば水路や湿原にまでそのような土砂が流れてきて堆積するのをど

うやって防ぐかということですね。 
山本:  この右上の写真で、これは石でとめてあるけれども、日本の場合だとブロックを

使ってコンクリートで固めたりすることが非常に多くて、逆に今それが非難を浴び

ているんですが、アメリカではそういうことはあまりやらないんですか。 
Biedenharn : 実を言いますと、日本と同じように我々も 20 年、30 年ぐらい前まではコン

クリートブロックで覆うやり方をやっておりまして、批判も受けておりましたが、

色々な研究を行いまして、今現在アメリカで行われているのが右の上の写真のよう

な捨石工で、長い期間に観測をしながら行っています。 
具体的にはあの石は石切り場から持ってきた石ですが、石灰岩です。そういう石を

切って持ってきて、土手の法先部にただ積み重ねていきます。その後、法先が洗掘

されると捨石も滑落してもよい。ただ、その法先の石灰岩で固めているところで浸

食を停止させておいて、その後自然に任せて植物が繁栄するのを待つか、必要があ

ったら自分たちが植樹したりしています。これが今の我々のテクニックです。 
山本:  ありがとうございました。 
Biedenharn :こういうテクニックのことを捨石工による浸食防止石、法先防護工と呼んで

います。我々が言う浸食防止石というのは、川の水際にずっと長く捨石工を設置し

て浸食防護を行う時にこのように実施します。この写真は植物がたくさん植わって

ないときに写真を撮りました。 
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Biedenharn :  こういうのを日本では砂防工。こうやってやっておきますと、水路が老

朽化したり、悪くなって破損を受けるということを保護することができます。 
山本:  落差工じゃないですか。 
通訳:  グレードというのは段差です。ABC みたいに段があることです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山本:  今の、ちょっと前に戻してください。縦方向のあれは何ですか。 
Biedenharn :これが浸食防止石です。何となく堤防みたいにも見えますけれども、所々に

置きます。すべてのケースではないですけれども、時々はそういうニーズを察知で

きるので、そういうときはタイバックのストラクチャーを、間隔を置いて。 
山本:ここでは洪水というか、水位はどこまで来るんですか。一番上ですか。 
Biedenharn : 一番上まで水が来ることもあります。降雨によって、流量が多くなっても、

土手ぐらいまで水位が上がることはよくありますが、どのぐらいの期間、どのくら

いの日数、水位が高いところまであるかということを設計するときに考えなくては

いけません。もしあの深いところまで 100 日もあるとか、1 年近くもそうだというこ

とになったら、あの石は上まで全部設置させないといけないと思います。ただ、こ
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ういう場合、これでよかったということは、水位が高く上がる時間が短期間だから

これでいいということになります。 
  こういう技術については、色々な種類があり、実はここでコースを提供していて、

コースの１つが堤防安定化コース、それだけで１つのコースです。いろいろなやり

方、方法論があります。 
山本: それは川によって、例えば年間の 100 日なら 100 日がその水位より下にある、例え

ば 100 日ぐらいの水位というところまで石を張りなさいとか、そういう規則みたい

な決められたものはあるんですか。目安というか、マニュアルというか。それは川

ごとの話ですね。 
Biedenharn :今はありませんが、今やっておりますリサーチの中の 1 つのテーマがもしか

したらそういう設計のための基準というものをつくることができるのか、できない

のかということをテーマとして行っています。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この様な技術を我々は「排水管工」と呼んでいますけれども、あれがパイプだそう

です。垂直の管、それからの出口が下のところにありますが、人工的にあのような

小規模の堤防をつくります。こういうのも排水管工。 
山本:  要するに水を上のほうからパイプを通して落とすわけで、表面浸食のガリ浸食を

防止するために、法面に流下させないように上で水を集めて管路で下流に流す。 
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Biedenharn : そうです。これは小さな規模のものです。これはすごく効果のある浸食作

用を防ぐ技術です。小さな流れのコントロールをするためにダムをつくることもあ

ります。 
  流域土砂管理というのは、そこでの浸食がわかる、ここからも土砂が出てくると

いうのがわかったとして、それぞれコントロールするわけですが、集水域全体でど

こから土砂が流出し、どこに堆積されるか、これをどのようにマネジメントするか、

そのようなやり方です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  色々な技術、色々な手法からその場所に適したものを選び、組み合わせて効果的

な方法を検討します。例えば、右の図の緑は土地利用対策、オレンジ部分は河岸防

御、黄色はいくつか例を見ましたが排水管工、洪水貯留施設や河床低下対策工等を

用いて最終的には流域土砂管理ができると。これが最終的なゴールです。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  このようなことについて研究を重ねていますが、実際の洪水で流出する土砂量と、

川底に堆積する量などの関係を理解するというのが非常に大切だとわかりました。 
  ウォッシュロードという言葉の定義は、浸食されて泥が水の中に入りますけれど

典型的なデモンスト
レーション集水域

土砂輸送　侵食問題

土砂堆積　氾濫問題

集落

凡例

深刻な土砂堆積

ヘッドカット

土砂で埋まった河川

土砂堆積と洪水防御のための
システムアプローチ

河川改修

土砂で埋まっていない河川

土地対策

河岸侵食防止対策

洪水貯留施設

河床低下防止施設

排水改善施設

Wash Load – Bed Material Load Relationship

ウォッシュロードとベッドマテリアルロードの関係

• Wash load is the material that is not found in appreciable quantities in the 
channel bed
ウォッシュロードは河床にほとんど含まれない材料の輸送

• Bed material is the material that is found in appreciable quantities in the 
channel bed
ベッドマテリアルロードは河床に含まれる材料の輸送

• Typically, the grain diameter for which 10 percent of the bed mixture is 
finer (D10)is selected as the dividing size between bed material and wash 
load.

　　典型的なケースでは、河床材料のd10を境にして、ベッドマテリアルロードとウォッシ

ュロードが区分される。
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も、それが水と一緒に下流に流される時に沈降しないものをウォッシュロードと呼

んでいます。そして、河床材料というのは、土砂が河床に溜まっており、ほんの少

しではなくて、実際に溜まったぞと感覚でわかるぐらいの量があって、そういうの

を河床材料といいます。 
  この「ほとんどない」の定義的にもなりますが、典型的には河床に堆積している

砂利、粒径の 10％粒径をウォッシュロードとしています。 
山本:  細かいほうがウォッシュロードで、それ以上は河床材料ですね。 
Biedenharn : 問題はある地点を通過している時、これはウォッシュロードであるが、下

流のほうに行ったら河床材料になるということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ここはミシシッピ川の縦断図で、上流のメンフィステネシーでは浮遊砂は 0.3mm

程度です、しかしビックスバーグやその下流ではそれがベッドマテリアルになるし、

メキシコ湾に到着したころはすべてが河床に堆積するようになる。 
山本:  今のに戻っていいですか。ウォッシュロードが 10％、D10 以下をウォッシュロー

ドと決めたときの根拠みたいなやつがほかにありますか。 
Biedenharn : この D10 というのは、アインシュタイン博士やサイモン博士が言い出した

ことなんだけれども、前の人たちは 6%みたいなことを言ってたんですけれども、彼

らが提案しています。ある人たちは D10 は主観的ではないか、そういうニュアンス

がないわけでもないが、そこに堆積している河床材料の中の 10％しかないものだっ

たら、河床材料の主要な部分になっていないわけだから、それはウォッシュロード

と見ていいんじゃないかというのがこのお二人の博士の考えであるということです。 
通訳:  それで答えになりますか。 
浜口:  それと、例えばミシシッピで D10 と言っていますけれども、もう少し山の急なと

ころに行ったときには同じような考え方で D10 というのは使えるんですか。 
Biedenharn : すべての川全体に使えます。コンセプトそれ自体は確かに使えます。ただ、

Mississippi River D10 Bed Material
(Average of cross channel samples March 89, June 89 and March 90 from Moody and Meade 1993)
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今の話で行きますと、ウォッシュロードの形がどうかというのは別ですよね。ウォ

ッシュロードが粘土のようなものかもしれないし、ロッキーの上流ではウォッシュ

ロードと言われるもののサイズがこんなに大きい（砂利程度）こともあるわけです。 
通訳:  だから、河床材料そのものは言っていませんね。たた、ウォッシュロードと呼ぶ

か、ベッドマテリアルと呼ぶか。エンジニアリングのために考えつくコンセプトみ

たいな気がしますね。 
  でも、わからない場合はもっと聞いてみましょう、せっかくですから。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Biedenharn : メンフィステネシーのすぐ南のところにあるヒッカハーラ・クリークの例

を取り上げてお話ししてみましょう。 
  このクリークは、洪水調節用の貯水池に流れ込みます。経年的にいつも土砂がこ

のように堆積して、詰まってしまうようなところです。 
  過去の 50 年ですけれども、いろんな人たちのグループがいて、この水路の流水部

をきれいに掃除するのですが、1 年、2 年たつとまた埋まって、詰まってしまう。 
  それで、1985 年に工兵隊が、この箇所だけを見るのではなくて、流域全体を 1 つ

のシステムとして全体を対象として検討を始めました。右下の図の赤い線で囲って

いるところが対象の全体、流域です。それから、線に点々で示しているのがヒッカ

ハーラ・クリークです。写真で見た貯水池は、左の上のブルーで示されています。

その手前のただあの辺だけの写真を我々は見ましたけれども、ほんとうはシステム

Hickahala Creek
Example

Hickahalaクリークの事例
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として見ますとこれだけの広い範囲にわたっています。 
  ヒッカハーラ・クリークの対象区域を浚渫工事する、それは決まっていたのです

が、今までのようにただ浚渫するだけでなく、システムとして流域全体を見直して

みようと。そして色々な手を加えておいてから最終的にあそこを浚渫するというこ

とを行いました。ある場所では排水管工を使ってやりましたし、あるところでは川

岸、クリークの岸はグレードテクノロジーを使ってやりましたし、あるところは土

地利用対策もやりました。 
山本: 貯水池に入る小さい渓流というのはたくさんあると思うんですけれど、ここを選ば

れたのは何か理由があるんですか。この貯水池に限ってのことですよね。 
Biedenharn : そうです。今日の説明はここをしていますが、1 つのフォールドウォーター

リバーなど他の地域でもやっています。 
  ここを選んだのは、もともと事の起こりは 1985 年に議会がこのような浸食作用制

御プロジェクトをパイロット事業としてデモンストレーションしてみてほしいと言

われて、我々のところでは、ミシシッピを半分に割って北のほうのにある色々な 16
の流域をデモンストレーションプロジェクトの対象として、ここを選んだと。 

  そして、最初は土地を整地し直したり、グレージングをやったり、排水管工をや

ったり、色々なことを最初の 10 年にやっておいて、最後にクリークの貯水池に入る

あそこを竣工しました。 
  あそこにある測量所から出ているゲージの記録です。1960 年から現在。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Biedenharn : これは径時的な記録ですが、左のほうが意味しているのは、クリークを

浚渫しても時間が経つと堆積が生じ水位が上昇するようになる。あの区域を地方自

治体の人間が浚渫作業をすると水位は低減するが、まただんだん詰まってきて、詰

まってきて、また同じようになっていくというのを物語っています。 
  1985 年ぐらいにもっと上流区域でいろいろな技術、方法を使って土砂コントロー

ルを始めて、そして 1994 年になって初めて浚渫工事をやって詰まっていた水路の水

位が低下していますが、その後、何も行っていないが、水路の水は低減、維持され
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ており、このような効果が出ている。 
  こういう状態が何年ぐらい続くか、効果がどのぐらい続くかというのはまだ疑問

ではあります。 
  このように見ると大きく改善されているわけですが、集水域を全体的に捉え、集

水期の上流のほうからいろいろな浸食防止工法を行ったと同時に、ウォッシュロー

ドの動きをいろいろ考えながら各種の対策を行った、その結果でこうなりました。 
  このようなデモンストレーションをやって、いろいろな研究成果を実際に実践し、

これを統合化して、土砂影響評価モデルというものを開発しようとしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名前は SIAM（サイアーム）と呼んでいます。集水域の一部のことをリーチと言っ

ています。部分、部分です。この SIAM を使うと、いろいろな集水域の色々な流れ

のところのリーチ、リーチでこのようなデータを収集し、最後の土砂資源というの

では、７つぐらいの項目についてのデータをとりまして、そしてコンピューターの

モデリングをして、１D ですけれど、解析を行います。 
  実を言いますと、SIAM というモデリングを開発しましたので、それを使ってさっ

Sediment Impact Assessment Model (SIAM)
土砂インパクトアセスメントモデル(ＳＩＡＭ)

SIAM

• The SIAM model provides a framework for combining channel 
morphological, hydrologic, and hydraulic information for a series of 
reaches representing a network of channels.  The algorithms use the 
connectivity between reaches to evaluate the sediment impact from local 
changes on the system from a sediment continuity perspective. 

　SIAMモデルは、いくつもの河川ネットワークに対する河川地形、水文、水理情報を組

み合わせるフレームワークを提供している。

　土砂の連続性という観点から、部分的な変化に対するシステムに対する土砂インパク
トを評価するために、いくつものリーチをつないだアルゴリズムとなっている。

SIAM calculates both an initial or short term response and a 
long term response.

SIAMは初期的、短期的、長期的レスポンスを計算する

• Init ial Response reflects the shorts term response to sediment management activities and 
is def ined as the channel response to wash load supplied materials.
初期的なレスポンスは、土砂管理活動に対する短期的レスポンスを反映するものである。これ
は、ウォッシュロードによって供給される材料に対する河川の影響として定義される。

• Long term response – reflects the morphologic adjustments in response to changes in bed 
material load quantity and/or gradation.  SIAM solves the sediment transport relationship, 
integrated over the range of f lows and adjusted for changes in bed material load gradation
長期的レスポンスは、ベッドマテリアルロードの量や粒度分布の変化に対する地形の調整作用
として現れる。

　　SIAMは、ベッドマテリアルロードの変化に対応しつつ、様々な範囲の流れを総合して、土砂輸
送関係を解く。

.
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きの同じ場所のものも ID のモデリングを算出しようということで。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これはリーチの川の流れの部分、部分を ID 番号を振ってコード化していまして、

支流はやっていなくて、H１A から H８までをお見せしていますが、現状が一番左で

す。あの数値なんですけれども、それは毎年、毎年河床材料が流れてきて――流れ

ていってしまったもの、土砂がそこに堆積しないで、水の流れと一緒に流れて動い

ていってしまうと。 
  どういうことかと言いますと、赤いのは危険信号ということなんですけれども、

土砂崩れとか何とかでどんどん来て、水の勢いでそれが流されるというのが別の研

究でわかっているのでしょう、それをマイナスしたら河床材料として残るものがあ

の数値なものですから、これだけ残ってしまったら、今度、水路が詰まってしまう

というので赤信号です。緑は安定化しています。プラスマイナス 3000 トンまでだっ

たら問題がないと見ていいと。 
  私もそう思いますけれども、ほんとうは赤いところはそこからだんだん埋まって詰

まっていくと思っていただいて、ブルーのほうは堆積している、緑のほうはほんとう

はもっと水の流れでとられて、水の流れの底が深くなっていっているということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Annual Bed Material Supply Minus Capacity (Tons/Year)
Reach Existing 

Condition
No Gravel
Mines

No Gullies Bank 
Stabilization

Reduced 
Watershed 
Supply 75%

H-1A 245,000 214,000 241,000 241,000 85,100
H-1B 48,000 42,000 47,600 47,600 15,800
H-1C 48,900 10,500 46,400 46,200 18,600
H-2 18,000 2,800 17,600 17,700 16,600
H-3 -2,100 -13,100 -2,100 -2,100 -3,250
H-4 2,200 -11,000 1,260 1,280 -1,090
H-5 -3,600 -3,600 -4,500 -4,500 -6,900
H-6 -9,600 -9,600 -10,400 -10,400 -11,800
H-7 -8,100 -8,100 -9,000 -8,970 -9,800
H-8 -12,200 -12,200 -12,600 -12,600 -13,200

Hickahala Creek

Answer Quilt for the Hickahala Creek Watershed
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  それが現状です。そのほか 4 つ、こうしたらどうなるだろう、こうしたらどうな

るだろうというのを 1D で解析します。一番最初にやるのは、河床材料の中にある砂

利を除去したらどうなるだろう。それを撤去してなくしてしまったらどうなるだろ

う。実はレキが H3、あのあたりにあります。だから、それをとってしまったらどう

なるだろうと見たら、こういうふうに変わります。赤は溜まっていくほう、緑はプ

ラスマイナス変化がない、ブルーはもっと洗掘するところです。水路が深くなって

いく。 
  だから、実際に浚渫工事をやったのは H1A、1B、1C、2、3 ぐらいなので、もし

かしたら H3 のあの辺にある砂利をとってしまったほうが、下流の溜まるということ

を防ぐことができるのではないかと検討できますよね。でも、待ってくれ、もしか

したらマイナス点は H3 とか H4、H5 のあの辺のところの川底が浸食されて、もっ

と深くなっていく、その問題もあるかもしれないな、そこをもう一遍見直さなくて

はいけないな。こういうモデリングをすればそういうことがわかると。 
  あそこには、ガリ浸食はないと言っていますが、今まで我々が説明を受けたので

は配水管工を使わないとしたら――その次の配水管工、堤防安定化も行わなくても

一番最初の現在のコンディションとあまり差がないというのが出ます。ところが、

今度右の集水域の上のほうのところで土地対策をすることによって流出土砂を 75％
まで減少できるという結果がモデリングすると出るわけですけれども、一番大きい

のは、一番最後の貯水池の近傍に来たときの河床材料の量が 245 から 85 まで減りま

すよね。 
  だから、こういうふうに SIAM を使いますと、このようなモデリングができて、

どういう方法論を使うかといったときの検討に役に立ちます。 
山本:  下の青いのが洗掘でしょう。 
通訳:  そうです。 
山本:  何で H6 とか H7、H8 というのは集水域の土砂供給を 75％落としたときに数字が

増えるんですか。増えるというか、マイナス方向に増えると思うんですけれど。一

番右側の。 
Biedenharn : もともとはマイナス 3600 だったと。で、マイナス 6900 になった。でも、

ほかのところでもっと深くなっていく。なぜかというと……。 
山本:  土地対策などで供給が減ったのか。そういうことだな。 
通訳:  土砂が入ってくるのが減るから。 
Biedenharn : これからどんどんサイアームを使っていきますけれども、例えば今年だけ

でも 6 つか 7 つのほかのウォーターシェッドリージョンを、6 つか 7 つのシステムを

サイアームを使って見るつもりです。 
山本: SIAM そのものの 1 つの例でもいいのですが、そういうものが何かファイルされて

いるというか、何かそういうのはありませんか。これを使ったらこうなるというん
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だけれど、使うもの自体、我々に対してはブラックボックスですよね。そこのとこ

ろを少し示しているものはありませんか？ 
Biedenharn : 去年できたばかりの SIAM ですので、今、博士号をとろうとしている学生

さんがどんどんドキュメントとしてコードなんかもしていますけれども、今日皆さ

んに見せているのは初期的な初歩的なものです。 
  とにかく持っているもの、二、三の短い論文が SIAM についてはありますので、

今日皆さんがここを出て行く前までに届けられた届けましょう。間に合わなかった

ら後で日本に送ってあげましょう。 
浜口: ホームページのところでHEC-RASという HECのプログラムに、河床変動解析を、

今コンピューターモデルを組んでいるとありますが、それとこの SIAM の関係とい

うのはどういう関係ですか。 
Biedenharn : そこの細かいところは、今度はデイビッドさんに聞きます。 
通訳:  HEC6 というのがあり、これは河床変動解析ですが、ただ河床の土砂移動のみの

計算です。 
Biedenharn : 今やっている SIAM がちゃんとできあがると HEC-RAS の中に組み込まれ

ます。 
  今、河床変動解析関係のものも HEC-RAS に入っていまして、それは河床変動の

の容量、どれだけ動くか、移動していけるかというものは既に HEC-RAS には入っ

ているんだそうです。 
  この SIAM ですが、去年つくったばかりで、今私たちはテスト中なわけで、ただ、

来週の月曜日にデービスに行ったら、あちらのギャリー・ブルーナさんという人と

話すと思うけれども、彼が話すのは、今年、彼はこの人たちがやってテストして、

それがだんだんしっかりしたものになっていくと同時に、これを HEC-RAS の中に

取り込もうとしている、そういうような話をなさると思います。 
  それで関係がわかりましたか。 
浜口:  時間があまりないので、1 つだけ、日本でも土砂の流域管理というのは非常に大事

だということで、今非常に注目していろんな調査がされていますけれども、その中

で、浮遊砂、先ほどウォッシュロードの観測というのが非常に大事で、難しい問題

だと思っています。工兵隊のほうでは、ウォッシュロードの採取ということに対し

て、現地、フィールドでとって物を測るというのにどういう方法をとっておられる

のか 1 つ聞きたい。 
通訳:  観測するときに現場に行って。 
浜口：  現場でどういう方法でとっているか。もしくはその資料があったら後でいただ

きたい。 
Biedenharn : 実はミシシッピ川とかほかのところでも USGS が中心になってそういう観

測基地を設置していて、そこでサンプルを採取しているんですけれども、P71 とい
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うのを使ってやりますが、土砂採取機というようなキーワードを使ったら USGS の

ホームページができるんじゃないかな。工兵隊でもそういうのをやる人がいますけ

れども。 
  まず USGS のほうから調べてみます。でも、USGS のホームページに出ているの

ではないか。土砂採取機とか、土砂採取技術みたいな。 
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Biedenharn : 次の説明者は Earl Edris さんで、洪水システム課の方です。ホープ博士が

言っていましたけれども、我々はいろんなリサーチをして、それはいろいろ複雑なん

ですけれども、それを単純化して、モデリングみたいなツール開発に持っていくとい

うのがここの工兵隊の ERDC でやっているいろいろなリサーチの主なことになりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Earl Edris： 略しまして WMS ですけれども、Watershed Modeling System についてお

話ししいたします。これは総合的な Watershed Modeling System です。 

Engineer Research and Development Center
US Army Corps
of Engineers

Watershed Modeling System 
集水域モデリングシステム

(WMS)

Engineer Research and Development Center
US Army Corps
of Engineers

WMS Modeling Overview　集水域モデリングの概要
• Comprehensive system for watershed modeling

集水域モデリングのための包括的システム

• Graphical user interface (GUI)
グラフィカルユーザーインターフェース (GUI)

• Common v isualization and data manulipation tools
一般的な可視化ならびにデータ操作ツール

• Multiple computational models supported
複数の数値モデルをサポート

– Empirically based, lumped parameter models
経験則に基づく、集中定数モデル

– Physically-based, distributed spatial parameter models
物理側に基づく、分布型定数モデル

– Single ev ent models
（短期的 )イベントモデル

– Continuous models
(長期的 )連続モデル

• Integrates multiple data sources to automate model parameter definition
モデル定数を自動的に同定するための複数のデータソースの統合

• Integrates directly with GIS through ArcObject
ArcObj ectを通したGISとの統合

• Widely used for civil and military applications
土木分野及び軍用への幅広い応用

• Connectiv ity to surface and groundwater systems
表流水及び地下水（解析）システムへの接続性

• Comprehensive system for watershed modeling
集水域モデリングのための包括的システム

• Graphical user interface (GUI)
グラフィカルユーザーインターフェース (GUI)

• Common v isualization and data manulipation tools
一般的な可視化ならびにデータ操作ツール

• Multiple computational models supported
複数の数値モデルをサポート

– Empirically based, lumped parameter models
経験則に基づく、集中定数モデル

– Physically-based, distributed spatial parameter models
物理側に基づく、分布型定数モデル

– Single ev ent models
（短期的 )イベントモデル

– Continuous models
(長期的 )連続モデル

• Integrates multiple data sources to automate model parameter definition
モデル定数を自動的に同定するための複数のデータソースの統合

• Integrates directly with GIS through ArcObject
ArcObj ectを通したGISとの統合

• Widely used for civil and military applications
土木分野及び軍用への幅広い応用

• Connectiv ity to surface and groundwater systems
表流水及び地下水（解析）システムへの接続性
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  ユーザーの方は、GUI（グラフィカルユーザーインターフェース）を使いまして、

これを使うことによっていろいろなタイプのモデリングが可能になります。 
  ですから、そのほかには一般的な可視化やデータ操作ツールもありますので、そ

れでユーザーの方は自分が適当と思うタイプのモデリングができることになります。 
  このモデルは、経験則に基づく集中定数モデルや物理法則に基づく分布型定数モ

デルもあるし、短期的イベントモデルや長期的イベントモデルなども含まれていま

す。 
  経験則というのは、昔起こった事象を基準にして、比較して行うということです。 
  それから、GIS なんかと組あわせることもできるし、水面解析、地下水解析モデ

ルとも組み合わせることができます。このようなモデリングをやる場合、集水域の

ここに書いてあるようなデータが必要になってきます。 
通訳:  モデルコントロール定数、地形データ、集水域データ、等です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Engineer Research and Development Center
US Army Corps
of Engineers

“Lumped” Representation of Watershed
“まとまりごとに”表現された集水域

• HEC-1
• HEC 

HMS
• TR-20
• HSPF

Engineer Research and Development Center
US Army Corps
of Engineers

Empirically Based, Lumped Models
経験則に基づく、集中定数モデル

• Subdivide watershed s into smaller sub- watershed s.
集水域をより小さなサブ集水域に分割

• A single p arameter valu e represents the entire sub-watersh ed.
一つの定数でサブ集水域全体を表現する

• Empirical relation ships relate flo ws to h ydrologic inputs.
水文量の入力に対する流れの経験則

• Advantages - easy to u se and wid ely accepted
利点　–　使いやすく、広く受け入れられている

• Disadvantages - requires substantial calibration data; not useful outside the range of cal ibration; and does 
not provide process information
欠点　–　多くのキャリブレーショ ンデータが必要、外挿にはむかない、過程に関する情報を提供できない

• Applicabil it y
適用性

– W atersheds with extensive calibration d ata
広範囲なキャリブレーションデータが存在する集水域

– Analyze events within calibrated range
キャリブレーショ ンデータの範囲での解析

– Best applications are on large basins when the model can  be continuously recalibrated, or tuned
モデルキャリブレーショ ンが継続的に行える場合の大流域への適用が最適

• Subdivide watershed s into smaller sub- watershed s.
集水域をより小さなサブ集水域に分割

• A single p arameter valu e represents the entire sub-watersh ed.
一つの定数でサブ集水域全体を表現する

• Empirical relation ships relate flo ws to h ydrologic inputs.
水文量の入力に対する流れの経験則

• Advantages - easy to u se and wid ely accepted
利点　–　使いやすく、広く受け入れられている

• Disadvantages - requires substantial calibration data; not useful outside the range of calibration; and does 
not provide process information
欠点　–　多くのキャリブレーショ ンデータが必要、外挿にはむかない、過程に関する情報を提供できない

• Applicabil it y
適用性

– W atersheds with extensive calibration d ata
広範囲なキャリブレーションデータが存在する集水域

– Analyze events within calibrated range
キャリブレーショ ンデータの範囲での解析

– Best applications are on large basins when the model can  be continuously recalibrated, or tuned
モデルキャリブレーショ ンが継続的に行える場合の大流域への適用が最適
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Earl Edris : こういうデータが要ると。いろんなところからこういうデータを持ってくる

と。 
  左のほうは HEC-RAS のいろんなものがインコーポされているということと、集

水域を見るときに集水域を分割して、それぞれのパラメーターを与えます。  

このモデルは、非常に簡単に使えると、非常に幅広い人たち、専門家から認められ

ていますが、大事なところは、検証データが必要ということです。検証をしておか

なくてはいけない。検証でパラメーターをここからこれぐらいまでとはっきり設定

し、その中で評価するとしたらこれはほんとうに正確でいいモデリングができるも

のです。 
  ただ、わからないのは、検証したこことここと決めていますよね。そこからはみ

出たときにどれだけ信憑性のあるモデリングができているのか、できていないのか

というのは全然見当もつきません。 
  ですから、一番このモデリングが使えるかどうかは適用性ということになります

けれども、検証できるためのいろいろなデータがあるということです。それから、

昔からのデータが継続的にあるということで検証がよくできる、そういう意味では

大きな川ということになるでしょう。いろんなデータが残っているので。 
  ただやはり問題があるのは、例えば集水域で、ここで何か開発プロジェクトが行

われて、商店街ができるとか、そういうことになったりしたらどうなるんだろうか

とか、そういうふうになって、決めた検証の幅から、突然何か大きな変化が起こる

ようなことが起こったらどうなるだろうというようなときには適用しない欠点がま

だあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  カリフォルニアの取水域で、最初のスライドで左のほうにいろいろなモデリング

Engineer Research and Development Center
US Army Corps
of Engineers

Lump Model Representation of Watershed
集中定数モデルによる集水域の表現

To support the refinement of  a GIS-
based landscape i ndicator model 
developed
開発されたGISベースの景観指標モデル
の洗練をサポート

at ERDC, the HSPF Interface in WMS is being used to 
develop detailed HSPF models for the San Jacinto
river basin in southern CA.
ERDCでは、WMS中のHSPFインターフェースがカリフォ
ルニア州南部のSan Jacinto流域における詳細なHSPFモ
デルの開発のために用いられている。
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のツールが統合化されている、その最後のところで HSPF か何かを書いていたと思

いますが、それを使ったものだそうです。 
  これは GIS を使うことを基盤にした土地景観指標モデルというのを開発しました。

使ったのは HSPF ですが、どれだけのデータで検証がうまくできているかどうかと

いうのが大切だというのがわかると思います。 
通訳:  あれは将来どうなるかという投影なわけです。 
Earl Edris : 平面図的、物理的な技術に基盤を置いたモデルです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Earl Edris :GSSHA のほうはあまり検証用のデータがなくて、ほんとうに最小限しかデー

タがないときに用いるタイプですが、集水域をグリッド別に分けておきまして、実

際に現地において――その 1 つの、平均しないで、ここで何が起こっているかとい

うのを入れるタイプなんです。（通訳:物理的にというのはそういうことだそうです。） 
  だから、こういうことをやる場合は、もしあそこのところで新しい開発プロジェ

クトが行われたとしたらどのようになるだろうかというのを予測するために。 
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Distributed Model GSSHA  分布型モデル　GSSHA
Two-Dimensional, Physically Based, Hydrologic Model

2次元の物理則をベースとした水文モデル

2-D Overland Flow
2次元表面流

1-D Channel Routing
1次元河道流れ

Structured Grid with
Spatially Distributed 
Parameters
分布定数の構造格子

Finite difference
有限差分法
Finite volume
有限体積法
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Physically-based, Distributed Models
物理則をベースとした分布型モデル

• Subdiv ide the watershed into elements
集水域を要素に分割

• Assign parameter values to each element
各要素にパラメータをあてはめる

• Model processes at the element level
要素レベルでの過程がモデル化される

• Integrate elemental response to produce watershed response to inputs
入力に対する各要素の応答を総合して集水域全体の応答を得る

• Advantages - models physical processes; includes spatial heterogeneity; requires less calibration; and extendable 
beyond range of calibration
利点　－　物理過程がモデル化される、空間的非均一性が取り込める、キャリブレーションが少なくてよい、外挿が可能

• Disadvantages - data requirements; and computational penalty
欠点　－　データを必要とする、計算に関わる不利益

• Applicability
適用性

– Watersheds with minimal calibration data
最小限のキャリブレーションデータしかない集水域

– Analyze land use or climate change, proj ect alternatives, or any conditions beyond the range of calibrated 
values.
土地利用、気候変化、プロジェクトの代替案、あるいはキャリブレーションの外挿となるいかなる条件をも解析できる

– Inherently distributed processes - sediment erosion and deposition, non-point source pollution, surface 
water/groundwater interaction
本質的に分布型過程のもの　－　土砂侵食と堆積、ノンポイントソースの汚濁物、表面流と地下水流の相互作用
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values.
土地利用、気候変化、プロジェクトの代替案、あるいはキャリブレーションの外挿となるいかなる条件をも解析できる

– Inherently distributed processes - sediment erosion and deposition, non-point source pollution, surface 
water/groundwater interaction
本質的に分布型過程のもの　－　土砂侵食と堆積、ノンポイントソースの汚濁物、表面流と地下水流の相互作用
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Hydrologic Processes Modeled
水文過程をベースとしたモデル

• Spatial  distribution of precipitation　降雨の空間分布

• Overland flow　表面流

• Channel flo w　河川の流れ

• Infiltration 　浸透

• Evapo-transpiration　蒸発散

• Lateral ground water flo w　地下水側方流

• Groundwater recharg e/discharg e　地下水への浸透、地下水からの流出

• Snow  accumulation and melting　積雪と融雪

• Overland and channel sediment tran sport　表面流及び河川流れによる土砂輸送

• Overland and channel contaminant transport　表面流及び河川流れによる汚染物質輸送

• Spatial  distribution of precipitation　降雨の空間分布

• Overland flo w　表面流

• Channel flo w　河川の流れ

• Infiltration 　浸透

• Evapo-transpiration　蒸発散

• Lateral ground water flow　地下水側方流

• Groundwater recharg e/discharg e　地下水への浸透、地下水からの流出

• Snow  accumulation and melting　積雪と融雪

• Overland and channel sediment tran sport　表面流及び河川流れによる土砂輸送

• Overland and channel contaminant transport　表面流及び河川流れによる汚染物質輸送
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GSSHA Computational Grid
GSSHAの計算格子
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山本: これは流出土砂とか、そういう意味ですか、それがどうなるかということですか。 
Earl Edris :そうです。 
山本: わかりました。 
Earl Edris : この GSSHA の欠点は、より強力なコンピューターが必要です。コンピュー

ターの能力が必要です。もう 1 つのさっきの集水単位というのとは違います。 
  ああいうふうにグリッドを用いますが、グリッドの間隔が 30ｍ、あるいは 90ｍの

グリッドをつくります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  表面の水の流れの深さを見るとして、どこかで雨が降って、支流に雨の水が入っ

たというのがわかりますね。5 時間後、7 時間後ということなんですけど。雨が降っ

た後は土地に湿気がいっぱいあるけれども、3 日後には湿気がほとんどないというが

見られます。この水の動画化ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時には地下水と地表のウォーターとの関係などが非常に大事になってくるときが
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GSSHA Results　　GSSHAの結果
Surface Flow Depth　　表面流の水深

Time = 3 hrs.

Time = 5 hrs.

Time = 7 hrs.
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GSSHA Results    GSSHAの結果
　Surface Soil Moisture　　表層土壌水分

End of Rain

+ 1 day

+ 3 days
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Distributed Model 　　分布型モデル
Using Non-structured 3-D Grid　　非構造3次元格子

• WASH123D
• ADH
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あります。つまり地下水をポンプで地表に揚水し、それが使われて、その後地下に

入っていくとか、そういったこともあります。そういうときはこのような 3 次元モ

デルを用います。そのものの――、WASH123D とか ADH というモデルを使います。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もう１つは、コネチカット州の北東部にある Muddy Brook 集水域を例にとってお話

ししましょう。 
  この辺は粗い質の土地です。これが集水域の領域です。雨量は少ないですが、と

ても深い地下水があります。 
山本:  水位が高いんでしょうか。 
Earl Edris : そのとおりです。地表にわりと近い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これは地表の起伏です。土地利用を見てみます。3 つありますけれども、薄緑みた

いなのは森林、緑は牧草が植わっているところ、その次がトウモロコシ畑、一番濃

いのが住宅地になっています。 
  一番最初の集水域単位のモデルでしたら、あれだけの地域のことを平均的な形で
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Muddy Brook Watershed NE Connecticut
コネチカット州北東部におけるMuddy Brook集水域

• Coarse textured soils 
粗い土性

– silty & sandy loams
シルト砂混じりローム

• Low intensity precipitation
降雨強度は小さい

• High groundwater 
table
高い地下水位

• Coarse textured soils 
粗い土性

– silty & sandy loams
シルト砂混じりローム

• Low intensity precipitation
降雨強度は小さい

• High groundwater 
table
高い地下水位
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2-D Grid and Digital Elevations
2次元格子と標高
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Muddy Brook Land Use
Muddy Brook の土地利用
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何かあらわさなくてはいけないけれども、実際にグリッドを使ってそこの様子をデ

ータとして入れたりしますと、こういうようなモデリングができるということです

が、例えば ATC1 とか ATMS だったら平均化したものをデータとして見ますから、

こういう細かいところは表現できません。平均化されたものが 1D として表現されま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  さっきの上に、今度は次のレベルのレイヤーの情報を乗せていくわけですけれど

も、これは土壌の粒度は、一番上は粘土のようなすごくきめの細かいものです。そ

の次はそれよりは粗いものです。 
山本: このデータはどういうふうにつくるんですか。例えば衛星画像だとか、衛星データ

とか、そういったようなデータからこういう 30ｍメッシュのデータをつくり込むと。

どういうふうにしてつくるんですか。 
Earl Edris : 農務省が持っているデータではないでしょうか。農務省は土壌課というのが

あって、その人たちは実際に現場に行ってその土地の地質の調査をして、そのデー

タを持っていると思う。 
  土地利用になると衛星で撮った写真だとか GIS でとれると思います。 
山本: 今、GIS をどう組み込むかというのがすごく問題になっていて、アメリカだったら

それは大規模なデータベースがあるのですか。先ほど 30ｍから 90ｍぐらいのユニッ

ト大きさ、そのぐらいのメッシュだという話でしたが、それはどういう大きさの流

域でも同じなんですか。 
Earl Edris : 今までの経験から行くと、90ｍから 30ｍの格子で行うのが我々のモデリング

には適していると思いますというのがまず 1 つ。もう 1 つは、この 30ｍとか 90ｍと

いうのは我々がモデリングするときに便利だから自分たちがやっているので、デー

タを出してくれるところがそうなっているとは限りません。例えばさっきの土壌の

データは、農務省が持っているデータであれば、それを自分たちの 30、90 に使える
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Muddy Brook Soil Textures
Muddy Brookの土性
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ように、また変革しないといけません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これは我々がコネチカットの Muddy Brook を検討した時のやり方です。 
  まず、地表の流れについては ADE 法を使い、水路においては浅水方程式を陽解法

で解析を行っています。 
山本: しかし、高度な計算モデルですね。 
通訳:  こういうモデルで解析できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Earl Edris : だから、土地利用も水路構成も入れたし、土壌成分、損失水頭なども考慮し

ました。実際の現場の測定したものが一番価値あるものとして、その次は記録で残

っている値を参考にしました。 
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Model Representation of Muddy Brook Watershed
Muddy Brook集水域のモデルによる表現

• 2-D overland flo w　　2次元表面流

– 90m X 90m cells, 449　　　90ｘ90ｍ格子449個
– routing Alternating Direction Explicit ( ADE) method

ADE方による解放

– distributed roughness
分布型の粗度

• Channel routing　　河川流れの解析

– explicit diffusive wave
拡散波近似の陽解法

– trapezoidal cross sections
台形断面

– uniform roughness
一様粗度

• Unsaturated zone - Richards equation　　不飽和域　－　Richardsの式

– extended Brooks and Corey ( 1964) equations
拡張されたBrooks and Corey (1964)式

– distributed root depth　　根系深さの分布

• maximum, 0.34 m　　最大で0.34m
– lower boundary condition fluctuating water  table

水位変動に応じた下流端境界条件
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– routing Alternating Direction Explicit ( ADE) method
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分布型の粗度
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– explicit diffusive wave
拡散波近似の陽解法

– trapezoidal cross sections
台形断面

– uniform roughness
一様粗度

• Unsaturated zone - Richards equation　　不飽和域　－　Richardsの式

– extended Brooks and Corey ( 1964) equations
拡張されたBrooks and Corey (1964)式

– distributed root depth　　根系深さの分布

• maximum, 0.34 m　　最大で0.34m
– lower boundary condition fluctuating water  table

水位変動に応じた下流端境界条件
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Parameter Assignment
定数のあてはめ

• Based on land use and soil texture index maps
土地利用と土性マップに基づく

• Initial values based on field measurements and literature values
現地観測と文献調査に基づく初期値設定

• Calibration combination of Shuffled Complex Evolution (SCE) and manual methods
SCE法と人力の組み合わせによるキャリブレーショ ン

• Based on land use and soil texture index maps
土地利用と土性マップに基づく

• Initial values based on field measurements and literature values
現地観測と文献調査に基づく初期値設定

• Calibration combination of Shuffled Complex Evolution (SCE) and manual methods
SCE法と人力の組み合わせによるキャリブレーショ ン
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緑がもともと観測したデータですが、黒いラインがモデル計算値です。 

通訳:  ということは、観測値と予測値がほとんど同じところがありますよね、あの辺は

いいわけですよね。 
Earl Edris : これは予測と観測結果を比較してみたわけです。自分たちが予想したのが次

に実際に起こったときとどれだけ合っているかを見たのがこうだったわけです。 
山本:  これは流れの単位は何ですか？ 
Earl Edris : m3/s です。 ジュリアンデイトというのは皆さんご存じですか。 
山本:  イメージがわからないですが、何日ぐらいなんですか。 
通訳:  230 日目というような言い方です。1 月 1 日がジュリアン 1 で、12 月 31 日がジュ

リアン 365 になります。 
Earl Edris : 何月何日と言わないで、1 つの番号で、240 といったらわかる人はこれは何

月何日のことかとわかるので、こういうやり方をやります。 
山本: しかし、単位がえらく小さいような気がするけれど、そんなに細かいものが見える

かな。非常に単位が、m3/s に対して、そんなに流域を扱うにしては非常に量的な、

フローの量というのがすごく少ないような気がするんだけれど。 
Earl Edris : 小川です。ブルックというのは普通は小川ですよね。秋だし。あまり水がな

い。確かにそうです。水の流れは低水の期間です。 
山本:  そんなに小さい水量を合わせようとすることができるのかというのが非常に私に

は驚きです。 
Earl Edris : このあたりの水路では地表の水の流れと量と、それから地下水位の高さが水

の量にも関係します。とても密接に関係があるので、ほんとうはその辺のところを

見たいので検証したわけです。 
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Muddy Brook 
Calibration

Muddy Brookにおけ
るキャリブレーション
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  これはアフリカのザンベジ川ですが、このモデリングを使って検討を行っていま

す。ダムの上流の地域では、ここのところ、何回も洪水の被害があって困っている

ので、次にこのぐらいの洪水が起きたら、それと土の起伏と一緒にモデリングして、

こういうところまで浸水するとか、このような洪水になることを予想して、洪水の

被害を最小限に軽減する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これはまとめになりますけれども、WMS というのは総合的な集水機用のモデリン

グのツールでありまして、それぞれのディストリクトの方たちは使うべきである。 
  それから、方法論としては、一番最初に平均値を出してある程度の検証用の幅を

設定するようなやり方もあるし、グリッドをつくって、実際のその場所のデータを

自分たちでつくって入力することによっての両方のやり方を使ってやることもでき

る。3 つ目は、物理モデルというのはグリッドにしておいて、実際に入手したデータ

を入力してやっていく。あのモデルのやり方をするともしこうなったらどのような
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Location of Cahora Bassa
and Kariba Reservoirs
on the Zambezi River

ザンベジ川のCahora Bassa及び
Kariba貯水池の位置

Cahora Bassa Reservoir (CIB imagery)
Cahora Bassa貯水池 (CIBイメージ）
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Estimated Inundation Area
予想される浸水域
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Summary　まとめ

• WMS is a comprehensive system for watershed modeling that should be used by the 
Districts.
WMSは各管区で用いられるべき包括的集水域モデリングシステムである。

• Both empirically based and physically based models are contained within the WMS. 
WMSには経験則に基づくモデルと物理則に基づくモデルの両方が含まれている。

• The physical based models provides the ability to answer ‘what if’ scenarios.
物理側に基づくモデルは“もしも・・が生じたら・・”というシナリオに応える能力がある

• Contains flood delineation tools
洪水描写ツールを含む

• Available to all Corps Districts
すべての工兵隊の管区に適用可能

• WMS is a comprehensive system for watershed modeling that should be used by the 
Districts.
WMSは各管区で用いられるべき包括的集水域モデリングシステムである。

• Both empirically based and physically based models are contained within the WMS. 
WMSには経験則に基づくモデルと物理則に基づくモデルの両方が含まれている。

• The physical based models provides the ability to answer ‘what if’ scenarios.
物理側に基づくモデルは“もしも・・が生じたら・・”というシナリオに応える能力がある

• Contains flood delineation tools
洪水描写ツールを含む

• Available to all Corps Districts
すべての工兵隊の管区に適用可能
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状態になるかというのを予想するのに役に立ちます。 
  最後になりますけれども、洪水の被害を最小限に食い止めるツールにもなります。

それから、最後に書いてありますのは、工兵隊のすべてのディストリクトの方たち

は利用することができますし、ホームページからはどのような使い方をしなくては

いけないかとか、使い方の指導書も入手できます。 
山本: 例えば流出量というのをある時点で探るためには、途中で雨から流量に変換すると

いうようなプログラムを使っているのですか？ 
通訳:   あなたが思うのは何が。 
岸田: 例えば雨から流量に計算するような。流出量に変換するプログラムというのは何か

組み込まれているんですか。 
Earl Edris : データを入手して入れるんです。 
山本: 入れるんだけれど、入れて、流量に変換するためには計算式が要るわけですよね。 
Earl Edris :WMS の中に内包されています。まず地形の起伏によって水がどこを流れてい

くか、ルートがわかります。それから、モデルが探して入力をまたそれに足して入

れると。それで質問の答えになりますか。 
岸田: 多分水理学的な話が入っているんだろうね。 
Earl Edris : これは世界中で使われていまして、お店で売っていますから、日本のだれか

が輸入して売っているんじゃないですか。日本で使われていると思います。 
Earl Edris :何かほかに質問はありますか。 
通訳:  あれは工兵隊の人たちはただでもらえる、ほかの人たちは製品として買わないと

いけないんだ、どうなんですかね。 
Earl Edris : CD としてデービスで受け取れるように、こちらかに向こうに電送しておき

ます。 
 
  この方はエスチュアリの方ですけれども、ジョー・レターさんです。 
  彼は専門がエスチュアリ関係の仕事をずっと長くなさっている方です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Estuarine EngineeringEstuarine Engineering
エスチャリー工学エスチャリー工学

Numerical ModelingNumerical Modeling
&&
Field Data CollectionField Data Collection

数値モデリングとフィールドデー数値モデリングとフィールドデー

タ収集タ収集
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Joe.letter: これから汽水域工学と題しましてお話ししますけれども、1 つのテーマはコン

ピューターを使ってのモデリングと、実際に現場でどのようなデータを収集するか

ということについてお話しします。 
  汽水域関係で、土砂の移動、水理学的ないろいろモデリングを用いるときに、1 ペ

ージにあれだけのことが書いてありますけれども、これだけのツールを使ってやり

ます。 
  だけれども、大まかに言うと 2 つに分けることができると思います。差分モデル

と、有限要素モデルということになります。皆さんこの違いがわかりますか。 
  ここのCHLの方たちが開発しました２次元モデルというのは土砂の動きをモデリ

ングするのに使っています。でも、それはグリッド的な縦横になっているモデルで

す。 
  有限要素モデルの最初の 3 つがセットになっています。それを解決するために使

われるのが ADCIRC と言われるものです。有限要素モデルの上から 4 番目のもので

す。 
  4 つ目のはすごく特定のもので、3 つのセットは特定ではないから、もしグリッド

を小さくしたら、3 つのものは時間とは無関係だけれども、4 つ目のものはグリッド

を小さくしたら時間も短くなる、その連結性があります。 
  これはハイドロスタテックモデルで、それがハイドロダイナミクスとセギメント

トランスポートとカブル、一緒になっているもので、3D のものです。 
  最初の 3 つのことは TABS-MD と呼ばれています。ただ、ここのところは

TABS-MDS、S は土砂解析が含まれているからです。 
  この TABS-MDS の解析は、まず最初の 2 次元解析を行って、それに鉛直方向の解

析を付加することで３次元解析になります。 
  最後の 2 つの ADH ですけど、A はアダプティドというので、D はダイナミックな

んですけれども、次のジェネレーションのものです。今まで言った 1、2、3、4、5、

Estuarine Numerical ModelingEstuarine Numerical Modeling
エスチャリーの数値モデリングエスチャリーの数値モデリング

Variety of Numerical modeling ToolsVariety of Numerical modeling Tools
多様な数値モデリングツール多様な数値モデリングツール

Finite Difference ModelsFinite Difference Models　　有限差分法モデル有限差分法モデル

CH3D CH3D –– 33––D Hydrostatic SigmaD Hydrostatic Sigma--stretched hydrodynamic modelstretched hydrodynamic model
　　33次元静水圧近似シグマ座標水理モデル次元静水圧近似シグマ座標水理モデル

STWAVE STWAVE –– 22--D wave modelD wave model
　　22次元波動モデル次元波動モデル

Finite Element ModelsFinite Element Models　　有限要素法モデル有限要素法モデル

RMARMA--2   22   2--D depthD depth--averaged hydrostatic hydrodynamic modelaveraged hydrostatic hydrodynamic model
22次元水深平均静水圧近似水理モデル次元水深平均静水圧近似水理モデル

RMARMA--4   24   2--D depthD depth--averaged constituent transportaveraged constituent transport
22次元水深平均構成物質輸送次元水深平均構成物質輸送

SEDSED--2D  22D  2--D depthD depth-- averaged sediment transportaveraged sediment transport
22次元水深平均土砂輸送次元水深平均土砂輸送

ADCIRC 2ADCIRC 2--D depthD depth--averaged hydrostatic hydrodynamic modelaveraged hydrostatic hydrodynamic model
22次元水深平均静水圧近似水理モデル次元水深平均静水圧近似水理モデル

TABSTABS--MDS  3MDS  3--D hydrostatic coupled hydrodynamics and sediment transportD hydrostatic coupled hydrodynamics and sediment transport
33次元静水圧近似水理モデル及び土砂輸送次元静水圧近似水理モデル及び土砂輸送

ADHADH--2D 22D 2--D depthD depth--averaged hydrostatic hydrodynamics coupled with 3D groundwater aaveraged hydrostatic hydrodynamics coupled with 3D groundwater and 2D nd 2D 
sediment transportsediment transport

33次元地下水及び次元地下水及び22次元土砂輸送とカップリングした次元土砂輸送とカップリングした22次元水深平均静水圧近似水理モデ次元水深平均静水圧近似水理モデ
ルル

ADHADH--3D 33D 3--D nonD non--hydrostatic coupled hydrodynamics and sediment transporthydrostatic coupled hydrodynamics and sediment transport
33次元非静水圧近似水理モデル及び土砂輸送次元非静水圧近似水理モデル及び土砂輸送

－138－



それをもっと進めたものがこういうもので、目下開発中のものであると。 
  これも向こうで入っていますから、デービスで CD に。 
  このスライドからはなれる前に何か質問はありますか。 
Earl Edris : 結局この３次元解析の話の一番大事なところは、汽水域のモデリングになる

とどうしても３次元のものでないとだめだということと、塩とか水質とか見ますけ

れども、1 年、1 年半たってとか、長い期間を見たりしなくてはいけないからで、そ

れから、どういった川の流れがあったとか、汽水域の変化でどういうふうになって

いるかを見るとしたら、どうしても３次元モデルが必要になってきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Earl Edris : これはミシシッピ川のデルタです。RMA2 を使ったアプリケーションです。 
  上のほうにずっとミシシッピ川が続いています。 
Earl Edris :流量は 3 万 5000m3/s。赤が流れの速い区域。ブルーがデルタでどのように水

が分流されるか見ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Mississippi River Delta (RMA2)Mississippi River Delta (RMA2)
ミシシッピ川デルタミシシッピ川デルタ((RMA2)RMA2)

Velocity Magnitude, 1,250,000 cfs　流量規模1250000ft3/s (約35000m3/s)

Figure C5.  New York Harbor BathymetryFigure C5.  New York Harbor Bathymetry　　　　New YorkNew York　　HarborHarborの地形の地形

N
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  今度はニューヨークハーバーを見てみますが、あの辺が自由の女神があるところ

です。あの白いところがマンハッタンです。あれがスタッテムアイランド。その辺

がコニーアイランド。大西洋、あるいはニューヨークバイと言うこともできます。

ジャマイカ湾、あの辺がケープケネディ空港があります。あちらのほうにニュージ

ャージーのニューアークエアポートがあります。 
  水深を示しています。ブルーのところは深いところで、大型船がちゃんと入って

くることができます。今度、ニュージャージーの左のほうにポートがあるわけです。 
  これは２次元解析を使っています。また、港に近いところはもう一つ別のデータ

が要りますから、３次元解析を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  これは潮流残差流の水深平均の水の流れです。。 
  これは波がない状態です。このモデリングを使ってわかったことは、波があそこ

の上のほうにやって、そこから放射線状にその余波みたいなのが広がり、それによ

り土砂が移動されるということがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

F igure C 1F igure C 1--11.  Residual C urrents for No Wav e11.  Residual C urrents for No Wav e 波がない場合の潮汐残差流波がない場合の潮汐残差流

N

F igure C 1F igure C 1--12.  Residual C urrents 12.  Residual C urrents -- 1m Wav e from SE1m Wav e from SE　　南東からの波南東からの波(1(1ｍ）がある場合の潮汐残差流ｍ）がある場合の潮汐残差流

N
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これは、南東のほうから 1ｍの波が来ている条件をこれに足していくと、海岸に沿

っての波が発生するのがわかります。多方から波が来るので、ここのところの水路

の流れが強くなるというのがモデリングでわかります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
波無しと 1ｍの波の条件ｗｐ比較することで、1 年後にこのような河床変動現象が

起こるというのがモデリングで分かります。赤いところは土砂が堆積しているとこ

ろです。ブルーは全然堆積がない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
それと、浚渫工事の記録を見て、つき合わせると――そして、1961 年から 1984

年の間にどれだけ浚渫工事をしなくてはいけなかったか。一番赤いところが頻繁だ

ったわけですけれど、あそこですよね。あれは 6 回やらなければいけなかった。そ

の次は、その上のところで 5 回やらなければいけない。 
  だから、つき合わせてみたら結構このモデリングが正しかったことがわかります。

記録を見ただけでもわかって、何回浚渫工事をしたかというのを見ると、あそこの

F igure C 1F igure C 1--16.  Extrapolated Bed C hange for 116.  Extrapolated Bed C hange for 1--y ear for Existing C hannelsy ear for Existing C hannels
現存水路から推定された現存水路から推定された11年後の河床変化年後の河床変化

0.0

0.5

1.0
Deposition, ft

N

N

Dredging Events

1
2
3

5
4

6

Figure C1-17  P rototype Dredging Frequencies, 1961-1984

　浚渫の頻度、1961-1984

－141－



半島とこっちの半島のところも出ました。それから、その中間ぐらいのところでも

ほんとうは実際に浚渫工事をやっていたが、モデリングでは出なかった。どうして

出なかったのかについては、もしかしたら波の強度のモデリングが正確でなかった

のか。 
岸田: 別に航路ではないから掘らなかったのではないですか。下の真ん中から突き出てい

るところは。 
Earl Edris : 多分現在 50 フィートだと思うけれども、あちらの水路のほうが深い水路で

す。もちろん大型船が通っていってニュージャージの港に入りますものね。エリザ

ベス号が入港しています。 
岸田: そこの堆積したものは、どこから来たかわかるんですか。 
Earl Edris :流れに沿って、こちらから来るんじゃないかなと思います。あた、もともとあ

った土砂がいろいろな浚渫工事を行ったり、ほかの工事により運ばれていると思い

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ADH Mesh ADH Mesh AdaptionAdaption 11 ADH Mesh ADH Mesh Adaption Adaption 22

ADH Mesh ADH Mesh AdaptionAdaption 33
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Earl Edris : 解析には時間が掛かるので、それを解消するために解析モデルを必要に応じ

て詳細に分割し時間を短縮するモデルを用いています。このように、激しい現象が

生じる区域については細分割して解析を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Earl Edris :次に現地でのデータ収集について説明します。汽水域ではこのようなデータに

ついて計測しています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Field Data CollectionField Data Collection
フィールドデータ収集フィールドデータ収集

Water surfa ce elev ationsWater surfa ce elev ations
水位水位

C urrent v elocity  measurementsC urrent v elocity  measurements
流速測定流速測定

Water const ituentsWater const ituents
水の組成水の組成

Suspended sediment concent rationSuspended sediment concent ration
浮遊砂濃度浮遊砂濃度

Bottom sediment characteristicsBottom sediment characteristics
河床土砂の性質河床土砂の性質

Bed form conditionsBed form conditions
河床形態河床形態

MeteorologyMeteorology
気象気象

Wav e energyWav e energy
波のエネルギー波のエネルギー

Water surface elevationsWater surface elevations
水位水位

Tidal monitoringTidal monitoring
潮汐の観測潮汐の観測

Local floodingLocal flooding
局所的氾濫局所的氾濫

Monitoring at hydraulic structuresMonitoring at hydraulic structures
水理構造物周辺のモニタリング水理構造物周辺のモニタリング

Remote telemetry or data loggingRemote telemetry or data logging
遠隔測定もしくはデータ自記収録遠隔測定もしくはデータ自記収録

Current velocity MeasurementsCurrent velocity Measurements
流速測定流速測定

LongLong--term in term in situsitu moored point velocity metersmoored point velocity meters
長期観測のための固定された点流速計長期観測のための固定された点流速計

LongLong--term in term in situsitu bottombottom--moored ADCP profilingmoored ADCP profiling
長期観測のための河床に固定された長期観測のための河床に固定されたADCPADCPによる流速分布測定による流速分布測定

BoatBoat--mounted ADCP for transect profilingmounted ADCP for transect profiling
線上での流速分布計測のためのボートに固定された線上での流速分布計測のためのボートに固定されたADCPADCP
Short term boatShort term boat--mounted point velocity profiling mounted point velocity profiling 
短期観測のためのボートに固定された点流速計短期観測のためのボートに固定された点流速計

LongLong--term bottom moored depthterm bottom moored depth--integrating ADCPintegrating ADCP
長期観測のための河床に固定された水深平均量計測用長期観測のための河床に固定された水深平均量計測用ADCPADCP

Water constituentsWater constituents
水の組成水の組成

SalinitySalinity
塩分濃度塩分濃度

TemperatureTemperature
水温水温

Dye testsDye tests
染料試験染料試験

Dissolved OxygenDissolved Oxygen
溶存酸素溶存酸素

pHpH
pHpH
TurbidityTurbidity
濁度濁度

Suspended Sediment ConcentrationSuspended Sediment Concentration
浮遊砂濃度浮遊砂濃度

Profiling probes (FISP P61)Profiling probes (FISP P61)
濃度分布計測プローブ濃度分布計測プローブ((FISP P61)FISP P61)
Collection of pumped water samples for laboratory analysisCollection of pumped water samples for laboratory analysis
実験室での分析のためのポンプによる採水実験室での分析のためのポンプによる採水

In In situsitu fall velocity analysis via modified fall velocity analysis via modified NiskinNiskin tubestubes
修正修正NiskinNiskinチューブによる現地での沈降速度分析チューブによる現地での沈降速度分析

NiskinNiskin sampling for laboratory analysissampling for laboratory analysis
実験室での分析のための実験室での分析のためのNiskinNiskinサンプリングサンプリング

－143－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
又、水位、流速、水質、浮遊砂濃度や河床の底泥の性質については下記の様な計測方

法を用いて計測を行っています。 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Earl Edris :近年では汽水域や河川の流速計測に ADCP（超音波ドップラー流速計）を用い

ています。ADCP では水深方向に発射した超音波の位相を解析して水深別に流速分

布を把握することが可能です。また、GPS を搭載した船に ADCP を設置し走行する

ことで河床形状、流速分布などを面的に計測することが可能となっています。 

Bottom sediment characteristicsBottom sediment characteristics
河床土砂の性質河床土砂の性質

Grab samplingGrab sampling
グラブによるサンプリンググラブによるサンプリング

Grain size analy sisGrain size analy sis
粒度分析粒度分析

Bottom coringBottom coring
コア採取コア採取

C lay fractionC lay fraction
粘土フラクショ ン粘土フラクショ ン

O rganic contentO rganic content
有機物含有量有機物含有量

Bulk densityBulk density
バルク密度バルク密度

Shear strength for cohesiv e samplesShear strength for cohesiv e samples
粘着性を有するサンプルのせん断強度粘着性を有するサンプルのせん断強度

Erosion rate constant fo r undisturbed cohesiv e bed samplesErosion rate constant fo r undisturbed cohesiv e bed samples
乱されない粘着性を有する河床サンプルの侵食速度係数乱されない粘着性を有する河床サンプルの侵食速度係数

Acoustic Doppler Current Profiler (ADCP )Acoustic Doppler Current Profiler (ADCP )
　　超音波ドップラー流速プロファイラー超音波ドップラー流速プロファイラー

MultibeamMultibeam bottom acoustic profilerbottom acoustic profiler
多ビーム超音波河床プロファイラー多ビーム超音波河床プロファイラー
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【訪問先 ： Hydraulic Engineering Center】 
訪問日 ： 2003 年 11 月 17 日 11 時～15 時 
面接者 ： Darrli W.Davis 

ArlenD.Feldman 
D.Michael Gee 

 
 

 
 
Darrli W.Davis :ようこそ、HEC に。彼は（Arlen D.Feldman ）1 月にリタイアする予定

で、ほかの仕事に行かず引退します。 
  その会議は、私は HEC のソフトウエアのことの話をしに行ったんですけれども、

D.Michael Gee
Darrli W.Davis ArlenD.Feldman 
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パシフィックコンサルタンツの会社の方に数人お会いしたという記憶があります。

それ以外には、例えば大学とか政府関係の組織でつくったモデルの技術移転、テク

ノロジートランスファーを私的企業の中のエンジニア会社に技術移転をするという

ような、そういった内容のこともこのコンファレンスで話されていたのですが、そ

のときに何人かパシフィックコンサルタンツの方とお会いしています。 
浜口:  竹谷さんか原さんでしょうか。 
Darrli W.Davis  原さんがアレンジをほとんどやってくださったということです。 
  大学の教授の名前を思い出そうとしているんですが、ちょっと頭にのぼってこな

いのですが、原さんが私の参加に関していろいろなアレンジをしてくださいました。

ランチの後に事務所に行きまして、私のメモを見たら大学教授の名前とかが出てく

ると思います。 
  その会議とともに、土木研究所の吉谷さんと仕事をするということも目的として

あったということです。 
  何時まで時間がおありですか。全体を決めようと思いますが。 
 
通訳:  今日、浅野先生がセミナーで話される予定だったと聞いています。今プリントし

たものを持ってくるそうです。 
Darrli W.Davis : デービスは浅野先生は非常に有名人なのです。 
  水のノーベル賞といわれるストックホルム水賞を昨年もらわれたそうです。 
  皆さん方にはご興味のある内容かなと思うのですが、デービスキャンパスの中

でこれは 4 時にあるそうです。 
山本:  これは、講演者は違うけれど、これは浅野さんの上に名前がありますよね。時間

は 4 時 10 分だけど。 
通訳:  浅野先生がやられるということでは……。 
Darrli W.Davis : 浅野先生の名前をとった講義シリーズだそうで、この人がやるそうです。

彼は話しませんけれども。 
山本: 浅野先生は日本でも有名な先生です。 
Darrli W.Davis : 4 時、デービスだったら大丈夫です。サンフランシスコかと思っていた

ので、時間がどうなのかなと思っておりました。 
浜口: 先週、ERDC で打ち合わせをしたときに使ったパワーポイントの資料をこちらのほ

うでダウンロードできるようにしておくということでしたが。 
Darrli W.Davis : 今日の朝、ERDC からきました。4 つのプレゼンテーションが入ってい

ます。 
山本： どこに行っても皆さん非常にしっかりした説明をしていただくので、時間が足り

なくなって。 
Darrli W.Davis : 我々は河川が専門なので、汽水域のほうは実はあまりやっていないんで
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す。 
  Joan Hope さん、沿岸部分を担当している人間というのは、我々があまりそちら

のほうに入っていくのを喜ばないという傾向があります。 
  １度サンフランシスコの工兵隊の地区に入り込んで、そこでフィッシャーマンズ

ワーフの防波堤をつくるプロジェクトにちょっと口を出したんですけれども、非常

にトラブルになったという経験を持っております。 
  ということで、もしフィッシャーマンズワーフに行かれて防波堤を見られました

ら、これは我々の仕事で、サンフランシスコ地区のいわゆる沿岸地区の工兵隊がや

った仕事ではないということをちょっと申し上げておきます。ちょっと問題になっ

たらしいです。 
山本:  昨日行きましたけれど、どの辺ですか。気がつかなかったといったら申しわけな

いけど。 
Darrli W.Davis ：非常に低いのであまりわからないかもしれないんですけれども、ゴール

デンゲートブリッジとフィッシャーマンズワーフのちょうど中間ぐらいのところに

あるものです。 
山本:  これは堤防のような形でやったんでしょうか。 
Darrli W.Davis : 循環ということが水質に対し重要なのですが、そういったことではなく

て、何か一連の波止場、桟橋みたいなものをいくつかを連続的につくった。 
山本:  杭を打つような感じだね。船に乗ってずっとゴールデンゲートの下までツアーで

行ったけれど、ちょっと気がつきませんでした。 
岸田:  Davis さんの感覚なんかでいうと、ああいうところがやはり汽水域という感覚な

んでしょうか、ああいう湾の大きいところ、いわゆる河口部というか。 
  フィッシャーマンズワーフのあたりということですか。 
通訳:  そうみたいですね。 
山本: 今回、来て思ったのですが、当たり前のことなんだけれども、日本で思う汽水域の

感覚と、アメリカの汽水域の感覚というのは全然違っているんですね。ですから、

日本だと、対岸、せいぜい数百メートルぐらいのところがほとんどですけれどね。

だから、そういう意味で汽水域だけを捉えた研究というのがアメリカで進んでいな

いというか、なされていないような感じを受けたのですけれど。 
Darrli W.Davis : 少なくとも私の定義では、この汽水域というのは淡水と海水が混じり合

う部分というのが私にとっての汽水域ですけれども。 
山本: ただ、そこの河口部分のいわゆる洪水防御だとか災害防御に対する考え方というの

は、アメリカだと川の両端が広いものだから、やはり物の考え方が違うんだろうと

思います。 
Darrli W.Davis : サンフランシスコ湾というのを汽水域と考えている学者もいます。私の

知っている限りでは、サンフランシスコ湾というのは基本的には海水であるという
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ことで、我々の考えている汽水域というのは淡水と海水というのが両方あるという

ことなんですが、湾自体を汽水域だと考えているような人たちもいます。 
山本: そこでは洪水と海の潮汐というか、そういったものがお互いに影響し合って、例え

ば水位が上がってくるとか、そういうことは少ないのではないでしょうか。 
Darrli W.Davis :確かにそういうことはあまりないですね。 
  潮の影響というのは、実はサクラメントまで、それぐらい上流のところまで来て

いまして、大体このデービスからサンフランシスコの間というのは淡水と海水の両

方の影響というのが生じている区域ではあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   我々の組織は IWR の一部になっているということで、ディナーを一緒になさっ

たピエトロフスキーさんというのが私のスーパーバイザーに当たります。専門職と

して 35 名のスタッフがここにおります。博士号を持っている人が 3、4 人ぐらい、

大学卒業程度が 5、6 人です。35 人からその部分を引いた残りというのがマスターオ

ブサイエンスという修士課程を経た科学者です。我々がハイドロリックエンジニア

リングと言っている水理工学ということに焦点を当てた土木工学のマスター、もし

くは学士を持った人間であるということです。 
  我々の職務ですけれども、まず、技術的な手法を開発し、それをサポートするソ

フトウエアを開発し、いろいろなアシスタント的なサポート業務を行い、トレーニ

ングを行ったり、プロジェクトの調査をやります。 
山本:  H&H というのは何ですか。 
Darrli W.Davis : ハイドロジーとハイドローリックスの略です。 
  主として工兵隊の現場の地域事務所のサポートをしております。そして、時には

連邦政府のいろいろな諸機関ですとか、地元の地方自治体の機関をサポートするこ

ともあります。それから、時には国際的な協力、国際的な仕事を行いますが、その

内容としては、トレーニングだとか、ケース・バイ・ケースで外国の国、もしくは

その組織との間の合意事項に基づいた共同作業をやっていることもあります。 
  この資金ですけれども、1 つのところから全部資金を受けているということではな

く、いろいろな組織から、競合するようないろいろな組織から資金を得ています。 

Hydrologic Engineering Center

IWR/HEC Organization
IWR/HECの組織

CECW

Institute for Water Resources

HEC DM P&PA PA NWR NDC

CWE CWO

IWR:  Institute for Water Resources, Bob Pietrowsky - Director

HEC:  Hydrologic Engineering Center, Darryl Davis - Director

DM:  Decision Methodologies Division, Ken Orth - Chief

P&PA:  Planning and Policy Studies Division, Gene Stakhiv - Chief

NWR:  Navigation and Water Resources Ap. Division, Dave Moser - Chief

PA:  Program Analysis Division, Mark Dunning - Chief

NDC:  Navigation Data Center, Arlene Dietz - Director
Hydrologic Engineering Center Hydrologic Engineering Center

HEC Divisions/Responsibilities
HECの部門と責任分野

Water Management Systems

水管理システム

Water Resource Systems

水資源システム

H&H      Technology

水理・水文技術

HEC IT Mgmt./Web

　HEC IT管理・ウェブ

Real-time Data

　実時間データ

CWMS Sy stem

　CWMSシステム

H&H Forecasting

　水理・水文予測

Reservoir Regulation

　貯水池規定

Software Engr.

　ソフトウェ ア技術者

Training Admin.

　トレーニング管理

Reservoir Sy stems

　貯水池システム

Sy stem Optimization

　システム最適化

Flood Damage Anal.

　洪水被害解析

Risk Analy sis.

　リスク解析

Env./Watershed St.

　環境・集水域観測所

Research Admin.

　研究管理

Surface & GW Hy d.

　表流水及び地下水水理

River Hy draulics

　河川水理

Erosion/Sed. Trans.

　侵食、土砂輸送

Hy drologic Statistics

　水文統計

Drought/low Flow

　干ばつ、低水

(Chief: Dan Barcellos) (Chief: Arlen Feldman)(Chief: Chris Dunn)

Hydrologic Engineering Center
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  これが IWR の組織図になります。HEC は一番左側に星印がついているところで

す。 
  この章で一応ポイント的に申し上げておきたいのは、我々以外に 5 つの組織があ

りまして、多分ワシントンに行かれたときに全部紹介は済んでいるのではないかと

思います。ここに掲げられた名前のいくつかに対して、これは聞いたというのがあ

るのかもしれませんか。 
  今度は HEC の中の組織図ですけれども、3 つのグループに分かれております。 
  最初の水管理システムですけれども、これはリアルタイムでのいろいろな水関係

の施設のオペレーションに対しての技術提供になっています。 
  真ん中の水資源システムという部分ですけれども、ここでは計画が行われたり、

研究が行われたり、そのコアが持っている技術を実際に適用していくというような

ことがなされておりまして、地域的には貯水池システムだとか、洪水被害、もしく

は危機分析などの部分になります。 
3 つ目ですけれども、H&H です。これが先ほどのハイドロジーとハイドロリック

ステクノロジーという部門ですけれども、ArlenD.Feldman がここのチーフをやっ

ておりまして、D.Michael Gee もこのスタッフとしてここの部門で働いております。

いろいろありますけれども、例えば河川水理、水位の話、それから河床変動、そう

いった内容にかかわっているのがこの部分です。 
   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
ここがそのスタッフの内訳を書いておりまして、先ほど説明しましたけれども、

ちょっとつけ加えますと、この近くに大学のキャンパスがありまして、そこの修士

課程で学んでいる学生たちもスタッフとして仕事をしています。 
  それから、時には外国の大学の組織などからイジティングという形でやってくる

ような人もいて、先週まで実はトルコのガスディ大学の先生というのが来られてお

りました。 
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HEC Staff　HECのスタッフ
4242 FTEFTE’’s; 35 FTE Permanent, 7 FTE s; 35 FTE Permanent, 7 FTE –– other.other.

常勤者常勤者4242：　パーマネント：　パーマネント3535、その他、その他77

27    Engineers 27    Engineers –– 3 PhDs, 17 MS, 3 in UCD PhD now.3 PhDs, 17 MS, 3 in UCD PhD now.
技術者ー博士技術者ー博士33、修士、修士1717、、33名が博士課程（名が博士課程（UCDUCD））

　　 4    Computer Specialists.4    Computer Specialists.
　　　　　　　　　　　　コンピュータ技術者コンピュータ技術者 44

44 Administrativ e Support/ Training/Clerical.Administrativ e Support/ Training/Clerical.
　　　　　　　　　　　　事務補助・トレーニング・聖職者事務補助・トレーニング・聖職者44

3*   Graduate Student Interns.3*   Graduate Student Interns.
　　　　　　　　　　　　大学院生インターン大学院生インターン33

44 Engineer/Computer Science Students.Engineer/Computer Science Students.
　　　　　　　　　　　　エンジニア・コンピュータ科学学生エンジニア・コンピュータ科学学生44

3    Other Students.3    Other Students.
　　　　　　　　　　　　その他の学生その他の学生33

11 Visiting Scholar (Visiting Scholar (GazdiGazdi Univ ersity, Turkey )Univ ersity, Turkey ) ..
　　　客員研究員　　　客員研究員((GazdiGazdi Univ ersity, Turkey )Univ ersity, Turkey )

Hydrologic Engineering Center

Average Grade = 12.6, Corps = 16.9 y r., HEC =  10.9 y r.

平均グレード=12.6、工兵隊=16.9年、HEC=10.9年
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  次に、HEC プロダクトと書かれたスライドですけれども、職務内容ですが、コン

ピューターのソフトウエアの開発をしているというのが 1 つ目。 
  我々のつくったソフトウエアですけれど、これは我々の工兵隊内部で使われてい

るだけでなく、連邦政府の諸機関ですとか、一般の企業もしくは国際的にも使われ

ています。 
  我々がつくりましたソフトウエアというのは公共物という形で、パブリックドメ

インという形ですので、無償でだれでも使うことができるものです。 
  次のポイントの技術手法とその紹介とありますが、これが例えばユーザードキュ

メントのような、今前に出していますグリーンの本のようなものです。 
  皆さん方の最初の質問にありましたＥＭ（エンジニアリングマニュアル）などの

ものというのはこの技術手法の部分で我々がマニュアルを書いています。 
  次のテクニカルアシスタントですけれども、これはある特定の問題がある場合に、

その問題を解決するためのヘルプをするという意味合いになります。 
  次のトレーニングですけれども、これは主として我々職員のためということです

が、参加費用を払った人はだれでも参加できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  次のスライドに移ってください。非常に簡単なんですが、歴史が書かれています。 
  ウエブサイトで PDF でダウンロードできるはずだと思うんですが、今ちょっと余

Hydrologic Engineering Center

HEC Products　HECの成果
Computer software: Corps, Federal, Public, International.Computer software: Corps, Federal, Public, International.
コンピュータソフトウェア：工兵隊、連邦、公衆、国際コンピュータソフトウェア：工兵隊、連邦、公衆、国際

Technical Methods and Guidance.Technical Methods and Guidance.
技術的手法とガイダンス技術的手法とガイダンス

Technical Assistance.Technical Assistance.
技術支援技術支援

Special Studies, Research and Applications.Special Studies, Research and Applications.
特殊調査、研究と応用特殊調査、研究と応用

Training Courses, Workshops, Seminars.Training Courses, Workshops, Seminars.
トレーニングコース、ワークショップ、セミナートレーニングコース、ワークショップ、セミナー

Hydrologic Engineering Center

Hydrologic Engineering Center

HEC Software History
HECソフトウェアの経緯

First First ‘‘generalizedgeneralized’’ program program –– 1968; precursor to HEC1968; precursor to HEC--1 (1 (catchmentcatchment hydrology).hydrology).
初の初の“一般的”“一般的”プログラムープログラムー19681968：：HECHEC--11（（集水域水文プログラム）の先駆集水域水文プログラム）の先駆

Source code, userSource code, user’’s manual, examples.s manual, examples.
　　ソースコード、ユーザーマニュアル、例題ソースコード、ユーザーマニュアル、例題

Freely distributed and supported Freely distributed and supported –– to all.to all.
無償配布とサポートーすべての人に無償配布とサポートーすべての人に

At peak, 90 programs, 20 At peak, 90 programs, 20 ‘‘majormajor’’ packages.packages.
全盛期には、全盛期には、9090プログラム、プログラム、2020のの““主たる主たる””パッケージパッケージ

Today Today –– legacy (most of 20), six modern legacy (most of 20), six modern ‘‘groupsgroups’’, about 20 programs/utilities., about 20 programs/utilities.
現在ー引継ぎ（現在ー引継ぎ（2020のうちほとんど）、のうちほとんど）、66つの現代的つの現代的““グループグループ”、”、約約2020のプログラム・ユーのプログラム・ユー
ティリティティリティ

Executables, userExecutables, user’’s/applications manuals, freely distributed, support  to Corps ands/applications manuals, freely distributed, support  to Corps and
vendors.vendors.
実行可能、ユーザ・アプリケーションマニュアル、無償配布、工兵隊とベンダーへ実行可能、ユーザ・アプリケーションマニュアル、無償配布、工兵隊とベンダーへ
のサポートのサポート
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分なものがないのでお渡しできなくて申しわけございません。後でリンクをお渡し

いたします。 
  このソフトウエアの歴史と書かれておりますけれども、現在まで 35 年間、一般に

対してソフトウエアを提供してきています。 
  現在のところ、大きなソフトウエアパッケージという形で 5 種類ぐらい、それか

ら小さめのユーティリティ的な機能を持ったソフトが 10 から 15 種類ぐらいありま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  次のスライドですけれども、この HEC がつくっておりますソフトウエアの全部に

対して、それをもう少し現代化させよう、アップデートさせようという努力、この

プロジェクトが 10 年ぐらい前からスタートしています。 
  デスクトップのパソコンに向けた新しいソフト、新しいコンピューターサイエン

ス、もしくはアレゴリズムを使った形での新しいエンジニアリングソフトというの

を開発しようと。 
  このプロジェクトから派生して出てきた新しいタイプのプロダクトとして今 5 つ

あります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Hydrologic Engineering Center

NexGen Modernization Goals
次世代の現代化されたゴール

Feature practical, proven, stateFeature practical, proven, state--ofof--art  hydrologic engineering/planning analysis concepts art  hydrologic engineering/planning analysis concepts 
and algorithms.and algorithms.
実際的で検証された最新の水文工学、計画解析コンセプトとアルゴリズムを特色とす実際的で検証された最新の水文工学、計画解析コンセプトとアルゴリズムを特色とす
るる

Use modern software engineering/architecture, coding language, aUse modern software engineering/architecture, coding language, and target user nd target user 
platforms. platforms. 
現代的ソフトウェア工学・アーキテクチャ、言語を使用する、ユーザープラットフォーム現代的ソフトウェア工学・アーキテクチャ、言語を使用する、ユーザープラットフォーム
のターゲットとするのターゲットとする

Feature graphical user interfaces, extensive displays and graphsFeature graphical user interfaces, extensive displays and graphs, support integration., support integration.
グラフィカルユーザーインターフェイス、大量のディスプレイとグラフ、サポートの統合グラフィカルユーザーインターフェイス、大量のディスプレイとグラフ、サポートの統合
を特色とするを特色とする

Develop as engineering software; support with appropriate utilitDevelop as engineering software; support with appropriate utilities (e.g. GIS).ies (e.g. GIS).
工学ソフトウェアとして発展させる、適切なユーティリティをサポートする（工学ソフトウェアとして発展させる、適切なユーティリティをサポートする（GISGISなど）など）

Maintain public domain status of software.Maintain public domain status of software.
パブリックドメインとしてのソフトウェアの位置づけを維持するパブリックドメインとしてのソフトウェアの位置づけを維持する

Hydrologic Engineering Center

Bread and Butter Packages
実務的パッケージ

River Hydraulics:  HECRiver Hydraulics:  HEC--RAS & RAS & GeoRASGeoRAS, successor to , successor to 
HECHEC--2.2.
河川水理：河川水理：HECHEC--RAS & GEORASRAS & GEORAS、、HECHEC--22の後継の後継

Watershed Hydrology:  HECWatershed Hydrology:  HEC--HMS, HMS, GeoHMSGeoHMS, successor to , successor to 
HECHEC--1.1.
集水域水文：集水域水文：HECHEC--HMS, HMS, GeoHMSGeoHMS、、HECHEC--11の後継の後継

Flood Damage Analysis:  HECFlood Damage Analysis:  HEC--FDA and utilit ies, FDA and utilit ies, 
successor to HECsuccessor to HEC--EAD, PBA, etc.EAD, PBA, etc.
洪水被害解析：洪水被害解析：HECHEC--FDAFDAとユーティリティ、とユーティリティ、HECHEC--
EAD,PBAEAD,PBAなどの後継などの後継

Reservoir Analysis:  Reservoir Analysis:  HECHEC--ResSimResSim (and optimizations), (and optimizations), 
successor to HECsuccessor to HEC--5.5.
貯水池解析：貯水池解析：HECHEC--ResSimResSim（（最適化（モデュール）あり）、最適化（モデュール）あり）、
HECHEC--55の後継の後継
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  次のページを見てください。その主なものに関して簡単に説明していきます。 
  河川水理学という河川の水理に関してのものですけれども、それと、それに付随

する地理的ないろいろな、付随するようなソフトを集めたものが HEC-RAS と呼ば

れているものです。 
  数カ月前に新しいバージョンというものをつくりましたが、その後、大体 1 万件

ぐらいのダウンロードがありました。 
  次の製品ですけれども、これが流域の水文学、集水域水文学というものですけれ

ども、これはいわゆる降水による雨水、そういった地表水ということに関してのソ

フトウエアで、ジオプロセッサーというのがついた形でつくられています。 
  これも数カ月ぐらい前にアップデートされまして、それ以来大体 2000 ぐらいのダ

ウンロードがありました。 
  これは全世界に散らばってダウンロードされていますが、日本からもかなり多く

のダウンロードがあったようです。 
  次の洪水被害分析と書かれた部分ですけれども、これに関しては洪水からの被害

というものと投資の関係を見るような、そういった経済的な分析をするソフトウエ

アモデリングツールというのがついています。 
  このソフトですけれども、リスクの部分の分析がついており、それから、不確定

要素というのを見るという要素がついているという意味で、非常に新しいタイプの

モデルです。 
  最後になりますけれども、5 番目、これが貯水池分析というもので、これはまだシ

ステムができてから 2 カ月ぐらいという新しいものですけれども、非常に包括的な

貯水池に関しての分析をするためのソフトです。 
  これがほかのソフトに関して持っている非常に進んだ部分というのは、オペレー

ション上の規則、ルールに関しての使用というのが非常に柔軟に対応できるような

機能を持っている点です。 
  最近実際の現場のフィールドで巨大なソフトウエアの統合プロジェクトというの

がありましたけれども、これがコアウォーターマネジメントシステムと呼ばれてい

るものです。 
  これは先ほど申し上げたソフトウエアがいろいろありしまたけれども、それらす

べてと、全米の規模で存在しますリアルタイムの意思決定支援ネットワークという

ものとの統合が達成できたということです。 
  ここでソフトウエアそれぞれの説明を終わりまして、ソフトのサマリーのページ

があるのですけれども、そこのほうに飛びます。 
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  後の残りの細かい説明はお読みください。最後から 2 ページ目を見てください。 
  ここにありますのが生態系機能プログラムです。最近はいわゆる生態系との間での、

もしくは環境の保全ということに関しての強調点というのが非常に焦点が当たって

いるということがありまして、このような生態系機能というものが出てきているとい

うことなのです。ちょっと見えにくいですが、生態系機能モデルと呼んでおりますけ

れども、こういったことが必要になってきているということです。 
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HEC-EFM Ecosystems Functions
HEC-EFM、生態系機能
Under development, Pilot applications

Evaluation tool for flow regime change.Evaluation tool for flow regime change.
流れのレジームの変化を評価するツール流れのレジームの変化を評価するツール

Reservoir/regulation change, diversions, remove/set back levee, Reservoir/regulation change, diversions, remove/set back levee, reconfigure channel.reconfigure channel.
貯水池規制の変化、分水路、堤防の撤去・後退、水路形状の変更貯水池規制の変化、分水路、堤防の撤去・後退、水路形状の変更

Impact on terrestrial and aquatic habitat.Impact on terrestrial and aquatic habitat.
陸域及び水域のハビタートへのインパクト陸域及び水域のハビタートへのインパクト

Change direction/magnitude biologic impact .Change direction/magnitude biologic impact .
方向や規模方向や規模を変えるような生物学的インパクトを変えるような生物学的インパクト

Team use:  biologists,Team use:  biologists, geomorphologistsgeomorphologists, hydraulic engineers, environmental , hydraulic engineers, environmental 
managers.managers.
チームの活用：生物学者、地形学者、チームの活用：生物学者、地形学者、

Premise:  hydrologic/hydraulic data help predict biologic responPremise:  hydrologic/hydraulic data help predict biologic response..se..
前提：水理・水文データが生物学的レスポンスの予測に役立つ。前提：水理・水文データが生物学的レスポンスの予測に役立つ。

Hydrologic Engineering Center

EFM Application – California
EFMの活用ーカリフォルニア

Central Valley Comprehensive Study
Applied to Applied to riverineriverine and adjacent floodplains for aquatic and and adjacent floodplains for aquatic and 
terrestrial habitat  changes.terrestrial habitat  changes.
水域及び陸域のハビタートの変化に対する河川及び周辺氾水域及び陸域のハビタートの変化に対する河川及び周辺氾
濫原への適用濫原への適用

Requirements:  select area, geoRequirements:  select area, geo--referenced hydraulic model, referenced hydraulic model, 
flow/stage data, ecosystem response physical/biological flow/stage data, ecosystem response physical/biological 
relat ionships, GIS relat ionships, GIS coveragescoverages..
要求事項：エリア選択、地形参照水理モデル、水位ー流量デ要求事項：エリア選択、地形参照水理モデル、水位ー流量デ
ータ、生態系レスポンスに関わる物理ー生物関係、ータ、生態系レスポンスに関わる物理ー生物関係、GISGISの適の適

用用

Results:  More/less area Results:  More/less area –– enhanced?enhanced?
結果：生息適地が増えるかえるか？結果：生息適地が増えるかえるか？

Spawning Habitat　産卵ハビタート

Cottonwood Recruitment　ハコヤナギの侵入

Hydrologic Engineering Center

HEC Products and Contact
HEC製品と問い合わせ

HEC software and reports are available over the Web.  Other mateHEC software and reports are available over the Web.  Other material via order from rial via order from 
HEC off ice.HEC off ice.
HECHECソフトウェアとレポートはウェブから入手可能。その他についてはソフトウェアとレポートはウェブから入手可能。その他についてはHECHEC事務所を通じて事務所を通じて
オーダー。オーダー。

HEC Web site:  HEC Web site:  http://www.http://www.hechec..usaceusace.army.mil.army.mil
Contact for publications, software:Contact for publications, software:

Hydrologic Engineering CenterHydrologic Engineering Center
609 Second Street609 Second Street
Davis, CA  95616Davis, CA  95616
Ph 530/756Ph 530/756--11041104
EE--mail:  mail:  darryldarryl.w..w.davisdavis@@usaceusace.army.mil.army.mil

Hydrologic Engineering Center
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  最後のページですけれども、ここにコンタクト先の住所や URL などが入っており

ます。 
山本: 先ほどの生態系機能モデルというのがありましたが、そういうものを作成するとき

には生物学の専門の方なんかの参加が必要だと思いますが、そういう方はこちらの

HEC の中にはいらっしゃるんですか。 
Darrli W.Davis : 我々のスタッフにはおりません。我々がやったのはソフトウエアのシス

テムを我々でつくりました。そして、その後、実際にそのソフトウエアを使ってど

のようなデータを形成していくかということに関しては生物学者だとか地理学者、

水理学者、エンジニアなどが集まってデータの形成ということに関しての討議を行

っていくというやり方です。 
  我々の今の活動状況のご説明、それから、どのようなソフトをつくっているかと

か、製品に関しての情報をお話ししましたけれども、その部分で何かご質問はあり

ませんでしょうか。 
岸田：  先ほどシステムなんかの公表、いろいろウエブサイトに公表されると言いまし

たが、あれは大体できたらすぐに公表するというシステムですか。 
Darrli W.Davis : 公表します。パブリックリリースを行ったらすぐにウエブサイトに載せ

ます。 
岸田:  先ほどのエコシステムみたいなやつだと非常に複雑な計算モデルが中に必要かと

思うんですけれども、そういうモデルに対して、例えばアメリカの土木学会 ASCE
とのリンケージといいますか、技術的なやりとりだとか、こういうモデルでいいん

だという判断みたいなものはアメリカの土木学会なんかと関係されて決められるん

ですか。それとも独自にこれで行くと決めてモデリングをされていくんですか。 
Darrli W.Davis : まずこの生態系機能モデルというのはかなり概略的なハイレベルの流域

モデルです。いわゆる生物学者によって水理学的なこと、もしくは水文学的な何ら

かの状況に対して生態系がどのような反応をするかといこと、これを生物学者が定

義する、関連づけを定義するという形でつくっています。ということで、生物学的

なプロセスのモデリングということはいたしません。 
岸田: 例えば今の生物学的なプロセスのモデリングをしようとすると、だれかに頼む、そ

れとか、例えば委員会を開くだとか、どういう仕組みでそこのモデリングを今の HEC
のシステムの中に組み込んでいっているのでしょうか。 

Darrli W.Davis : まずこのソフトウエアなんですけれども、これは我々のフィールドオフ

ィスで、生物学者、経済学者、水理工学のエンジニアなど一緒になったチームが使

うためのものであるということがまず 1 つ。もしこの反応がどうであるかという機

能というのを知るために別の生物学的モデリングというのが必要であり、それが可

能だという状況であれば、もしそういった細かい興味があるということであれば、

この生態系機能モデルのマニュアル的なもの、もしくは概要を説明したプレゼンテ
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ーションなどがありますので、お渡しすることは可能です。 
岸田:  それも欲しいんですけど、この生態系システムに限らないで、例えば日本でも、

いろんな先生方がおられると、いろんな計算の方法だとかがいっぱいあります。そ

れをこういったような 1 つの手法としてプログラムをしてまとめていきますよね。

そのときに、日本だと、いろんな委員会を開いて、どれを使うかとか、その選定を

するのに非常な労力が掛かります。でも、HEC がこういうシステムを、生態系シス

テムに限らず、ほかのモデルもこういう計算方法でいいんだと決めていくときの決

め方が 1 つ知りたいところです。 
Darrli W.Davis : この分析の作業をするというふうにして決められた分析用のチームとい

うのが最終的には討議とコンセンサスによってどれを使うかということも決めてい

きます。 
山本: 分析チームというのはどういうメンバーで構成されるんですか。 
Darrli W.Davis : 工兵隊が最初にそれをやろうと呼びかけた研究の場合は、そのオフィス

の中からいろいろな専門知識を持った多分野のスタッフが集まってプロジェクトデ

リバリーチームというのがつくられます。 
  そのデリバリーチームが必要であれば、外のコンサルタントですとか、大学のア

ドバイザー、もしくは関連省庁のアドバイザーなどを雇って、自分たちのチームの

責務を果たすためにそういったことをすることがあります。 
  ERDC では環境研究室という研究機関があるんですけれども、そういったところ

を使うかもしれません。 
  工兵隊のスタッフの中には、生物学者もいますし、エコロジストもいます。それ

から、都市計画の専門家もいますし、地理学者、地理モーフォロジストもいる。 
通訳:  日本語がちょっとわからないんですけど、川がどのようにして形成されるかとい

うことを研究している分野だそうです。川に関しての地質学者、河相学者。 
Darrli W.Davis : ほかのご質問はありませんか。 
山本: 先ほど大学の学生さんが HEC にいらっしゃるという話を聞いたんですが、大学と

HEC との人事交流というのは、HEC から大学のほうに出向するとか、そういうの

はあるんですか。 
Darrli W.Davis : 通常、定期的に大体 10 人ぐらいの修士課程の学生を雇っておりますけ

れども、逆に時々なんですけれども、大学で講義をしたり、セミナーを開催したり

ということがあります。そういった修士課程の学生というのは、かなりの色々な仕

事の部分をこなしてくれているということです。 
  そして、現在のいわゆる正社員、正職員のうちの 3 人が大学で博士課程を取って

おります。PHD をとっております。 
山本: 先ほどの HEC のソフトウエアの中で、その説明を受けましたが、RSA というのは

基本的には 1次元解析システムだと思うんですが、2次元というのにRMA2という、
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それはこういう形で公開されているんでしょうか。 
通訳:  最初のものは RAS ですか。 
Darrli W.Davis : 1 次元のネットワーク解析という形なんですが、我々の HEC のモデル

ではないのですけれど、パブリックではあるということで、多分ビックスバーグで

公開されていると思います。 
  現在のこの HEC-RAS のパッケージの中にこの RMA2 の部分というのを追加する

ということを考えておりますので、そうしますとローカルレベルでの 2 次元モデル

というのができるようになります。 
通訳:  ビックスバークで公開するだろうと思うということだったのですが。 
Darrli W.Davis :ただ、RMA モデルというもの自体はデービス、サクラメント、サンフラ

ンシスコのこの地域でつくられたものではあるのですが。RMA のオフィスというの

が大体ここから 40 キロぐらい離れたところにあります。 
  RMA というのはリソースマネジメントアソシエイツという組織名を略して RMA

と呼んでおりまして、これはバークレーの教授陣がつくった会社だそうです。 
  この RMA という組織のほうですけれど、組織は我々と契約をしてやってもらって

いるコントラクターの 1 つです。 
浜口： もう 1 つ、今の RMA というのは 2 次元だったんですけれども、3 次元の TABS

というのがあるんですけれど、それも同じような、ほかのところでつくってもらっ

ているソフトなんですかね。 
通訳:  組織の名前でどこがつくっているかどうかということですね。 
Darrli W.Davis :やはり先ほどのアクセスできないというのは、ファイヤーウォールのとこ

ろでのセキュリティの関連のことで、そういったことが起こるかもしれません。も

しアクセスができないということがあれば我々のほうに E メールをぜひ送ってくだ

さい。我々のサイトには皆さん方はアクセスは絶対できるはずですけれども。 
  TABS というのはデータをプリパレエーションするときの環境のことを総称して

TABS と呼んでいるんですけれども、3 次元モデルというのは我々とビックスバーグ

の組織の間での共同作業でつくっているのがあります。 
  トニーとビリーという人がいて、その名前を取ってトニーアンドビリーシステム

というのが TAB の略のもとになっています。トニー・トーマスという人と、ビリー・

ジョンソンという人のがそれを作ったのです。ビックスバーグ 
の職員です。 
  コードのほとんどというのがこの RMA のコーディングで、RMA10 というのもあ

ると思います。 
  RMA の主要な部分をつくった人がイーアンキングという人ですが、彼は昔はバー

クレーに住んでおりましたが、オーストラリアの人と結婚して、現在はメルボルン

に住んでいます。結婚するんだったら日本人のほうがよかったのに。 
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  マニュアルはコアのサイトでちゃんとアクセスできましたか。 
浜口: できました。これはリバイスされて、だから、この中だと HEC の 2 とか１とか使

っているんですよね。 
山本: この中に使っている HEC2 の部分と、例えば HEC2 が HEC-RAS に変わっている

のですが、この中で HEC2 を理解している人は、それは HEC-RAS と読み替えれば

いいのかどうか。 
Darrli W.Davis :そのとおりです。サーチアンドリプレイスでできます。 
山本: HEC には直接関係ないかもしれないですが、エンジニアリングマニュアルについて

お聞きしたい。 
  リバーエンジニアに関して全体が書かれているんですけれども、例えばリバーエ

ンジニアの 1 つ、堤防を設計しようとしたときに、水位を計算して求めることを行

いますが、この中にはいろんなマニュアルを参照しなさいと書いてあります。例え

ばこういう洪水の計画高水位といいますか、HWL と日本では言っていますけれども、

決めるとなったときに、例えば HEC-RAS を使ってデータとしてはこういう与え方

をして、それは EM のここに書いてある、EM のここに書いてある、そういうのを

参照していってこういうのを求めなさいといったような体系立てたようなことを記

述しているところというのはあるんですか。この内容が、これには非常に包括的に、

ずっと読んでいくと、こういうことについてはここに書いていますよ、これはここ

に書いていますよと載っているんですけれども、ある 1 つのことを求めようとする

と、あるところが飛び飛びに関係してくるので、これを求めようとすると、これだ

けのエンジニアリングマニュアルがこういうことを決めようとすると関係していま

すと。 
通訳:  まとめた表みたいなものがあるかということですね。 
Darrli W.Davis : ないと思います。あったらいいなと思いますが、ないと思います。それ

ぞれ個別の単体として存在しているので、なかなかそういうものができていない。 
  このようなマニュアルを 1 つつくるには、いろんなところから資金も来ています

し、予算もいろんなところから来ていると。いろんな努力、労力が集中されてでき

ているので、細かく個別に、この部分が、この部分がというのが集まってきて大成

されるというやり方なので、残念ながら相互のいろいろな内部的な関係がどうのこ

うのとか、それを表にするというか、そういった形でのまとめ方というのはできて

いません。 
  ということで、それぞれの省庁からの予算をどのようにとってくるかという予算

に問題があったためにそういったうまいことができなかったということで、我々の

やりたいことであったわけではなくて、予算組みの欠陥というのが出てきてしまっ

ているのかもしれません。 
山本: よく内容を読んでいくと、これはここに書いてあるからと、また EM のナンバーが
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書いてあって、細かくはここを読みなさいと、逆に非常に関連づけがうまくできて

いると思っているので、何かそういうふうに組まれているのかなと思ったのですが。 
Darrli W.Davis : ポリシーガイダンス的なことをしている、ポリシーを書いたドキュメン

トで、エンジニアリングレギュレーションズという小さな書物があるのですが、そ

こにはこのようないろいろなドキュメントの関連づけというのが書かれているはず

です。 
  エンジニアリングレギュレーションというところのウエブサイトのそこの部分に

行きますと、それを呼んでいただくことができる、もしくはダウンロードできるも

ので、それぞれの関連づけというのはこの中にある程度入っています、パーフェク

トではありませんが。 
岸田: 今日のお話ではないんですが、ヘッドクオーターに行ったときに、いわゆる汽水域

についての EM は特にないけれども、あえて言うならば海岸の関係の EM が多少触

れてあるという話と、もう 1 つは潮汐水理学という、まさにこれがあるけれども、

これは非常に古いのであまり参考にならないという話だったんですが、私、物をよ

く見ていなかったので、今これを詳細に見たら結構細かく書いてあるんですけれど。

汽水域についてはやはりこれが一番参考になるんでしょうか。 
Darrli W.Davis :これに関しては、潮汐に関しては、かなり古いというのは確かで、我々は

今汽水域に関しての作業はしておりません。ということで、多分コースタルの海岸

の EM というのが一番新しいものである思います。 
  それから、沿岸の海岸防御マニュアルというものの中にもある程度の記述はある

かと思います。 
岸田: 汽水域はまさに先ほど言われたように海水と淡水が混ざり合うところなので、いわ

ゆる海岸の方といいますか、沿岸の方だけの解析だけではなかなか難しくて、多分

河川からの水理学を考えないと水理現象が分析できないような気がするのですが、

こちらのほうのＥＭの河川工学については、汽水域については何も書かれていない

んでしょうか。 
Darrli W.Davis :ないと思います。この汽水域のエリアというのは技術的な解析というのが

抜けている部分だと、これは明白な事実です。抜けています。 
岸田: 日本でもそういう認識が非常に強くて、汽水域について私どもも非常に関心を持っ

て、研究しなければいけない分野だと思っています。そういった意味で、いろんな

形の EM がつくられているので、どういうのが参考になるのかなと思いましてお聞

きしました。 
Darrli W.Davis :研究はかなりこの汽水域に関しては行われていると思いますし、モデリン

グもいろいろできているんですが、マニュアル自体だけがないという状況だと思い

ます。 
岸田： その研究という意味は、いわゆる水理学的な面だけではなくて、汽水域というの
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は環境面、生態面で非常にセンシブルなエリアだと思うんですけれども、そのリサ

ーチは、やはり環境とか生態とか、そういうものについてのリサーチをされている

んですか。 
Darrli W.Davis : そうです。 
岸田: ビックスバーグにお伺いしたときに時間の関係があったのであまり詳しく聞かなか

ったのですが、汽水域の問題があった場合には、ビックスバークのほうに行ってモ

デルをいろいろつくっていただくというようなことをしているらしいんです、カウ

ンティが。その場合は、8 つぐらいの主要ディストリクトがあって、そこでまずカウ

ンティが相談して、それで解決できないときにビックスバークに行ってするという

ふうにお聞きしたのですが、それは汽水域の問題ではなくて、個々に、おのおの相

談するという形なのか、それとも系統的に、例えばこういう問題だけは――EM に絡

んでなんですけど、全国的に共通的な問題とか、そういうものは何か EM にまとめ

られる予定はあるんでしょうかという意味なんですけど。 
通訳:  汽水域に関してですか。 
岸田:  それがあったので、ビックスバークのことを持ち出したんです。 
Darrli W.Davis :少なくとも現在の状況ではそれぞれのケースごとにつくるという状況であ

ります。もしかしたらこういうふうに言えるかもしれません。汽水域の問題という

見方ではなく、我々の観点というのは、例えば舟運の問題、もしくは水質の問題、

洪水統御の問題がたまたま汽水域と言われている区域に起こるというようなそうい

った観点から物を見ているからそういったのがないのかもしれません。 
  チェサピーク湾というところがあるのですが、これはいわゆる汽水域ですが、環

境的な生態系という観点から、生態システムという観点からかなり研究をされてい

る汽水域です。 
岸田:  研究がなされているというのは、研究している母体というのは、大学とか、そう

いうのが主なのですか。 
Darrli W.Davis : このようにかなり問題があるというふうに認められた場合には、いろん

な母体というのが入ってきて、それぞれのモデリングを別個にやったりします。場

合によっては我々もかかわるかもしれませんし、環境保全局、EPA などが入ってき

たり、あと、アメリカ連邦政府の魚類野生局など、もしくは、州の中にも環境に関

しても環境サービス局というのがありまして、そういったところも入ってきますし、

ほかの NGO が入ってきたりということで、いろんな組織が入って自分たちのモデリ

ングをやったりします。 
山本:  何かここで行為をしよう、物を作ろうかという時にはどういう意思決定というか、

コンセンサスの得方を、どこが中心になってやるんですか。 
通訳:  物をつくるというのは、建造物みたいな感じですか。何でもいいと。 
山本:  建造物。例えば導流提をつくろうとか。生態系にどういう影響があるということ
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です。 
Darrli W.Davis :全米レベルの投資ということであれば連邦議会がやります。 
  そういった全米規模の問題である場合は、議会によって法律として通過させなけ

れば、それぞれの省庁は決定する権限を持っておりません。 
山本: ただ、議会そのものも自分たちが判断できるわけではないですよね、具体的な判断

は。それの基本になるのはどこがやるんですか。 
Darrli W.Davis : 舟運プロジェクトに関しては我々工兵隊です。 
  それから、何か廃棄物の管理であれば環境保全局、それから、例えばサケ、絶滅

の危機にあるようないろんな魚類に関してのものであれば US マリーンフィッシャ

リーという魚類関係の連邦の省庁が担当します。それから、地元の組織、省庁など

が非常に専門知識を持っていて、自分たちで解決しようとする場合も中にはありま

す。 
  ハリケーンに対しての防御というのも工兵隊の管轄になります。 
  連邦議会の今までの経緯を見ていますと、1 つの省庁に権限が集中しないように、

できるだけ意図的に権限を分けているという経緯があるのがわかります。 
  それから、さらに地元で特別の目的を持って組織をつくるということもありまし

て、例えばサンフランシスコ湾デルタモデリングフォーラムというのがあるんです

が、こういった特別な組織をつくっていろんな範囲のコミュニケーション、水理学

だとか、環境だとか、そのコミュニケーションを図るための特殊組織というのがつ

くられる場合もあります。 
山本: 例えば今全米レベルでは議会という話だったのですが、汽水域のある州、そういう

ところでの関与、つまりそこでの意思決定云々、あるいはその問題意識、そういう

ものというのは汽水域に関しては大体直接全米レベルに行ってしまうという感じな

のですか。つまり、汽水域がある州、海への出口のある州がありますよね。海のほ

うも大体その州が管理していらっしゃる――海は連邦なのかな。つまり、何を言い

たいかというと、汽水域のある州が関係する部分というのはあるんですか。 
通訳:  全部議会に行かずにという感じですね。 
Darrli W.Davis :問題がそれほど大きくない場合はあるかもしれません。州に意思決定権が

ある場合もあるかもしれません。 
山本: それは要するに、先ほど私、ちょっと言いかけたように、海の管理は連邦が管理し

ていらっしゃると聞いているのですが、そういうことに起因していると考えてよろ

しいですか。 
通訳:  海というのはオーシャンの海でいいんですか、それともコースタル？ 
山本:  コースタルもそうですけど、オーシャンも含めて。 
Darrli W.Davis : 州と州の間のものとか、国際海域とか、コースタル、それから魚類に関

してのことというのは連邦政府の管轄になります。 
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浜口: また話が戻りますが、今、工兵隊のほうでは HEC というようなプログラムで統一的

にいろいろ研究、物を設計するときにこういうのを使ってやると。日本だと、例え

ばコンサルタント独自にいろんなプログラムを持っていて、それでもって計算をい

ろいろやっているというのがありますが、アメリカで HEC を使わないで、受けたコ

ンサルタントが独自に持っているソフトを使って物を設計するというようなことは

あるのですか。 
Darrli W.Davis : そういうことはあまりないようです、あるかもしれませんが。 
  現在、最近になってからヨーロッパのコンサルティング関係の会社というのがア

メリカに自分たちのソフトウエアを売りに来ているということが増えていますが、

多分お聞きになったことがあるかもしれません。DHI（デイニュッシュハイドロリ

ックインストチュウト）というところが自分たちのソフトを売り込みに入ってきて

いますけれども。 
浜口:  日本にも来ています。 
Darrli W.Davis : 非常に小規模なプロジェクトにコンサルタントが自分たちのソフトを使

うことはありますが、あまりそういったケースは見られません。 
  （日本にも売りに来ているということに対して）どこにでも行っている、いろん

なところで、ありとあらゆるところにあるようですね。 
  私の息子はニュージーランドで仕事をしていますが、ニュージーランドも DHI が

かなりはびこっています。 
  アメリカでの大きなプロジェクトというのは、いろんな組織の合体でやられるこ

とが多く、そういった数多くの組織が共通項として使えるようなもの、そういった

基盤を見つけ出すのがやはりかなり難しいために我々のものが基盤になっています。 
山本:  非常に細かいことを聞きますけど、ここのこういう流れの解析をするのに、これ

は、図 4－1 ですが、こういうようなことしか書いていないんですけど、これを具体

的にもう少し詳しく説明したようなものはないんですか。 
通訳:  流れの方向または重要性を持つ、ここの部分、これだけしか説明されていないと

いうことですか。 
山本:  そうです。具体的にどういうふうに計算するのか。 
Darrli W.Davis : この部分に関しては、科学的な方法でこういうふうにやれというものは

なくて、それを個々のプロジェクトを担当しているチームによって決めていく部分

であると思います。ということで、皆さん方にこれはどうやれというようなことを

教えられるような内容ではないです。 
山本:  非常にわかりやすく書かれていて、よくイメージはわかるのですが、具体的にど

ういうふうに計算すればいいかというのがよくわからないように思うのですが。 
Darrli W.Davis : やはり先ほどの答えのようにケース・バイ・ケースで、そのプロジェク

トに対しての専門知識を持ったチームが考えるべきもので、こうだという答えはで

－161－



はないような分野です。 
山本:  例えば水理模型実験みたいな、模型をつくって解析するということですか。 
Darrli W.Davis : そういったことも可能性としてはもちろんあると思います。 
  範囲が広いと。例えばモデルもいろいろあるだろうし、そのモデルごとにとらな

ければいけないデータもいろいろあるだろうし、それから、費用の問題というのも

あるので、実際の研究のニーズに合わせてどこに落ち着くべきかということはその

プロジェクトごとに決めなければいけないということです。 
  このドキュメントですけれども、もちろん工兵隊が書いたものでありますけれど

も、ASCE（アメリカン・ソサエティ・オブ・シビル・エンジニア）という協会があ

りますが、この協会が、いわゆる同僚が同僚の作品を評価するというピアレビュー

という形で、大学の関係者だとか、実際にこのエリアで活躍しているエンジニアに

よるピアレビューというのが行われた後でファイナルとして出しております。 
  このマニュアルの中には ASCE によって出版されているものもあると思います。

ASCE が出版もやっているというマニュアルもあるはずです。 
岸田:  HEC エンジニアのところに載っているＥＭ以外に、土木学会の ASCE が出してい

るような EM もあるということですか。 
Darrli W.Davis :共同で出版しているものがあると。 
  現在は電子的な形でかなり色々なところに出版することができるような状況にな

ってきていますが、昔はそういった流通させるということが電子的な形がなかった

ために非常に難しかったのです。そういうときに、こういったジョイントでの出版

ということが意味があったときにそういったことをやったのです。 
山本:  出版ということですね。 
Darrli W.Davis :もしかしたらASCEのほうで汽水域に関して何かマニュアルというのを出

版している可能性はあるかもしれません。 
山本:  それはアメリカの土木学会のホームページを見ればわかりますか。 
Darrli W.Davis : わかると思います。 
山本: また汽水域の話に戻りますけど、ビックスバークに行ったときに汽水域についての

管理に関して、工兵隊が携わっているプロジェクトがあるところについては管理に

携わっていますと聞いたんですが、そのときにあわせて、大体河口はほとんど舟運

の関係で工兵隊がプロジェクトをやっているので大体入っていますというふうに聞

いたんですけれど、再確認みたいな話ですけれど、ちょっと時間がなかったので、

そこのところがはっきり確認できなかったのですが。 
Darrli W.Davis :そうです。ほとんどそれで正しいです。舟運のプロジェクトがない汽水域

というのもあるんですが、非常に数は少ないです。ということで、ほとんどそれが

正しい言い方です。 
山本：  話が全然違いますが、これは公開されているということは、日本語に訳すこと
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は別に問題ないですか。 
通訳:  ご自身たちとか、別のだれがやっても問題がないかということですか。 
Darrli W.Davis :そうです。時には翻訳用のプログラムを使って翻訳を起こすというか、そ

ういったことをするためにもともとの電子ファイルがほしいという要求があるので

すが、そういう翻訳のプログラムを使う場合は、最終的な翻訳というのはちゃんと

したどこかの組織がやるという保証があれば原本の電子ファイルをお渡ししており

ますけれども、そういったこと以外であればだれでも翻訳することは可能でありま

す。 
  この HEC-RAS はスペイン語に今翻訳されております。 
山本:  それはスペインでということですね。 
Darrli W.Davis : ラテンアメリカです。ニカラグアとかほかの中南米諸国でのトレーニグ

用もしくは実際のアプリケーション用ということですね。 
山本  それはここでされたんですか。それとも向こうで？ 
Darrli W.Davis : ガテマラでハリケーンの災害があって、その災害復旧の助けをやってい

るときに、我々工兵隊のガテマラのオフィスが私的なコンサルタントを雇ったんで

すけれども、そのときにスペイン語を話すエンジニアというのも雇ったと。その人

がその翻訳をやったそうです。 
  我々のほうでそのコンサルタントに対して翻訳料を払ったんですけれども、我々

のほうからスペイン語バージョンというのは手に入れることができます。 
  翻訳はもちろんエンジニアがやらないと、いろんな用語がありますので普通の人

ではできません。 
岸田: さっき工兵隊のガテマラオフィスという話が出たんですけれど、それはどういうこ

となんですか。テンポラリーの何か、災害援助みたいなのですか。 
Darrli W.Davis : バージニア州にありますハンチントンの我々のオフィスがニカラグアの

災害後の復旧の助けをしてくれたというリクエストを受けました。そのときにコン

サルタントを雇ったのですが、そのコンサルタントは南カリフォルニアにオフィス

を持ったコンサルタント会社で、そこにはスペイン語を話すエンジニアがいました。

その結果、ガテマラで HEC-RAS のトレーニング、エンジニア用のトレーニングを

スペイン語でやるということが企画されました。ウエブサイトに行きますと、

HEC-RAS のスペインバージョンというのができており、それをリクエストする場合

はリクエストしてくれという文言がウエブで見られます。 
  HEC2 に関しては中国語での翻訳というのもあったみたいですが、それを香港の

本屋さんでたまたま見ました。 
  翻訳というのはマニュアルの部分だけで、ユーザーインターフェースの部分とい

うのはやっていないようです。 
  ソフトウエアのほうを現地言語に変えるというような地域的なメカニズムを入れ
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るということに関して提案書は書いているのですが、まだそれに対しての、ソフト

ウエアの機能追加に関しての予算措置は得られていません。 
  新しく出てくるソフトに関しては、これはジャバの言語で書かれていますので、

ジャバというのはご存じのようにテーブルの部分だけを訳せばそれですべて言語が

ほかの国の言葉に変わるという意味で、新しいソフトウエアに関しては、もう少し

言語対応というのがうまくいくようになると。 
浜口:  一応公開されているのはあくまでもバイナリーで書かれている実行形式のやつで、

もともとのソフト自体は公開はしていないのですね。 
Darrli W.Davis :そのとおりです。 
浜口:  先ほど言われたインターフェースのところとか、結果の出力みたいなところのプ

ログラムは、民間の会社がつくるというようなことで、何かベンダーで契約されて

いると思うのでが、それが、今度新しいのが出てくるとそういう部分はなくなって

しまうんですか。 
Darrli W.Davis : ベンダーというのはテクニカルサポートだけで使っておりまして、コー

ドの部分だとかインターフェイスの部分というのはベンダーがやっているわけでは

ありません。 
  ということで、皆さん方がウエブに行ってダウンロードするのと同じソフトウエ

アというのが、ベンダーが配布しているということです。ベンダーの中にはソフト

ウエアのマニュアルの部分を翻訳するというのはあるかもしれませんが。イタリア

語の翻訳があるという噂は聞きましたが、まだ見たことはありません。 
  それから、中国側からは我々のソフトウエアのいくつかの製品に関して、我々の

ほうで翻訳して提供するという話、そういったプロポーザルを出してきていますけ

れども、まだ実行はされていません。 
  日本語は上下で、あとは一緒ですよね。でも、科学的な文は左から。ジャバの中

には、特定の中には、右から左とか、左から右とか、上から下とか、そういったそ

れぞれの国によって違う書き方、そういったものにも対応できるような機能が入っ

ています。 
  先ほどプロポーザルでまだ予算化されていないといったのは、これは国連の機関

に対してそういった予算をくれという話をしているんですけれども、この資金が下

りてインターフェイスが各国の言葉に対して置き換えができるような、移植できる

ような形になってほしいなと非常に強く要望しております。 
  要求とか、興味はいっぱいあるんですが、お金だけが足りないという状況です。 
山本: さっき昼に話した例の研修のプログラム、リストみたいなものは。 
通訳:  そこに入っているそうです。ニュースレターみたいな。 
Darrli W.Davis : 我々のウエブサイトのトレーニングのところに行くと出てくるはずです

が、その書類の中にも入っています。そこに行きますと、コーススケジュールとい
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うところですね。値段と日程と内容が出てきます。あと、登録のやり方とか、そう

いうのが下のほうに出ていまして、基本的にはこれは工兵隊のメンバーのためのク

ラスということですが、クラスの定員がいっぱいになっていない場合は、海外も含

めて、どの人でも参加できるという形です。 
  皆さん方は訪問のプロセスはよく熟知されていると思いますので。 
浜口:  先ほど、HEC-RAS に関しては河床変動計算を間もなくリリースとか、追加中とい

う情報が出ているのですが、前に聞いたら、もう入っていると言われたのですが、

入っているのか、入っていないのか。入っていなかったらいつごろ出るのですか。 
 
Darrli W.Davis : 今現在作業中であり、まだ入っていないんですが、次の HEC-RAS のリ

リースのときに、多分これから 6 カ月ぐらいの間にそういったことが起こると思い

ますけれども、最初のほんとうに初期のバージョンが入ってくることになります。

またその次のリリースのときにはかなり高度な機能まで備わったものが入ってきま

す。 
  河床変動計算に関しては 3 年計画のプロジェクトでやっておりまして、完全にイ

ンプリメンテーションするまでに 3 年ということで、2003 年というのはその初年度

に当たっているということです。ということで、あと 2 年掛けてフルのインプリメ

ンテーションをやっていきます。 
  これがコースの考えられるすべての内容ですが、その中から 10 ぐらいを選んで年

間にやっております。それそれの詳細の説明というのが下のほうに出てきています。 
  日本に帰られてからも、我々のこのサイトでこういったものを読んでいただくこ

とができるはずです。 
山本:  大体この講習はここでやるのですか。 
Darrli W.Davis : ここの事務所です。 
山本:  宿泊施設なんかもこの近くにあるんですか。 
Darrli W.Davis : そうです。１ブロック以内にホテルもあります。旅館はないですけど。 
山本: これも昼食のときに出た話ですが、ミシシッピ川の堤防の維持管理についてお聞き

するのであれば、ヘッドクオーターの中にミシシッピバリーデビジョン、その中に 7
つぐらいの課があって、その中のという話があって。 

通訳:  それぞれのサイトがあると。 
岸田:  それは見せていただいてもよろしいですか。 
Darrli W.Davis : 公表されているはずと思いますけど、このマップに行きますと、ディス

トリックデビジョンごとに選んでいくことができて、バレーデビジョンに行くには、

クリックしたら。 
  我々のサイトから工兵隊を選んで、何回かクリックするとここに来ることができ

ます。だけど、それぞれのディストリクトごとには、あそこはクリックできないよ
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うになっているので、あそこ止まりなんでしょうかね。 
  今のところに行くと全部のディストリクトごとにリンクが出ていますね。 
山本:  日本からうまくコンタクトできるとよいのですが、なかなか……。 
Darrli W.Davis :もし問題があったら必ず教えてください。そうしましたら、セキュリティ

担当の人に言って対処するように指示いたしますので、E メールで教えてください。 
  これまでに我々軍関係のサイトに侵入するハッキングをかけたようなドメインネ

ームというのは永久的にブロックされることになっているということで、例えば日

本の組織でそういうことをどこかでやったという組織からアクセスしようとすると

絶対できないということになっているはずです。 
  それから、先ほどもちょっと話が出ていましたけれども、こういったセキュリテ

ィを担当している我々の担当者は非常に注意をしているためにブロックをし過ぎる

ということがあるのかもしれないというのが１つの理由かもしれません。 
  もしかしたらたまたま組織の人が間違いでもそういったことをやったことがある

ために、そこの組織のドメインネームがブロックされていた場合は、言っていただ

ければ開けることは多分絶対問題なくできると思いますけれども。 
山本:  そんなことができる職員はいないな。 
Darrli W.Davis : でも、子どもとか息子とか娘がやるかもしれません。 
 
 
Darrli W.Davis :さっきのコンフレンスで来ていましたね。名刺を持ってこられた。いろん

なファンデーションからの参加者がありましたので。いくつかの財団からの参加が

あったようです。 
浜口:  日本の筑波に模型実験をやっている実験所があって、そこのパンフレットです。 
Darrli W.Davis : 筑波のホテルに泊まりました。 
  河川環境管理財団はどのような部門なのですか？ 
山本:  シビルエンジニアです。 
Darrli W.Davis : 財源はどこから来ているんですか。 
山本： 国から研究を請けたり、河川の周辺にある国の公園、そういったものの管理を請

け負ったりということです。 
Darrli W.Davis : ということは、契約をもらったり、助成金をもらったり、そういうこと

ですか。 
山本:  そうですね。ほとんどが契約です。うちの職員は建設省というか、国土交通省を

退職した人とか、あるいは若手の人というのは、プロパーの人も少しはいますけど、

大半がコンサルタント会社からの派遣です。 
岸田:  現役の国土交通省の職員も、少しではありますけどおります。 
Darrli W.Davis :PWRI、土木研究所とは競合関係にあるのでしょうか。ハンディングを競
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争するということはありませんか 
山本:  ありません。 
山本:  技術的なことだけではなくて、いわゆる環境教育、子どもたち、大人にもそうで

すけれども、河川の環境を大切にしましょうというようなことについての試みとい

いますか、そういうことも私たちはは今非常に関心があり、財団として今日的な、

大きなテーマとして持っています。 
  15 ページに書いてありますけれども、こういうようなことです。私がセンター長

をしています。私の仕事もいろんな分野にわたっています。 
  もう一つ大きな特色としては、19 ページですが、ファンドが今 280 億円、それの

運用益を使って毎年 5 億円ぐらいの研究に対する助成とか、環境教育に関するいろ

んなアクティビティに対する助成をしています。 
Darrli W.Davis : 日本では、若者たち、もしくは子どもたちがもっと戸外で活動しなけれ

ばいけないのに、なかなかしていない状況というのはあるんですか。 
山本： ものすごく深刻です。 
Darrli W.Davis : アメリカでも同じような問題があります。特に都市の内部に住んでいる

子どもたち、若者はなかなかそういった機会がないということで、地元のいろんな

プログラムで彼らを例えば農村地域に連れて行ったりとか、自然を見に行ったりと

か、そういったプログラムというのができてきています。 
山本:  基金もそういうようなことをする活動団体、あるいは活動に対しても助成をして

います。 
Darrli W.Davis :これからも必要な資料とか情報がありましたら、いつでもコンタクトして

ください。 
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